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			俺の異世界姉妹が自重しない！③

			緋色の雨

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・青木武（ＡＯ　ＤＥＳＩＧＮ）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ　リゼルヘイム

			エピソード　１－１　アイデンティティークライシス

			エピソード　１－２　足湯メイドカフェ『アリス』

			エピソード　１－３　ノブレス・オブリージュ

			エピソード　１－４　クレアねぇはお見通し

			エピソード　１－５　見た目は幼女、心は妖女

			エピソード　１－６　たぶん、みんなお見通し

			エピソード　１－７　予定調和、再び

			エピソード　２－１　入学式

			エピソード　２－２　主人公補正ではありません

			エピソード　２－３　伝説の木

			エピソード　２－４　大事なのは建前だというお話

			エピソード　２－５　俺の義妹(ソフイア)が自重しない――はずがない！

			エピソード　２－６　どう足(あ)掻(が)いてもドジっ娘

			エピソード　２－７　ショッピング

			エピソード　２－８　アリスティアの思い描く日常

			エピソード　３－１　リズの家庭内事情

			エピソード　３－２　価値観の違い

			エピソード　３－３　噂なんてそんなモノ

			エピソード　３－４　予定が狂う予定

			エピソード　３－５　ドジっ子ロリ巨乳認定

			エピソード　３－６　一級フラグ建築士

			エピソード　３－７　意外な才能

			エピソード　３－８　うたかたの夢

			エピソード　４－１　アルベルト殿下の思惑

			エピソード　４－２　増える姉妹

			エピソード　４－３　婚約破棄を目指して

			エピソード　４－４　大切な人達と、大切な人

			エピソード　４－５　リズの夢

			エピローグ　リオンの決意

			番外編　自重するクレアリディル

		

	
		
			　

			プロローグ　リゼルヘイム

			　

			　リゼルヘイム――建国から４００年の歴史を誇る由緒ある王国で、俺がグランシェス伯爵として籍を置く国でもある。

			　そんなリゼルヘイムの王都――リゼルガルムは、グランシェス領より馬車で北に向かって五日ほど揺られた地域、大きな川に沿って広がる平原に存在している。

			　その王都で年の初めに大きなお祭りがあると聞き、俺達――俺とアリスとクレアねぇとソフィアの四人は、世話係のメイド、ミリィ母さん達を連れて、王都リゼルガルムを訪れていた。

			　

			　とは言え、ただ遊びに来たわけではない。グランシェス領の開拓に役立つモノがないか、お祭りや街並みの調査を兼ねているのだ。

			　という訳で、俺は王都の大通りで周囲の様子を眺める。

			　道の大半は踏み固められた土で、周囲には石造りの家屋が立ち並んでいる。まさに中世のヨーロッパ初期の様な街並みがそこにあった。

			　そしてそんな街並みの見渡す限りに人がごった返している。国を挙げてのお祭りって話だけど、さすがに派手すぎじゃないかな。

			「凄い人の数だけど、毎年こうなのか？」

			「今年はリーゼロッテ様が十二歳になったお祝いも兼ねてるそうよ」

			　クレアねぇが教えてくれるけど……誰だっけ？

			「リーゼロッテ・フォン・リゼルヘイム様。弟くんは知らないかしら？」

			「リゼルヘイムって……この国の名前だろ。お姫様かなにかか？」

			「王位継承権十二位となる国王の末娘。穏やかな性格で見(み)目(め)麗(うるわ)しく、その歌声は大陸一と噂されてる。国王や第一王子に可愛がられていて、王都じゃ絶大な人気を誇るお姫様よ」

			「なるほどね。その姫様の、十二歳のお披露目か」

			　この世界の子供は成長が早いこともあり、十二歳になると成人扱いとなる。人気のある姫様のお祝いを兼ねてるから、お祭りの規模が大きいんだろう。

			　ちなみに、前回の騒動から二年近く経っているので、ソフィアが今年の末で十二歳。お姫様と同じ年の生まれになる。

			　それでなんとなく分かってもらえると思うけど、成人とは言っても実際にはまだまだ幼さの残るお年頃。見た目的にも日本の中学生くらいで、実際には子供扱いされることが多い。

			「なんでも、お城の広場ではお姫様の歌声が披露されるらしいわよ？」

			「へぇ……歌声ね、それは興味あるな」

			「行くのはやめておいた方が良いわ。お城の二階から、広場に向かって歌うそうだから、歌声なんてほとんど聞こえないはずよ。姿が遠目に見られたら運が良いレベルね」

			「なにそれ。開催する意味あるのか？」

			「コンサートを開くほどに歌が上手だって自慢出来るでしょ？」

			　……なるほど、対外的なパフォーマンスか。

			　歌姫って響きには興味があったんだけど、そんなんじゃ行くだけ無駄だな。歌を聴くのは諦めて、露店や王都のお店なんかを見て回ろう。

			　

			　そうしてやって来たのは、街の中心にある王城へと続くメインストリート。

			「ふあああっ、凄い、凄いよリオンお兄ちゃん！　見渡す限りに露店が並んでるよ！」

			「はしゃぐのは良いけど、はぐれるなよ～」

			　両手を広げてくるくると回るソフィアを、お世話役としてついて来てくれたミリィ母さんが追いかけていく。その光景を眺めながら、俺は苦笑いを浮かべた。

			　二期生が卒業してから二年弱。

			　俺はミリィのことを自然に母さんと呼べるようになり、年の暮れに十一歳になったソフィアは、以前よりずっと明るくなった。

			　周囲の様子は少しずつ、だけど確実に良い方向へと変わっていっている。

			「ソフィアちゃん、すっかり元気になったね」

			「そうだなぁ……って、アリス？　それはなんだ？」

			　アリスの手にいつの間にか、お肉の串焼きが握られていた。見るからにジューシーで、香ばしい匂いもただよってくる。

			「あぁこれ？　ホーンラビットの串焼きだよ。さっきそこの露店で買ったの」

			「ホーンラビット？」

			「この辺りに生息する魔物だよ」

			「……魔物の肉って食べられるのか？」

			　なんかお腹壊しそうなんだけど。

			「この世界の魔物って言うのは、大気中の魔力素子(マナ)の影響を受けて変異した動物だからね。普通の動物より美味しいんじゃないかな」

			「マジで？　初耳なんだけど」

			「美味しいって言うのはみんなの意見。魔力云々は、私が調べて出した結論だよ」

			　驚きの事実だけど、アリスが言うなら事実なんだろう。と言うか、アリスの口ぶりからすると、普通に食べられてるっぽいな。

			　グランシェス領付近には魔物がほとんど生息してないから、全然知らなかった。

			「繁殖力が高くて、戦闘力はほとんどないから狩りやすくて、お肉の味も一流だから大人気なんだって。ホーンラビット専門の猟師がいるらしいよ」

			「へぇ……たしかに美味しそうだな」

			「一口食べる？」

			　俺は無言でアリスの腕を掴んで引き寄せ、その串にかぶりついた。

			「ちょっ、リオン？」

			　――お、美味しい！

			　肉汁がたっぷりで、かと言って油っぽくもない。焼きたてって言うのもあるんだろうけど、この世界に来てから――いや、前世をあわせても最高に美味しい！

			「……もぅ、行儀が悪いよ？　せっかく、あーんって、してあげようと思ったのに」

			「そんなことだろうと思ったから、自分からかぶりついたんだよ。と言うか、ホントに美味しいな。これならいくらでも食べられそうだ」

			「リゼルガルムの名物なんだって」

			「へぇ……ホーンラビットだっけ？　家畜にしてグランシェス領で増やせないかな」

			「残念だけど、グランシェス領は暖かすぎて、餌になる草が育たないと思う」

			「むぅ……じゃあ王都からうちに輸入するか……」

			「それも無理じゃないかな？」

			「え、なんで？」

			「だって、王都からうちまで馬車で五日ほどかかるんだよ？　冬ならともかく、夏とかは腐っちゃうよ」

			「ぐぬぬ……」

			　この世界には美味しいお肉がないと思ってたから我慢出来てたのに、こんなに美味しいお肉があると知ったら我慢出来ないじゃないか、どうしてくれる。

			「――はっ、そうだっ！　ホーンラビットが生息する地域に街を作り直そう！」

			「どれだけ気に入ったのさ。そんなこと言ってると、クレアに怒られるよ？」

			「大丈夫、クレアねぇなら分かってくれる！」

			「そうねぇ。美味しい食材のためなら、街の一つや二つ――とかいう訳ないでしょ？」

			　話を聞いていたのだろう。前を歩いていたクレアねぇから乗り突っ込みが飛んでくる。

			「いやでも、クレアねぇ。この串を食べてみてくれよ。たしかに街の移動は冗談だけど、それくらい美味しいぞ？」

			「ホーンラビットの肉でしょ？　たしかに美味しいけど、同レベルのお肉なら、他にも結構あるじゃない」

			「え、マジで？」

			「あ、私も知ってるよ。動物型の魔物って、結構美味しいのが多いよね」

			　アリスは旅をしていた時、クレアねぇは他の領地に出向いた時に食べたらしい。

			　だけど、この世界には冷蔵庫的なものが存在しないので、ナマモノ系の特産品は現地でしか食べられない。そしてグランシェス領には美味しいお肉が存在しないので、グランシェス領にずっといた俺だけが知らないってことらしい。

			　なにそれ悔しいっ！

			「アリス、領地に帰ったら冷蔵庫を開発してくれ！」

			「うん、無理だよ？」

			「えぇぇぇぇっ!?　制服に気温調整機能までつけられるアリスチートが、冷蔵庫は作れないってなんで!?」

			「だからチートじゃないってば。……ええっとね。まず紋様魔術だけど、これは使用者の体内に自然発生する微量な魔力を使って起動してるの。だから、人がいなければ起動しないし、その効果はとても小さいんだよ」

			「な、なるほど……」

			　言われてみれば、制服の温度調整は二、三度だけ。しかも肌に触れてる部分だけだもんな。それが限界だって考えると、紋様魔術で冷蔵庫を作るのは無理か。

			「でもさ、黒魔術とか精霊魔術なら可能だよな？」

			「魔術で冷やすことは可能だけど、術者を必要としない冷蔵庫を作ることは出来ないよ」

			「魔術を持続させる方法はないのか？」

			「例えば黒魔術は、変換した魔力をそのまま使うから効果は一瞬だけ。精霊魔術は、変換した魔力を代償に精霊にお願いするから、少しだけ持続時間があるけど……それでも数秒がせいぜいだね」

			「アリスでも？」

			「うん。精霊魔術の行使を止めたら数秒で止まると思うよ」

			「そっかぁ……」

			　アリスなら冷蔵庫の開発も、もしかして……と思ったけどさすがに無理か。氷を使うようなタイプなら作れるけど、氷を作るとしたら術者が必要。結局、術者が専属で必要になる。

			　仕方ないから、冷蔵庫は保留。

			　今回は精霊魔術で凍らせて、自分達が食べる分を持ち帰るので我慢しよう。

			　でもって今後は、うちの領でも飼育出来るなにかを探して育ててみよう。なんて考えながら街を歩き回ること数時間。俺達は王都のお祭りを満喫した。

			　ちなみに露店に並んでいるのは、ホーンラビットの串焼きなどを初めとした食い物が中心だ。民芸品っぽいのも存在はしてるけど、俺達の目を引くようなものは見当たらない。

			　面白そうな品があれば交易をとか思ってたんだけど、ちょっと当てが外れたかな。

			　そんな訳で、真新しい発見もなくなり、そろそろ帰る準備を始めようかと思い始めた頃。ソフィアが洋服店の前で足を止めた。

			「リオンお兄ちゃん、あのお店に行ってみたい！」

			「え、あの店に……行きたいのか？」

			「ウェルズって書いてあるでしょ？　ウェルズの洋服店は大陸でも最先端を行く最高のお店だって、クラスの女の子が言ってたの！」

			「ふむ……」

			　たぶん、王都の噂だけを聞いた女の子が、知ったかぶりでソフィアに教えたのだろう。

			　ウェルズは最先端と目を輝かすソフィアは、服飾の技術や生地共に、この世界の数百年は先を行くワンピースを身につけている訳だけど……

			　どうするよと、アリスやクレアねぇに視線を向けると目をそらされた。

		

	
		
			　

			エピソード　１－１　アイデンティティークライシス

			　

			　アリスブランドの洋服。それは最高級の糸で編み上げた生地を使って、この世界には存在しない服飾技術で作り上げた、異世界デザインの洋服。

			　ソフィアが身に纏(まと)うワンピースは、日本でも高級品に分類されるような代物で、この世界の洋服と比べると数世紀は余裕で進んでいる。

			　そんなワンピースを身につけたソフィアが、ウェルズの洋服店は大陸一なんだってと目を輝かせている訳だけど……はてさて、どうしたものか。

			「リオンお兄ちゃん、ダメ？」

			「そ、それはその……」

			「ダメ、なの？　リオンお兄ちゃん、困ってる？」

			　寂しげな上目遣い。くぅ、そんな目をされて断れる訳ないだろっ！

			「ソ、ソフィアが見たいなら良いよ」

			「やったぁ！　それじゃリオンお兄ちゃん、一緒に服を見よ！」

			「う、うん」

			　えぇい、どうにでもなれ！　と店へと向かう。ちなみにアリスとクレアねぇは店の外で待ってるとか言いやがった。こんちくしょう。

			「こんにちはぁ～」

			　なにも知らないソフィアは、可愛らしい声を上げて店内へと入っていく。ゆるふわの金髪を揺らす姿は可愛いけど、状況的に無邪気な悪魔のように思えた。

			「いらっしゃいませ、ウェルズの洋服店へようこそおいで下さいました。当店は王室にも出入りする、この大陸で一番の――」

			　俺達を見た店員さんがフリーズした。だけどソフィアはそれに気付かず、満面の笑みで店員さんに近づいていく。

			「お洋服を見せて下さい～」

			「………………」

			「店員さん？」

			「はっ、失礼しました！　お洋服をお見せして下さるんですね!?」

			　店員が客の服を見てどうする。なんて感じで心の中で突っ込むけど、もちろん店員さんには聞こえてない。完全に笑顔を引きつらせている。

			「ソフィアに見合う服を見繕って欲しいんです」

			「お、お嬢様に、見合う服、ですか？」

			「はいっ、このお店のファッションは大陸一だって噂を聞いてきたんです！」

			「そそっそうですね。当店はこの大陸一と、じ、自負しており――っ、おりました！」

			　過去形!?

			　いや、その気持ちは良く分かるって言うか、潔いと思うけど。

			　だ、大丈夫かなぁ……この店に喧嘩を売りに来たとか思われないかな？　ソフィアを連れて帰った方が良い気がする。

			　と思ってたら、店主を呼んできますと、店員さんは店の奥へと駆け込んでいった。

			「……店員さんどうかしたのかな？」

			「さぁ……アイデンティティークライシスでも起こしたんじゃないか？」

			「……あいでんてぃてぃーくらいしす？」

			「ソフィアは気にしなくて良いよ」

			　あんまり説明しない方が良さそうだったので、前世の難しい言葉で煙(けむ)に巻いておく。ちなみに、自己喪失というか、存在意義を見失ったような状態を表す言葉だ。

			　しかし、ソフィアは相手の感情が読めるはずなんだけどなぁ。まあ店員さんが動揺しまくってるのが分かっても、その理由に心当たりがなければ一緒か。

			「ウェルズ様っ！　出てきて下さいウェルズ様！」

			「なんだ騒々しい」

			　店の奥から、さっきの店員と、中年くらいの男の会話が聞こえてくる。店の名前と同じだし、ウェルズと呼ばれているのが、この店のオーナーなんだろう。

			「――お前は一人で店番も出来んのか？」

			「いえ、それが――」

			　と、店員が店主に説明をする声が段々と近づいてくる。

			「うちの商品が足下にも及ばぬような服を身につけたお客様だと？　なにを馬鹿な。うちより優れた服など、この世に存在するはずがなかろう」

			　そう言いながら姿を現したのは、恰幅の良い中年男性だった。

			「お待たせいたしましたお客様。店員が失礼をいたしまし――とわぁっ!?　……お、お嬢様のお洋服を、ご所望と言うことです、が――っ!?」

			　ウェルズという店主は俺の洋服を見て硬直。だが店員よりは根性があったのか、蒼白になりながらもソフィアへと視線を向けて――天を仰いだ。

			　僅かな沈黙。

			「……申し訳ありませんお客様。ウェルズの洋服店は、今日この時をもって店をたたむことになりました」

			　ウェルズはそこで一度言葉を切ると、「今までうちによく仕えてくれた」と店員さんに向かって寂しげに呟いている――って、

			「ちょ、ちょっと待った！　店を閉めるのはまだ早いからっ！」

			　俺は慌てて止めに入った。悪気がないとはいえ、いや、悪気がないからこそ、俺達の行動で王国一の洋服店が潰れたら寝覚めが悪すぎる。

			「お客様。申し訳ありませんが、我々が作る服は生地や縫い合わせの一つとっても、お客様が着る服の足下にも及びません。お客様が望むような服をご提供出来ないのです」

			「そう、なの……？」

			　ソフィアが確認するように俺を見る。

			　うぅむ。これ以上ごまかすのは無理か。しょうがない。今後のためにもちゃんと教えておくべきだろうと頷いた。

			「ソフィアにお店のことを教えてくれた友達は、実際にこのお店の服を見たことはなかったんだと思うよ」

			「そう、だったんだ」

			　店員達の態度が不自然な理由を理解したんだろう。ソフィアは申し訳なさそうに項(うな)垂(だ)れる。

			「ごめんなさい。ウェルズさんのお店は凄いって聞いてたから」

			「いえ、我々の力不足が原因なので、お客様が気にすることではありません」

			「でも……ねぇリオンお兄ちゃん」

			　なんとか出来ないかなと言いたげな視線。俺はそうだなぁと考えた。

			　もちろん、このままこの店がたたまれるのは本意じゃない。だからフォローを入れるのは当然だし、最初からそのつもりはあった。

			　けど……自分達が作る洋服にプライドを持ちながらも、自分達の商品よりも良いものを認める潔さもある。この世界ではトップクラスの服飾店って話だし、これは良い巡り合わせなんじゃないかな――と、俺は素早く頭の中で算段を立てた。

			「ウェルズさんはグランシェス領を知ってますか？」

			「たしか……最近色々と開発を進めている伯爵様の領地ですね。まさか――っ」

			「ええ、この服はグランシェス領で作った服です」

			「そう、ですか。噂は聞いていましたが、よもやここまでの製品だとは思いませんでした。これは潮時……ですかな」

			　ウェルズさんは深々と息を吐いた。

			「諦めるんですか？　グランシェス領で作る洋服の生産量は少なく、価格も今はまだ法外です。今から技術を高めれば、十分巻き返せると思いますよ？」

			「いいえ。その服の素晴らしさは見れば分かります。ですがその技術に追いつくには、早くとも五年……いえ、十年かかっても追いつけるかどうか」

			「技術を提供すると言っても、ですか？」

			「それは……その服を作る技術という意味ですか？」

			「服飾の技術、生地の製法、そして素材について。あらゆる技術を、です」

			「貴方は一体……」

			　ウェルズさんの瞳に警戒の色が宿る。

			「俺はリオン・グランシェス。この洋服を開発した人間ですよ」

			「……貴方が、あのグランシェス領の伯爵様だと言うのですか？」

			「証明出来るものは特にないですけどね。でも、信じる信じないはともかく、俺の話を聞いて損はないと思いますよ？」

			「話、ですか？」

			「ええ、実は―――」

			　俺は前置きを一つ。学園を経営していて、そこで各種技術を教えていること、今年からは全国から入学希望者を募ることを説明した。

			「……学園で技術の伝授、ですか？」

			「ええ。グランシェス領の職人さんに弟子入りって方法もありますけどね。出来れば生徒として来てくれた方が嬉しいです」

			「失礼ですが……その、にわかには信じられない話ですな」

			「でしょうね。ですから、後ほど、ご自分でグランシェス領に問い合わせて下さい。それで事実だと分かるはずです」

			「……たしかに。では事実だと仮定してお聞きしますが、学園に通うのに必要な費用はいかほどなんでしょうか？」

			　入学金、か。グランシェス領の人間はうちで雇うのが前提だったから、お金を取ることはなかった。なので金額は特に設定してなかったんだけど……

			　こんなこともあろうかと、先日クレアねぇと話し合って決めてある。

			「一般の場合は、入学時にこれだけもらってます」

			　と、俺は右手の指を三本立てた。

			「……金貨三十枚、ですか？」

			　ウェルズさんの恐る恐ると言った問いかけに、俺は無言で首を横に振った。

			「……なるほど、金貨三百枚ですか。たしかにそれだけの服を作る技術を学べるとなれば、それくらいはするでしょうな……」

			　重苦しい口調。だけどその表情に諦めた様子はない。多分だけど、金貨三百枚でも出すつもりなんだろう。だから、俺はもう一度首を横に振った。

			「金貨三枚ですよ」

			「…………………………は？」

			「一年の食費と家賃と授業料。それに制服代を含めた金額です。ちなみに、授業の合間や、卒業後の労働と引き替えに減額することも可能です」

			　一応、奨学金制度を作って、卒業後に二年の労働で返済出来るように設定してある。商人とかお金持ち向けじゃなくて、農民向けのプランだけどな。

			「……金貨三枚で、そのほかには一切費用を必要しないと、そういうことですか？」

			「二年通うなら追加で金貨が必要になりますけどね。一年でそれ以上取ることはありません」

			「……正直、それで利益が出るとは思えないのですが」

			「うぅん。まぁそうですね」

			　希少価値が下がったとは言え、制服と同質の服はいまだ金貨数枚は下らない。

			　その制服が金貨三枚に含まれている時点で、本来は赤字と言える。そしてそれを除いたとしても、食費に寮の家賃。学園の備品や管理費等々、ほとんど儲けは出ないだろう。

			「利益が見込めないのなら、なにが目的でそんなことをするのですか？」

			「……それ、言わなきゃダメですかね？」

			「あまりにも話がうますぎて、にわかには信じられません。ですから、どうか納得出来る理由をお聞かせ下さいませんか？」

			　美味い話すぎて疑わしいってことか。それは盲点だった。

			　……うぅん、あんまり人に話したくないんだけど、乗りかかった船だしな、仕方ない。

			「俺が技術提供をするのは、出来るだけ多くの人に幸せになって欲しいからですよ」

			「人のため、と？」

			「いいえ。それが自分のためだからです」

			　仲の良いみんなと幸せな人生を送る。そのためには良い環境が必要になる。だけど自分達の環境だけを良くしても、周りの人から反感を買ってしまう。

			　お金が使い切れないほどあっても、使ってる設備が最高でも、周りが敵だらけなんてことになったら目も当てられない。

			　なので、うちに集まりすぎたお金は、片っ端から各地の支援に充てている。自分達が幸せに暮らすお金を確保した後は、幸せに暮らす環境のためにお金を使う。

			　言い方は悪いけど、ぶっちゃければ、ただそれだけのことだ。

			「他人には理解されないかも知れませんけどね」

			「……いいえ。我々も自分達の作った服で、皆が笑顔になるのを生き甲斐にこの仕事を続けています。ですから、リオン様の気持ちは良く分かります」

			　……うぅむ。そこまで高尚な理由じゃないんだけどな。そんな風に言われるとちょっと恥ずかしい。けど、わざわざ否定する話でもないか。

			「ともかく、納得出来たってことで良いですか？」

			「ええ。ですからどうか、うちの娘を貴方の学園に入学させて下さい」

			「喜んで。……っと、もちろん入学金の支払いは学園に来たときで構いませんから。書類だけグランシェス領のクレアリディル宛てに送って下さい」

			　とまあそんな感じで、新しい生徒を一人確保した。と言っても、名前を聞いただけ。正式な手続きは、当日に学園でおこなう予定だけどな。

			「あ、そうだ。うちの学園は服飾以外にも色んな技術を教えるつもりなんです。だから、もしうちの学園に通いそうな人がいたら宣伝しておいてくれませんか？」

			「そういうことでしたらお任せ下さい。我々の人脈の限りを尽くして宣伝しておきます」

			「よろしくお願いします」

			　――と、気軽に宣伝をお願いした俺は、五人くらい来れば良いなぁと暢(のん)気(き)に考えていた。なので、まさかあんな結果になるとは……この時の俺は想像もしていなかった。

		

	
		
			　

			エピソード　１－２　足湯メイドカフェ『アリス』

			　

			　グランシェス領に帰還した数日後。

			　王都リゼルガルムのお祭りはそれなりに楽しめたけど、やはりミューレの街のあれこれとは比べるまでもない。と言うことで、俺とアリスはミューレの街に繰り出していた。

			「しっかし、この街も発展してきたよなぁ」

			　俺は街並みを眺めながらしみじみと呟いた。

			　両サイドに立ち並ぶのは、レンガ造りの建物――に見せかけた、鉄筋コンクリートのお店。オープンカフェや、雑貨屋さん。そのほか色々な店が立ち並んでいる。

			　その通りはレンガの石畳が敷き詰められたメインストリートで、事故なんかが起きにくいように、馬車が通る道の左右に歩道が設けられている。

			　そしてそんな歩道を歩くのは、ゴシック調の制服を身に纏(まと)った学生が大半で、次に日本人と見紛うような洋服を身に纏(まと)っている人々が多い。

			「……って言うか、いつの間にあんなに服を量産したんだ？　シルクやカシミヤとかはまだ量産出来ないんじゃなかったのか？」

			「あれは木綿や麻なんかで作った安価な量産品だよ」

			「おぉう。いつのまに」

			　と言うか、安価な量産品の素材が麻なのか。この世界じゃ安いんだろうけど、天然素材としてはかなりの高級品だよな。

			　なんて考えながら隣を見ると、一緒に歩いていたはずのアリスがいつの間にかいなくなっている。あれっと思って振り返ると、アリスは足を止めてどこかを見つめていた。

			「……アリス？」

			　どうしたんだと視線をたどった先には……カフェテラス？　いや、カフェテラスでおしゃべりをしてる学生達、か？

			「あ、ごめんね」

			　俺の視線に気付いたアリスが小走りに駆けよってくる。

			「どうかしたのか？」

			「うぅん、なんでもないよ。それより、今日はどこのお店にする？」

			　ごまかされてる……よな？　でもまぁ良いか。なんとなく予想は出来るし、今は追及しないでおこうと俺は気持ちを切り替える。

			「目的地なんだけどさ、足湯カフェなるものが出来たってクレアねぇから聞いたんだ」

			「リオンは足湯が好きだねぇ」

			「冬に足湯に浸かりながらケーキって、コタツにみかん、みたいで楽しくないか？」

			　残念ながらこの世界にコタツはないけど、足湯はそれに匹敵すると思うんだ。

			「知らない人の前で、靴下や靴を脱いでお湯に浸かるのって、結構恥ずかしいんだよ？」

			「そうか？　みんな結構平気で入ってないか？」

			　屋敷の足湯に浸かって作業をしてる時を思い返す。クレアねぇにソフィア、それに他のみんなも、話のついでに足湯に浸かっていくことが多い。

			「この世界では、男女一緒に水浴びなんて風習も残ってるくらいだからね。貴族はさすがにそんなことはないみたいだけど、それでもあんまり気にしないのは一緒だと思う」

			「ふむ。つまりアリスが恥ずかしいってことか……」

			　そういうことなら足湯に浸かりながらデザートはまたの機会かな。足湯カフェ、行ってみたかったなぁ。残念だなぁチラチラって、アリスを見ると、深いため息をつかれた。

			「……仕方ないなぁ。リオンだけ。他の男の人に見られる席は嫌、だからね？」

			　少し頬を染めるアリスが可愛い。

			　俺だけ特別って言われた感じがして、なんかドキっとさせられる――なんて思っていた俺は、このときのアリスの態度が計算尽くだと気付かなかった。

			　

			　そうしてやって来た足湯カフェ。何故か店員さんはメイド姿で、お帰りなさいませご主人様、お嬢様と出迎えられてしまった。

			　メイドカフェかよっ！

			　と思ったら、ホントに足湯メイドカフェらしい。

			　ちなみに、各テーブルごとに簡単な敷居があって、ちょっとした個室みたいになっている。その一室の足湯に浸かり、アリスは完全にリラックスしていた。

			　ここに来る前は、あんなにイヤイヤっぽかったのになぁ。

			「はふぅ……足湯気持ちいいねぇ……」

			「恥ずかしいとか言うセリフはどこ行ったんだよ」

			「ん～？　今だって少し恥ずかしいよ？」

			「どの辺がだよ」

			「だってさ、足湯ってようするにお風呂でしょ？」

			「それはそうだけど、服は普通に着てるだろ？」

			　男はズボンの裾をまくったりするけど、アリスなんかはミニスカートだから靴とハイソックスを脱いでるだけ。恥ずかしがるような恰好じゃないはずだ。

			「服を着てても、リラックスして無防備な気持ちになるのは一緒だから、感覚的には混浴みたいなものじゃない。だから、やっぱり少し恥ずかしいよ」

			「むむ……」

			　そう言われると、なんか一緒に足湯に入るのが背徳的な行為に思えてくるな。と言うか、お湯で温まったのか、頬が少し赤くなってるアリスの姿がなんだか艶っぽい。

			　しかも、しなだれかかったテーブルに豊かな胸が押しつぶされて、アリスが動く度にその形を変えている。
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			　……なんか見てるこっちの方が恥ずかしくなってきたぞ。

			「でもね。そんな私を見てリオンがドキドキするのなら、それもありかなぁって思って」

			　――って、見透かされてるうううううう!?　ちくしょう、俺はまたもやアリスの手のひらの上なのか……なんか悔しい。

			「ふふっ、リオンもすっかりお年頃だね」

			　ぐう、なんて答えれば良いんだよ。おかげさまですっかり二次性(せい)徴(ちよう)も終わって、女性を意識するようになりました、とか？　言えるはずがない。

			　ちなみに、女性を意識って言うのはちょっとオブラートに包んだ表現だ。精神的には生まれ変わった時から、女性を意識してた。

			　ただ以前はずっと賢者モードのような感じだったのが、二次性徴が終わって女性を意識した時に頭が沸騰するというかなんというか……そんな感じだ。

			　そろそろ、アリス達への想いにも答えを出すべきかもしれないな――と、そんな風に考えていると、不意に通路から聞き覚えのある声が届いた。

			「こ～ら、アイシャ。あんまりはしゃがないのよ。他のお客さんに迷惑でしょ」

			「でも先輩、メイドカフェっすよ？　メイドさんが給仕してくれるんっすよ？　私達一般市民には一生かかっても不可能なはずの体験が出来るんっすよ!?」

			「うぅん……でも私は、リオン様のお屋敷にたまにお呼ばれしてるからなぁ」

			「く～羨ましい。先輩ばっかりズルイっすよ」

			　アイシャと呼ばれている女の子の声に聞き覚えはないけど、先輩と呼ばれている女の子の声には聞き覚えがある。

			　俺は席の衝(つい)立(たて)から顔を出して声の方向を見る。そこには予想通りリアナの姿があった。

			「やっほ、リアナ。こんなところで奇遇だな」

			　リアナは二期生代表として学園を卒業してからは、ミューレ学園の教師をしている。

			　今年で十七歳。入学当初から可愛さの片鱗を見せていたけど、成長して更に可愛くなった。

			　なので、入学してきた男子生徒に告白されまくって大変なんだってさ――とは、クレアねぇからの情報である。

			「あれ、お久しぶりです。ミューレの街に戻ってたんですね」

			「数日前にな。リアナは元気してるか？」

			「ええ、私は元気ですよ」

			「――先輩せんぱーい、この生意気な口調の男の子は誰っすか？」

			　アイシャとか呼ばれてた女の子が、ぽんぽんと俺の頭を叩く。その瞬間、リアナの顔が真っ青になった。だけどアイシャは気付かず、俺の顔を覗き込んでくる。

			　そんなアイシャは……リアナの一つ下くらいだろうか？　この辺りでは珍しい緑色の髪に黒い瞳。ショートヘアーの活発そうな女の子だ。

			　リアナを先輩と呼んでるってことは、三期の卒業生で新米教師なんだろう。それなのに俺を知らないのは、俺が最近学園に顔を出してなかったからだと思う。

			　三期生の卒業記念パーティーには出席したから、すれ違う程度はしてると思うんだけどな。

			「ふむふむ。顔は合格点っすね。でもね少年。リアナ先輩に憧れるのは分かるっすけど、そんな風に大人ぶっても、先輩のハートは射抜けないっすよ？」

			　むむ。考え事をしてたら、なんか好き勝手に言われてるな。

			　と言うか、アイシャがリアナの後輩なら、良くて俺より一つ上。年齢はほとんど変わらないはずなんだけどな。

			「どうして黙ってるんっすか？　図星で言い返せなくなっちゃったんすか？　うりうり」

			　止めろ頬を突っつくな――とか言う場面な気がするけど、俺にこんな反応をする人は今まで周りにいなかったからちょっと新鮮で悪い気はしない。

			「アアッアイシャ！　ダメよ、止めなさい！　その方は――」

			「……この子がどうかしたっすか？」

			　リアナは俺の正体を明かそうとして、寸前でその言葉を飲み込んだ。

			　アイシャがリアナの方へと振り返った隙に、俺が人差し指を唇に当てて、黙っているように指示したからだ。

			　俺はある目的のために、アリスが伯爵家の関係者だと知る生徒の卒業を待っていた。

			　教師であるアイシャに名乗るのは構わないんだけど、周囲にはミューレ学園の生徒がいる。と言うか俺達が騒いだせいで、何事かって通路を覗いている生徒がいっぱいいる。

			　せっかくアリスが伯爵家の関係者だと知ってる生徒がみんな卒業したのに、こんなところで名乗って、アリスと一緒にいるのを見られるのはまずいからな。

			「その子は……ええっと……」

			「俺はリオ。このあいだ、困ってるところをリアナに助けてもらったんだ」

			「そっ、そうなの。私がリオくんを助け――ふえぇぇっ!?　私が助けたんですか!?」

			「え、助けてもらったよな？」

			「ぎゃ、逆だった気がするんですが……」

			「なに言ってるんだよ。俺がリアナに助けてもらっただろ」

			「そ、そうですね。私が助けたような気がします」

			　なんか脅迫してるみたいな感じになったけど、リアナ達の頑張りで領地の食糧難が解決したのは事実だからな。助けてもらったって言うのは嘘じゃないぞ。

			「へぇ、そうなんだ。それでリオくんはリアナ先輩に憧れちゃったんっすね」

			「まぁ、そんなところかな？」

			「ふえぇぇっ!?　リオ――くんが、私に憧れてるんですか!?」

			　リアナ慌てすぎ。と言うか、敬語はバレるからマジで止めてくれ。

			「なるほどっす。頑張れって応援してあげたいところっすけど、リアナ先輩はここの伯爵様に憧れてるからハードルは高いっすよ？」

			「アァァっアイシャ!?　なななななんてことを言うのよ!?」

			「なにって、事実っす。リアナ先輩、こういうのはちゃんと最初に教えとかないと、後で傷つくのはこの子なんっすよ？」

			「そうじゃなくてっ！　そうなんだけどそうじゃないのよ！」

			「ええっと……どっちなんすか？」

			　……取り敢えず、アイシャは俺を心配してくれてるっぽいな。ちょっと口が軽い感じだけど、悪い子じゃなさそうだ。

			　そんでもってリアナの方は……うん、聞かなかったことにしてあげよう。ものすっごいテンパってて可哀想だし、取り敢えず話を逸らしてあげるか。

			「リアナがリオン伯爵に憧れてるのは初耳だなぁ」

			　俺は素知らぬ顔で言い放った。

			「ふえぇっ!?　そ、それは、アイシャが勝手に言ってるだけですから！」

			「なんだ、嘘か。まぁリオン伯爵って、別に憧れるような相手じゃないしな」

			「そんなことはありません！　私に凄く優しくして下さいましたし、凄く決断力があって、そんなリオン様は私にとって――」

			「……私にとって？」

			「な、なんでもありません！」

			　リアナは頭から蒸気でも出しそうなくらい顔を真っ赤にして俯いてしまった。

			　……え？　話を変えるんじゃなかったのかって？　いや、慌てるリアナを見てると、ちょっとからかってみたくなって。

			　ほら、みんなの憧れなお姉さんが、自分だけには可愛らしい一面を見せてくれるとか、ちょっとぐっと来たりしないか？　ちょっとした優越感、みたいな。

			　なんてな。さすがに可哀想だから、そろそろ許してあげよう。

			「リアナ。引き留めてごめんな。友達とケーキを食べに来たんだよな？」

			「あっ、そ、そうですね。それじゃアイシャっ！　席に移動しましょう！」

			「え、でも、リオくんと同じ席でもっと話を」

			「い、い、か、らっ！　ほら、移動するよ！」

			「ちょ、先輩！　押さないで、押さないでくださいっすっ！」

			「それじゃリオくん。また今度会いましょう！」

			　という訳で、リアナはアイシャを強引につれて、少し離れた席へと移動していった。それを見送り、俺は個室の中へと体を戻す。

			　――と、ジト目のアリスと目が合った。

		

	
		
			　

			エピソード　１－３　ノブレス・オブリージュ

			　

			　足湯メイドカフェのテーブル席。偶然出くわしたリアナと挨拶をして席に視線を戻した俺は、何故かアリスにジト目で睨まれていた。

			「なんだ、どうかしたのか？」

			「浮気だ……リオンが堂々と他の女の子を口説いてた。浮気する気だ」

			「ちょ、人聞きの悪いことを言うなよ!?」

			　ちょっとリアナをからかったりはしたけど、そんなつもりはないぞ。

			　って言うか浮気ってなんだよ。俺は別にアリスと付き合ってる訳じゃない――って言い訳はさすがに苦しいと思うけどさ。

			　だけど、だ。

			　別にリアナに手を出そうとなんて思ってないけど、今まで散々クレアねぇとかソフィアをけしかけたアリスに、他の女の子と話しただけで浮気とか言われるのは納得いかない。

			「あのねリオン。リアナちゃんは、リオンのお姉ちゃんでも妹でもないでしょ？」

			「まあそうだけど……それがなんだって言うんだよ？」

			「姉妹以外に手を出すのは浮気でしょ？」

			「なにその基準!?」

			　ぜんっぜん意味が分からないんですが。義理でもなんでも姉妹なら良くて、それ以外はアウトって基準がおかしい――って言うか、普通は逆だろ。

			「そもそもアリスの言い分だと、まるで手を出すのなら、義理の姉にしてからにしろって聞こえるぞ？」

			「え、そう言ってるつもりだけど？」

			「……おかしいよな？　その基準、おかしいよな？」

			「あのね、リオン？　貴族にはノブレス・オブリージュって言葉があるんだよ？」

			「それは聞いたことあるけど……」

			　たしか地位がある者には責任が生じる的な意味。

			　貴族の場合は、才能ある一般市民を養子とかにして、その才能を伸ばす手助けをするとかって話が有名だったはずだ。

			「だったら分かるでしょ？　貴族であるリオンは、自分を慕っている女の子を義理の姉妹にして、ハーレムに加える義務があるんだよ？」

			「そんなノブレス・オブリージュがあってたまるかっ！」

			　と言うか、これはあれか？

			　前にアリスが言ってた、義理でもなんでも姉妹に手を出したら、前世の妹に手を出しやすくなる云々とかいう話が続いてるのか？

			　もうアリスを拒むつもりなんてないし、今更そんな根回しする必要ないと思うんだけどなぁ……なんて、言ったらやぶ蛇になるから言わないけどな。

			　――と、そんな風に考えていると、メイドさんがトレイにケーキをのせてやって来たので話はうやむやになった。と言うか、これ幸いとうやむやにした。

			「お待たせいたしましたご主人様、お嬢様。ご注文のイチゴのショートケーキとミルクティーでございます」

			　おぉう。ホントにどこからどう見てもメイドカフェだな。これなら、日本にあっても違和感がない……あ、れ？

			　よく考えたら異世界にメイドカフェっておかしいよな。そもそもこの街が出来るまで、この世界にカフェなんてモノは存在しなかったはずだ。

			　それがいきなりメイドカフェ。どう考えてもアリスが関係してるだろ。

			「ご注文は以上ですね？」

			「――あっと、うん」

			「それではごゆっくりおくつろぎ下さい」

			　メイドさんは膝を曲げて挨拶すると、スカートの裾を翻(ひるがえ)して立ち去っていった。

			「なぁアリス。このメイドカフェってもしかして……」

			「ここのお店の名前見なかった？　足湯メイドカフェ『アリス』だよ？」

			「やっぱりか――って、え？　店の名前がアリスなの？　アリスがここの経営者？」

			「うん。私がここのオーナーだよ。と言うことで、今日は私の奢りだからね」

			「あぁうん、ありがとう……って言うか、なんで異世界にメイドカフェを？」

			「異世界風のカフェを一つ作って欲しいってクレアに言われたから。それならメイドカフェかなぁって。……驚いたでしょ？」

			　驚きを通り越して、ポカーンってなったわ。……いや、嘘だ。最近この街は発展しすぎてて、メイドカフェを見ても、なんでメイドカフェなんだよくらいにしか思ってなかった。

			「リオンはメイドカフェ好きだと思ったんだけど、気に入らなかった？」

			「足湯カフェって発想は素晴らしいけど、メイドは見慣れてるからなぁ」

			　メイドカフェって言うのはとどのつまり、本物のメイドに憧れた人達の欲求の捌け口だと思うんだ。つまり、本物のメイドが屋敷にいっぱいいる今の俺には必要ない。

			「ふむふむ。つまり、リオンとしては学生服カフェの方が良いってこと？」

			「学生も学園に行けば、たくさんいるじゃないか」

			　――って、別にそんな目的で学園を作った訳じゃないけどな。

			「そう言えば、リオンの趣味で制服を作ったんだったね」

			「なっ、なにを言ってるんだ。制服を作ったのはアリスだろ？」

			「でも、作ろうって言い出したのはリオンだよね？」

			「…………」

			「そうなると他は……和装ゴス？　それとも、スクール水着かな？」

			　無言で明後日の方向を向く俺に、アリスがつらつらと色々な衣装をあげていく。俺の頬を一筋の汗が流れた。

			「メイド服で文句ないから、人の性癖を順番に暴露するのは止めてくれませんかね？」

			　ホント、なんで俺の趣味を詳しく知ってるんだろうな、前世の妹様は。入院がちだったから、そんなの知る機会なんてなかったはずなのになぁ。

			　半ば呆れ気味に、俺は注文のケーキをひとかけら口にした。上品な甘さの生クリームが口の中に広がった。

			　ハッキリ言って美味しい。生まれ変わって随分経つから断言は出来ないけど、多分日本のちゃんとしたお店に匹敵するくらいの出来映えだ。

			「リオン、味の方はどう？　私が監修したんだけど」

			「文句なしで美味しいよ。ホント、アリスは色んなことに手を出してるなぁ」

			　アリスブランドを立ち上げて、色々な洋服を作ってるのは知ってたけど、まさかカフェの経営にまで手を出してるとは思ってなかった。

			　そのうち、街がアリスブランドのお店で埋まるんじゃないか？

			「クレアに頼まれると、ついつい引き受けちゃうんだよね」

			「助けてもらった恩があるからか？」

			　クレアねぇがいなければ、アリスは別の誰かに奴(ど)隷(れい)として売られてた。だから恩を感じてる――とは、アリス本人から聞いたセリフだ。

			　だからそんな風に聞いたんだけど、アリスは笑って首を横に振った。

			「友達だから、だよ。クレアは私の親友だから」

			「そっか。そういう理由なら良いんだけどさ。前にも言ったけど、アリスも自分がしたいことをして良いんだぞ」

			「ありがと。でも大丈夫だよ。リオン達と一緒にこの街を豊かにするのが、今の私の目標だから。無理なんてちっともしてないよ」

			　そう言って微笑んだアリスの言葉は嘘じゃないだろう。

			　だけどアリスはここに来る途中、近くにあったカフェに熱い視線を向けていた。あれはきっと、楽しそうにはしゃいでいた学生達が羨ましかったから。

			　二年前にも言っていたけど、アリスは――紗(さ)弥(や)の生まれ変わりである彼女はきっと、今でも学園に通いたがってる。

			　もう少しわがままを言っても良いと思うんだけどな。

			　でもアリスが言い出さないなら、俺が気を回せば済む話だ。ってな訳で、俺はアリスを普通の女の子として、学園に通わせる計画を密かに進めている。

			　この二年間、学園の生徒とアリスを会わせないようにしたのもその一環だ。おかげでアリスを知る生徒は今やソフィアだけ。

			　今なら普通の女の子として、アリスに普通の学園生活を送らせてあげられる。前世では手に入れられなかった、普通の学生としての青春を過ごさせてあげられる。

			　後はクレアねぇに頼んで、入学の手続きをしてもらうだけだ。

		

	
		
			　

			エピソード　１－４　クレアねぇはお見通し

			　

			　二週間ほど過ぎて、一月の下旬。

			　俺はクレアねぇと話をするために執務室に向かった。元々は俺のために作った部屋だけど、今や名実ともにクレアねぇの仕事場と化している。

			　そんな執務室を訪れると、ティナが出迎えてくれた。

			「やぁティナ、元気にやってるか？　クレアねぇにこき使われてないか？」

			「リオン様、こんにちは。物凄く忙しいけど、クレア様は優しいですよ」

			「なら良いけど。クレアねぇに付き合って倒れたりするなよ」

			「――聞こえてるわよ、弟くん？」

			　部屋の奥からクレアねぇの声が届く。俺は苦笑いを浮かべて部屋の奥へと向かった。

			「いらっしゃい、弟くん。今日はどんなご用なの？」

			　クレアねぇが座るシステムデスクには、様々な資料が積み上げられている。やりがいを感じてるっていうのは分かるけど、ホントにちょっと働き過ぎじゃないかなぁ。

			　クレアねぇはしっかりしてるとは言え、ようやく今年で十六歳の女の子なのに……なんて、当主代理を押しつけた俺には、あれこれ言う資格はないけどな。

			「……弟くん？」

			「あっ、ごめん。なんか書類が多いなって思って」

			「あぁそれね。ミューレ学園の入学希望者リストよ」

			「………………へ？　これ、全部？」

			　うっそだろ。全部合わせたら分厚い辞書が出来そうな勢いだぞ。

			「リゼルヘイム全国の領主から、自領の農民を入学させたいって送られてきたリストの合計が四百人。そのほか商人や、その子供を通わせたいって連絡してきたのが百人ほど」

			「全部で五百人かぁ……そんなに受け入れられるのか？」

			　教師は、全国をまわっている卒業生を呼び戻せばなんとでもなる。だけど、実習に使う土地や、学生寮の部屋等々。さすがに五百人は許容出来ないんじゃないかな。

			「限界まで頑張って四百五十ってところね。ただし、グランプ侯爵の枠は削れないし、現在予科生の子達は来年も通う。外部から受け入れられるのは実質三百人ってところね」

			「五百人から二百人を削るのか……来年にまわすとしても、かなり不満が出そうだなぁ」

			「いいえ、四百人から二百人よ。商人の枠も削れないもの」

			「削れないって……なんで？　先着順とかにすれば良いだろ？」

			　商人にとって一年の遅れは大きいかも知れないけど、そこは早い者勝ちだからしょうがないと思うんだけどと言ったら、クレアねぇにジト目で睨まれた。

			「弟くんのせいよ」

			「……へ？」

			「商人の枠の大半が、リオンに宣伝を頼まれたって人経由なのよ。ウェルズって名前に聞き覚えがあるでしょ？」

			　あぁ～。そういや、王都で宣伝お願いしますとか言ったなぁ。

			　あの人、百人近く集めてくれたのか。うぅん、たしかにそれは断れない。いや、断れなくはないけど、後々を考えると断らない方が良いだろう。

			「でも、各領主の希望人数から半分を削るって大丈夫なのか？」

			「大丈夫な訳ないでしょ。領地の規模によって人数を設定したり、人数を減らす代わりにうちの卒業生を貸し出す交渉をしたりと大忙しなのよ」

			「……なんかすまん」

			　俺はクレアねぇに謝りつつ、リストに目を通していく。全国の領主ごとに分類されていて、その中にはロードウェル家の名前もある。

			　もちろん、パトリックと関わる気はないけど、ロードウェル家にだけ技術提供をしないのはあまりに可哀想というか、恨みを買うのが目に見えてるからな。

			　グランプ侯爵が取りなしたという形で、生徒だけは受け入れるようにしたのだ。

			　その代わり、パトリックはロードウェル家から勘当されたらしいけど……それはともかく。

			　クレアねぇはむちゃくちゃ忙しそうだ。そして、クレアねぇに領主代理を押しつけたのは俺で、処理している仕事を増やしたのも俺……

			　ダ、ダメだ。とてもじゃないけど、アリスに青春をさせてあげたいから、ちょっと手回ししてくれないかな？　とか言える雰囲気じゃない。

			　……仕方ない。アリスの件は日を改めて頼もう。

			「クレアねぇ、なにか俺に手伝えることはないか？」

			「ん？　ありがと。でも今のところは大丈夫よ」

			「そっか……それじゃ、なにか手伝えることがあったら言ってくれ」

			　俺はそう言って踵(きびす)を返そうとする。

			「あら、待ちなさいよ弟くん、あたしになにか用事があったんじゃないの？」

			「いや、それはもう良いんだ」

			「ん～？　あぁ、そういうこと」

			　なにがそういうことなのか、クレアねぇは作業を止めて席から立ち上がり、俺の前まで歩み寄ってきた――と思ったら首に腕が絡んでくる。

			　そして、なにをと思う暇もなく、ぐっと引き寄せられた。

			「――っ」

			　首を引かれて前のめりになった俺は、とっさに足を前に――だそうとした瞬間、その足を払われた。

			　為す術もなく倒れ込む。そんな俺を、クレアねぇの胸が受け止めた。

			「なにやってるの、危ないわよ？」

			「あ、危ないのはクレアねぇの方だろ!?」

			　慌てて離れようとするけど、ギュッと胸に押しつけられていて動けない。

			　今年で十六歳というだけあって、クレアねぇは色々と成長してる。なのに、俺を自分の胸元に抱きしめるのは色々まずいと思うんですが!?

			「ひゃんっ。……こーらっ、あんまり動いちゃダメよ」

			　逃げようともがくと、クレアねぇが甘い声を上げる。それによって俺は動きを封じられた。

			「ク、クレアねぇ？」

			「ふふっ、気を遣っちゃって。弟くんは可愛いなぁ」

			「いや、あの。なんのこと？」

			「あたしが気付かないと思ってるの？　お姉ちゃんに頼み事があるんでしょ？　構わないから、言ってご覧なさいよ？」

			「い、いや、さすがにこの状況で頼み事は出来ないって」

			「それはどっちの意味かしら。抱きしめられてるから？　それとも、あたしを気づかってるから、かしら？」

			「両方の意味でだよっ！　と言うか、恥ずかしいからそろそろ離してくれ！」

			　力尽くでなら振りほどけるけど、クレアねぇにそんなの出来るはずない。と言うか、なんかむちゃくちゃ柔らかいし、良い匂いがするし、頭がくらくらしてきた。

			「そうねぇ……お姉ちゃんにお願いしてくれるなら、離してあげても良いわよ？」

			「……分かった、話すよ。話すから離してくれっ」

			　テンパってるせいでなに言ってるか分からなくなってきたぞって思ったら、クレアねぇがようやく解放してくれた。……あれ、なんかちょっと寂しいような？

			　いやいやいや、気のせい！　気のせいだから！

			「弟くん？　なにを一人で百面相をしてるの？」

			「なんでもないよっ!?」

			「そう？」

			「うんうんっ。それより、ホントにこんな時期に頼み事なんてして良いのか？」

			「大好きな弟くんの頼みだもの。なにをおいても優先してあげるに決まってるじゃない」

			「その気持ちは嬉しいけど……」

			　それで無理とか無茶はして欲しくないっていうのが俺の本音なんだけどなぁ。

			「弟くんは心配性ね。たしかに忙しいけど、どうにもならないほどじゃないわ。それに、あたしがこうして頑張ってるのは、弟くんと一緒にいるためでもあるのよ？　それなのに、弟くんを無下にしたら意味ないじゃない？」

			「クレアねぇ……」

			　あぁ、なんだろうこの気持ち。クレアねぇは俺の半分程度しか生きていないはずなのに、今じゃすっかり頼れるお姉ちゃんって感じだ。

			　なんかこのまま甘えてしまいたくなるなぁ。……って、イヤイヤ。頼み事があるのは事実だけど、甘え過ぎるのはダメだ。ちゃんとしっかりしないと。

			　と言うことで、実は――と、俺はアリスを学園に通わせたいって話をした。

			「アリスを学園に通わせてあげたい、ねぇ？」

			「やっぱり枠がキツイか？」

			「うぅん。アリス一人くらいなんの問題もないわ。ただ、どうしてアリスを学園に通わせてあげたいって思ったの？　あの子に授業なんて必要ないでしょ？」

			「まぁな。だけど、アリスを通わせたいのは、勉強をさせたいからじゃないんだ」

			「どういう意味？」

			「俺やアリスに前世の記憶があるのは知ってるだろ？」

			　俺はそんな前置きを一つ。前世でのアリスは病弱で、制服を着て学園に通うのに憧れていたことを話した。

			「前世での願いを叶えてあげたい、か。弟くんらしいとは思うけど……学園に通うのはアリスだけ、なのよね？　弟くんは？」

			「……俺は通うつもりはないよ」

			　本音を言えば、アリスと一緒の学園生活は楽しそうだって思うけどな。

			　だけど俺はグランシェス伯爵家の当主だ。いくら身分を隠したとしても、どこかで貴族だとバレる可能性は否定出来ない。

			　そんな俺と一緒にいたら、アリスが普通の女の子として学園生活を送れなくなる。だから、俺はアリスのサポートにまわるつもりだ。

			「……まぁね？　弟くんが決めたのなら、あたしは口出ししないけどね。あたしは」

			「なにその意味深な言い回し」

			「べっつにぃ～。ただ弟くんはなんでも知ってるくせに、女心は分かってないんだなぁと思っただけよ。そんな調子だとそのうち、リオンって鈍感だよねとか言われちゃうんだからね？」

			「なんの話っ!?」

			　なに？　なんなの？　屋敷でアンケートでも採ってるのか？　それとも……いや、深くは考えないでおこう。

			「と、取り敢えず、アリスの枠を用意してもらっても良いかな？」

			「ええもちろんよ。ちゃんとアリスが望む形で、学園に通えるように準備をしておくわね」

			「ありがと、クレアねぇ」

			　後は、アリスにいつ教えるかだけど……どうせならサプライズで驚かせたいよな。そうだな……四期生の卒業記念パーティーがもうすぐ開催される。

			　あれには俺達も出席するから、その時に教えて驚かすことにしよう。

		

	
		
			　

			エピソード　１－５　見た目は幼女、心は妖女

			　

			　二月も残り半月となり、四期生の卒業記念パーティーまであと少しとなったある日。

			　屋敷のサロンにある足湯に浸かり、テーブルに突っ伏してだらけていると、背中に誰かが抱きついてきた。

			「だーれだっ」

			　のしかかってきた女の子は小柄で軽い。そのわりに、背中に押しつけられる膨らみは物凄く存在を主張している。もとから体型の割りに大きかったけど、最近更に大きくなったようだ。

			　つまり――

			「その声はソフィアだな」

			「えへへっ、アタリだよ」
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			　そう言って俺から離れたソフィアは既に準備万端だったようで、俺の隣に座って足湯にちゃぽんと素足をつけた。

			「あったかーい。やっぱり冬は足湯だね」

			「だろ～。足湯は最高だよな」

			「うんうん。肌寒い日に足湯に浸かってアイスクリームとか最高だよね！」

			「ソフィアはアイス派かぁ」

			　俺としてはみかんも捨てがたいんだけどな。でもこの世界のみかんはそこまで甘くないから、ソフィアのアイスって言いたくなる気持ちも分かる。

			　……ふむ。今度美味しいみかんを栽培するか？　でもたしか、みかんの品種改良って難しいんだよなぁ。そうなると、最初から美味しいみかんを探してくるか？

			　なんて考えていると、ソフィアが腕に抱きついてきた。

			「リオンお兄ちゃん、なにを考え込んでるの？」

			「足湯に浸かりながら美味しいみかんとか食べたいなぁと思ってな」

			「みかんかぁ……。アリスお姉ちゃんもそんなことを言ってたなぁ」

			「俺達がいた前世の世界では、コタツにみかんっていうのが定番だったからな」

			　ちなみに、ソフィアには俺達の前世のことを話してある。クレアねぇに教えて、ソフィアに教えない理由はないしな。

			　という訳で、ミリィやミシェルにも話してある。

			　けどみんな、あんまり驚いてなかった。どっちかって言うと、俺達の知識の出所が分かって納得って感じだった。

			「コタツって言うのは……熱源を囲ったお布団だっけ？」

			「そうそうそんな感じ。感覚的には足湯と同じかな。まあ足湯と違って、あっちは寝転んだまま温(ぬく)もれるけどな」

			　その辺はコタツに軍配が上がると思う。……いや、浅いお風呂にすれば、寝ながらお湯に浸かれるか？　……溺れたら怖いから止めとこう。

			「ソフィアはコタツに興味があるのか？」

			「うぅん。ソフィアは足湯の方が好きかなぁ？」

			「そうなのか？　コタツにはコタツの良さがあるんだぞ？」

			「だって、コタツだとリオンお兄ちゃんと混浴が出来ないもん」

			「……混浴て。またアリスの入れ知恵か？」

			「そうだよぉ。お風呂は警戒心が下がるから、誘惑するには最適だって言ってた」

			　……はぁ。またあいつはそんなことを。純情なソフィアになにを教えてるんだよ。

			「一応言っておくけど、それはアリスが適当に言ってるだけだからな？」

			「そうなの？」

			「そうだよ。そもそも混浴って言っても、脚だけじゃないか」

			「でもさっき、ソフィアが背中に抱きついた時、リオンお兄ちゃんってば、ソフィアのお胸の感触を楽しんでたよね？」

			「――ぶっ!?」

			　不意打ち過ぎて平静を装えなかった。なんで気付かれた――って、そうだ。最近はかなり、相手の心を読む恩恵が回復してきてるんだった。

			　なんとかごまかさなきゃ――って、ダメだ。恩恵を意識して使ってる時のソフィアにごまかしはきかない。よけいに心証を悪くするだけだ。

			「あ～なんかすまん。ソフィアも成長してるんだなって思わず、な」

			「えへへ。恥ずかしいけど、リオンお兄ちゃんならソフィアを好きにして、良いよ？」

			「こらこらこらっ！　女の子がそういうこと言わないの！」

			「女の子だから言うんだよぉ」

			「それはそうだけど、そうじゃなくて！」

			「ソフィアも今年で十二歳。そうしたら結婚だって出来るんだよ？　リオンお兄ちゃん言ったよね、ソフィアのことも考えてくれるって」

			「そ、それは言ったけど……」

			　俺的には十代後半になったら考えるって感覚だったんだけど……そうか。この世界じゃ、十二歳で成人扱いだから、そろそろってなるのか。

			「ソフィアね。あれからアリスお姉ちゃんやミリィお母さんに色々と教えてもらって、毎日頑張ってるんだよ？」

			「が、頑張ってる？」

			「うん。サクランボの茎も舌で結べるようになったよ？」

			「アリスのアホは子供になにを教えてるんだ!?」

			「うぅん。教えてくれたのはミリィお母さん」

			「まさかのミリィ母さん!?」

			　母さんは一体なにを思ってそんなことを教えたんですかねぇ。

			　いや、なんのためも、なにも、ナニしかない気はするけど……うわああああああ、なんか生々しくて嫌だ！

			「アリスお姉ちゃんが言うにはね、ソフィアは恥ずかしがりなままで、技術だけはプロ級っていう路線で行くと、お兄ちゃんは堕ちるって」

			　あーいーつーはーっ。本気でなにを教えてるんだよっ!?

			　そもそも、だ。ソフィアは同年代と比べても比較的幼い容姿をしている。身長も低めだし、成長しているのは胸くらいだろう。

			　そんな幼くて純情なソフィアが、実はプロ級の技術を習得済みとか………ごくり。

			　――って、ごくりじゃねぇよ、俺！　乗せられてどうするんだ!?

			「えへへっ、リオンお兄ちゃんがソフィアを見てえっちぃコトを考えてる」

			「ぎゃああああ、心を読むのはやーめーてーっ！」

			　い、今更だけど、心を読まれるせいで、煩悩を理性で抑えてもバレバレになるソフィアが一番手強いかも知れない。がっくし。

			「と、取り敢えず、その話は置いとこう。もうすぐ十二歳って言っても、ソフィアの誕生日は十二月だろ？　まだ十ヶ月近くあるじゃないか」

			　全力で問題を先延ばしにかかるヘタレ男子の図。

			　いや、誤解しないでくれ。これにはちゃんと理由があるんだ。

			　この世界において、十二歳が結婚出来る歳だとしても、日本人としての常識が残っている俺にとっては抵抗のある年齢だ。

			　だから、年齢的に時間が欲しくての先延ばし。決して、答えが出ないとか断りづらいからの先延ばしじゃないってこと。

			　――そう。今の俺はソフィアに対しても、特別な感情を抱きはじめている。

			　最初は、一人だけを選ぶのが勇気だなんて言ってたけどな。いや、今でも思ってる。でも一人だけを選ぶのが勇気なら、三人を選ぶのもまた勇気だと思うんだ。

			　……なんて、完全にアリスに毒されたセリフだけどな。

			　だけど、ソフィアにクレア。それぞれアリスに抱く想いとは少しだけ違うけど、大切に想う気持ちは本物だ。

			　だけど、いやだからこそ。あと少し、ソフィアがもう少し大きくなるまでは待って欲しいと思ってる訳だ。

			　心を読めるソフィアには、もしかしたらお見通しなのかもしれないけどな。

			「そういやソフィア、学園は楽しいか？」

			「凄く充実してるよ。でも、仲の良い友達はあんまり増えてないかなぁ」

			「そうなのか？」

			「みんなの前でうっかりリアナお姉ちゃんって呼んじゃって、みんなに私が学園にずっといるって知られちゃったんだよね」

			「え。それでイジメに遭ってるとか……？」

			「イジメ？　うぅん、なんか先生達と同列に扱われちゃってるみたい」

			「あぁ、そういうことか……」

			　実際、今のソフィアは教師に負けず劣らずの知識を保有してるからなぁ。周りの生徒からしたら、自分達より年下なのに凄いって感じなんだろうな。

			　イジメられてるんじゃなくて良かったけど、生徒が同年代になってきたのに、対等な付き合いが出来ないのは少し可哀想だ。

			　アリスが入学して、そういう環境にも変化があったら良いな。

		

	
		
			　

			エピソード　１－６　たぶん、みんなお見通し

			　

			　アリスを学園に通わせる準備は完了。後はアリスにサプライズで教えるだけということで、待ちに待った四期生の卒業記念パーティーが始まった。

			　学園には顔を出さないようにしてる俺だけど、パーティーだけは参加している。卒業生になら、俺やアリスが顔を見られても問題ないからな。

			　と言うか、このパーティーはグランプ侯爵も出席してるので、どう考えても逃げられない。なんか、色んな意味で気に入られちゃったんだよな。

			　そんな訳で、アリスを探して会場をふらふらしていると、グランプ侯爵に捕まった。

			「久しぶりだな、リオン。会うのは去年のパーティー以来か？」

			「ですね。最近の調子はいかがですか？」

			「お前が提供してくれた技術のおかげで食糧難は脱した。それどころか、今年はかなり余裕が出てきたからな。もはやグランシェス領に足を向けては寝られん」

			「大げさですね。でもグランプ侯爵の期待に応えられたようで安心しましたよ」

			「おいおい、俺のことはクレインで良いって言ってるだろ？」

			「じゃあ……クレインさんで」

			「散々世話になっているリオンにそんな風に呼ばれると、背中が痒くなるんだがな。だがまぁ、年の差を考えればそれが普通なのか？」

			「そうですね。俺も年上の、しかも侯爵様に馴れ馴れしくして、周囲に世間知らずとか馬鹿にされたくないですから」

			「はっ、もしそんなことを言う奴がいれば、それこそ状況が見えてないアホだと思うがな」

			　身も蓋もない意見に、俺は苦笑いで答える。

			　俺達が提供した技術で侯爵領の問題が解決したのは事実だけどな。世間一般の認識では、侯爵が俺の後ろ盾として支えている形だ。

			　爵位的にもクレインさんの方が上だし、そんな風に考えてるのはクレインさん自身ぐらいだと思う。

			「そういやリオン、一つ頼みがあるんだが聞いてくれるよな？」

			　――訂正。クレインさん自身もそんな風に思ってないっぽい。だって、聞いてくれるよなって、どう考えても俺が断らないの前提じゃないか。

			　……いやまぁ良いんだけどさ。

			「なんですか？　クレアねぇをよこせとかいう内容でなければ聞きますよ」

			「ふむ、それは残念。あれだけの才覚を持っていると初めから知っていれば、意地でも手に入れたんだがなぁ」

			「そんな風におだてても絶対にあげませんよ」

			「分かっている。さすがに今のお前を怒らせようとは思わん。頼みというのは、来期の生徒枠を一人増やして欲しいという話だ」

			「クレアねぇに頼めばなんとかなるとは思いますけど……なんでわざわざ俺に？」

			　グランプ侯爵の枠は十分に取っている。それに絶対この人数と決まってる訳じゃないから、わざわざ俺に頼むような話じゃないはずなんだけどな。って思ったら、入学希望者は侯爵領の平民ではなくて、ツテを頼ってきたとある知り合いの娘らしい。

			「そういう事情なら、クレアねぇに伝えておきますよ」

			　

			　そんなこんなでクレインさんのいる席を立った俺は、クレアねぇを――捜すまでもないな。一番ひとだかりの出来てる場所の中心にいた。

			　周囲にいるのは……来期からうちに生徒をよこす各地方の貴族や権力者だな。卒業記念パーティーなのになんでいるんだ？

			「――あら？」

			　と、クレアねぇは俺に気付いたのか、周囲の人に少し席を外しますと会釈し、俺の方へと近づいてきた――と思ったら、そのまま俺の腕を掴んで歩き出した。

			「ク、クレアねぇ？」

			「取り敢えずこっち」

			「お、おう？」

			　良く分からないけどとついていく。そうして連れてこられたのは、さっきの場所から離れた、学生達が楽しんでいるスペースの片隅だった。

			「さて、弟くん、あたしになにか用？」

			「用事はあるけど……良かったのか？」

			「良いのよ。大半がうちに対する売り込みと、あたしに対する見合い話なんだから」

			　なるほど、それで俺を口実に逃げてきたってことね。

			「対外的なことを全部任せてる俺が言うのもなんだけど、ホントに良かったのか？　見合いはともかく、人脈作りは大事だろ？」

			「平気平気。有用そうな人はちゃんとチェック済みよ。特に、弟くんの名前を出した人は、顔と名前をしっかりと覚えたわ」

			「クレアねぇ……」

			　いくら俺のことが好きだからって、俺(おれ)贔屓(びいき)の人を優先するのってどうなんだ？

			「グランシェス領を管理してるのはあたし。でもそれはあくまで建前上のこと。本当にグランシェス領を動かしてるのは弟くん。それを知りうる能力、または人脈を持っている人をチェックしてるのよ」

			「あ、あ～っ！　そっか、そうだよな！」

			　あ、あぶねぇ。良かった、クレアねぇってば、俺を好き過ぎだろ――とか、勘違い発言を口にしなくて良かった。本当に良かった。

			「ふふっ、いくらあたしが弟くんを大好きでも、そんな理由で人選はしないわよ？」

			　バレてるうううううっ!?

			　い、いや待て、落ち着け。俺は口に出した訳じゃない。クレアねぇはソフィアみたいに心が読める訳じゃないし、惚(とぼ)ければごまかせるはずだ。

			「べ、別にそんなこと思ってないぞ？」

			「顔に書いてあるわよ」

			　ダメでした。

			「なんてね。弟くんが誤解するようにわざと紛らわしい言い方をしたから」

			　それどころか、最初から手のひらの上でした。

			　ちくしょう、やっぱりクレアねぇも手強いな。最初の頃は、背伸びしてお姉ちゃんぶるところが可愛いなぁとか思ってたのにな。

			　いつの間にか、前世で培った経験分をひっくり返されてる気がするぞ。

			「それで、弟くんはお姉ちゃんになんのご用？　弟くんも学園に通いたいって件なら、ちゃんと準備してあるから大丈夫よ？」

			「ほえ？　俺は学園に通わないって言わなかったか？」

			「……あら？　弟くん、まだアリスに学園の件を話してないの？」

			「まだだけど……？」

			　それとどう関係があるんだって聞いたら、それなら良いのよとごまかされてしまった。

			「取り敢えず、弟くんが通いたいって言えば、いつでも枠の一つや二つは取れるからね」

			「お、そうなんだ。それじゃ丁度良かったかな」

			「うん？」

			　どういうことかとクレアねぇは小首をかしげる。緩いウェーブのかかったプラチナブロンドがふわりと揺れ、甘い匂いが俺の鼻をくすぐった。
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			　クレアねぇは今年で十六歳。子供っぽさが抜けて、どんどん大人びて綺麗になってきた。これならお見合いの話が殺到するのも納得だ。

			　出会った頃は、ただクレアねぇの望まぬ婚(こん)姻(いん)をなんとかしたいってだけだったけど、今はもうそんな風には思えないな。クレアねぇを誰にも渡したくない。

			　……………って、今なにを考えてた俺。クレアねぇを誰にも渡したくないって、シスコンの子供かよ。うわぁぁ、さっきの記憶を消し去りたい。

			「……弟くん？」

			「はっ!?　なんでもない、なんでもないぞ!?」

			「なんでもないって……学生の枠がどうのって話じゃないの？」

			「そうだったっ！」

			「……そうだった？」

			「気にしちゃダメだ。と言うことで、実はさっき――」

			　と、俺はクレインさんから枠を一つ欲しいと頼まれたことを伝えた。

			「へぇ……グランプ侯爵様をツテに持つ娘、ねぇ？」

			「気になるのか？」

			「そりゃ気になるわよ。今一番勢いのある侯爵を使いっ走りに出来るほどの存在よ？」

			「……クレインさんって、パトリックの時も出張ってきてた気がするんだけど」

			「あれは利害関係とか、プライドとかの問題でしょ」

			　それもそうか。あの時のクレインさんは仕方なくって感じだったもんなぁ。

			「まぁパトリックの件は別として――クレアねぇが同じことを頼めば、クレインさんは聞いてくれるよな？」

			「それはそうよ……って、自分で言うのもなんだけどね。うちがどれだけ貢献したか考えたら当然でしょ？　でも逆に言えば、それくらいじゃなければダメって意味よ？」

			「なるほど……」

			　グランプ侯爵家に多大な貸しがあるか、それ相応の権力者。もしくは、多大な貢ぎ物でもしたか……なんにしても大物そうだ。

			「なんてね。もう一つの可能性もあるんだけどね」

			「可能性？」

			「その子自身、もしくはその子の妹が幼くて可愛い女の子、とか」

			「あぁ……」

			　そういやクレインさんにはロリコンの疑惑があったな。

			　いや、多分疑惑じゃなくて事実だ。例えば、ソフィアとかが「ダメ？」とか小首をかしげたら、ダメじゃないとか即答しそうだ。

			　……いや、俺も言いそうだけど。

			「どっちにしても面白そうだから、後でちょっと探ってみるわ」

			「……面白そうって。程々にな」

		

	
		
			　

			エピソード　１－７　予定調和、再び

			　

			　クレインさんの頼み事をクレアねぇに伝えた俺は席を移動。

			　改めてアリスを探し始めた。そうして暫(しばら)く会場内を歩き回り、片隅のテーブルでソフィアとおしゃべりに興じるアリスを見つけた。

			「二人とも楽しんでるか？」

			「あ、リオンお兄ちゃん。今ねぇ、アリスお姉ちゃんと新しいケーキについて話し合ってたんだよぉ～」

			「新しいケーキ？」

			「近いのはミルクレープかな。ソフィアちゃんが自分で思いついたんだよ」

			「へぇ……それは凄いな」

			　地球には存在しているケーキ。だけど、だからこそ、自力でそこに至ったのは凄い。

			　以前はアリスやクレアねぇと比べて、自分だけ凡人みたいな感じで落ち込んでたのに、今やすっかり天才の仲間入りだ。

			「それでリオンお兄ちゃんはどうしたの？」

			「あぁうん。アリスに話があったんだけど、俺は後で良いよ」

			「アリスお姉ちゃんにお話？　ケーキの話は一段落ついてるから平気だよ？」

			「そうか？」

			「うん。それじゃソフィアは席を外すね」

			　言うが早いかソフィアは席を離れようとする。だから俺はその手を掴んで引き留めた。

			「ソフィアもいてくれて良いよ。と言うか、ソフィアにも無関係な話じゃないから」

			「そうなの？」

			「うん。実は学園の話なんだ」

			　前置きを一つ。俺はアリスへと視線を向ける。

			　けどアリスは学園の話と言われても、心当たりがないのだろう。蒼く大粒の瞳をきょとんとさせ、小首をかしげている。

			「リオン、学園の話ってどういう意味？」

			「こういう意味だよ」

			　俺はあらかじめ準備していた包みをアリスに手渡す。その包みの中身は、アリスが以前一度だけ袖を通して、その後はずっとタンスにしまっていた学園の制服だ。

			「これは……私の制服？　もしかして、制服姿でえっちぃことをしたいってお話？」

			「んな訳あるかっ！」

			　相変わらず思考が斜め上だな。

			　それとソフィア。「ソフィアなら現役だよ？」とか、危ない発言をするのは止めなさい。まったく誰に教えられたんだか……って、アリスしかいないか。

			　父を殺して闇落ちしそうなソフィアのためを思ってアリスと引き合わせたんだけど……正直、これで良かったのか不安だ。すっごい不安だ。

			「それでリオン？　私の制服がどうかしたの？」

			「あーそうだった。前に学園に通いたいって言ってただろ。だから、アリスが学園に通えるように手配したんだ」

			　俺は投げやりに言い放った。

			　アリスがお花畑な発言をしたせいで、サプライズが台無しである。

			「……私が学園に？　覚えててくれたんだ。もう忘れちゃってるんだと思ってた」

			「忘れる訳ないだろ。ただ、アリスは普通の女の子として学園に通いたいだろうって思ってさ。アリスを知る生徒が卒業するまで待ってたんだ」

			「そう、だったんだ……ありがとう、リオン。凄く、凄く嬉しいよ」

			　余程嬉しかったのだろう。アリスはほろりと一粒の涙をこぼした。

			　最初はどうなることかと思ったけど、こんな風に喜んでくれるのならサプライズで用意した甲斐があったというものだ。

			「アリスお姉ちゃん、うちの学園に来るの？」

			「そうだよ、ソフィアちゃん」

			「ホント!?　やったぁ！　それじゃ四月から、三人で学園生活を送れるね！」

			「うんうん！」

			　手を取り合って二人ははしゃいでいる。けど……

			「三人って、アリスとソフィアと、後一人は誰だ？」

			　――何故かその場の空気が凍った。

			「……ねぇリオン。一応確認しておくけど、リオンも一緒に学園に通うんだよね？」

			「いや、俺は通わないつもり、だけ……ど？」

			　何故か俺の一言ごとに、アリスの瞳が細められていく。

			「怒る前に、一応聞いておくね？」

			「え、俺が怒られるのは確定なのか？」

			「実は病気で学園に通えないとか、なにか深い事情がある訳じゃないよね？」

			　無視された!?　……いや、アリスにとって、病で学園に通えないっていうのは特別な意味がある。まずは安心させてあげよう。

			「大丈夫、病気とかじゃないよ。ただ、俺が一緒に通ったら、アリスの身分がバレるかもしれないだろ？　そしたら、普通の女の子として学園に通えないと思うから」

			「あぁ、そういうこと。私のためを思ってくれたんだね。ありがと、嬉しいよ――とかいう訳ないでしょ、このバカリオン！」

			「バカリオン!?」

			　なにそのロボットっぽい響き!?　――って、そうじゃなくて。アリスにバカって言われた？

			　なんで？　なんかむちゃくちゃショックなんだけど!?

			「ええっと……なにがそんなに気に入らないんだ？」

			「そんなの、リオンがいないことに決まってるでしょ。他になにがあるって言うの？」

			「俺がいないって……別に俺はどこかに行く訳じゃないし、学園から帰ってきたら毎日会えるだろ？」

			「イラッ」

			　うわっ、口でイラって言ったぞ!?　って思ったら、物凄く良い笑顔で睨まれた。なにこの迫力、むちゃくちゃ怖いんですけど!?

			「ねぇリオン。私の制服、私の部屋のタンスの奥にしまってたはずだよね？　それを、どうしてリオンが持ってるのかなぁ？」

			「えっと……驚かせようと思って、ミリィ母さんに持ってくるように頼んだんだけど」

			「つまりリオンが、私の部屋のタンスを漁ったんだよね？」

			「いやいやいや。ミリィ母さんに頼んだから、俺が直接漁った訳じゃないぞ!?」

			「でも、リオンが私のタンスを漁るように命令したんだよね？　それはつまり、リオンが私の服や下着が入ってるタンスを漁ったも同然だよね？」

			「ちょ――っ!?」

			「……同然、だよね？」

			　相変わらずの笑顔。でも目は全然笑っていない。俺の頬を一筋の汗が流れ落ちた。

			「ねぇリオン？　リオンは女の子のタンスを漁るヘンタイさんで処刑なの？　それとも、私と一緒に学園に通うために、私を驚かせようと制服を用意しただけなのかな？」

			「もちろん、アリスと一緒に学園に通うために制服を用意しただけだぞ？」

			　即答である。

			　いや、こんな恐ろしい二択で他にどう答えろって言うんだよ。無理だよ、全面降伏だよ。他に生き残る道はないよ！

			　と言うことで、俺も一緒にアリス達と学園に通うことが決定した。

			　……まあ、俺が渋ってたのはアリスを思ってのことだ。

			　そのアリスが俺も一緒と望んでくれるなら、俺に文句なんてない。アリスが楽しい学園生活を送れるようにサポートしつつ、俺も一緒に学園生活を満喫させてもらおう。

		

	
		
			　

			エピソード　２－１　入学式

			　

			　学園の敷地に作られた大きな建造物。この世界の常識を打ち破る屋根付きの多目的ホールには、これからミューレ学園の生徒となる四百数十名が集まっていた。

			　ただ、外部から生徒を募集して一年目で、いきなりこんなに集まるとは思ってなかったので、全員分の椅子は用意出来なかった。

			　なにしろ、一期生が十八名で、二期生が三十名。そこから六十、百と段階的に増えてたのが、いきなり四百五十超えだからな。

			　なので申し訳ないけど、みんなには適当に立ってもらっている。

			　ちなみに、五期生となる新入生のほぼ全員が本科生となる。けどこれは、平民の識字率が十割に近いという意味じゃない。

			　本来は半数ぐらいが基本知識から学ぶ予科生となる予定だった。

			　けど、各地の領主が出来るだけ早く子供を卒業させて自治領を発展させようと、優秀な子供を送ってきた結果、予科生となる生徒はほとんどいなかった。

			　そういう訳だから、奴(ど)隷(れい)として売られてきた一期生や、色々な誤解があった二期生なんかと比べると、みんな最初からやる気に満ちているように見える。

			「それにしても、凄いと思わへん？」

			　ざわめく場内、おもむろに横から声が上がる。

			　振り向けば、見覚えのない少女が俺の方を見ていた。俺より少し年下くらいだろうか？　紅い瞳に、紅い髪。少しエキゾチックな雰囲気の女の子だ。

			「なぁ、凄いと思わへん？」

			「たしかに凄いなぁ。まさかこんなに人が集まるとは思わなかったよ」

			　俺に話し掛けていたのだと気付いて答えを返す。直後、少女は目をパチクリ。なにやらケラケラと笑い出してしまった。

			「いややわぁ。うちが言ったんは、この建物を初めとした街の技術のことやよ」

			「え？　……あ、そ、そっか」

			　そうだよな。普通はまずこの街の技術に驚くよな。失敗した。

			　と言うか、これはまずい。ここで俺が貴族、ましてやグランシェス家の当主だなんてバレたら、アリスと一緒に、普通の学園生活を送る夢が潰えてしまう。

			　なんとしてもごまかさなきゃ。

			「にーさん、さては――」

			　見透かすような鋭い眼差しに、俺は息を呑む。

			　だけど、

			「この街に入学前から滞在してたんやろ？　わかるわぁ」

			「……え？」

			「うちもこの街の魅力に惹(ひ)かれて、二週間ほど前からミューレに滞在してるんよ。せやから、この街の凄さに慣れてしもうたんやろ？」

			「……あ、そう、実はそうなんだ！」

			　なんか知らないけど誤解してくれたラッキーと喜んで話に乗る。瞬間、女の子の目が細められた。

			「なるほどなぁ。なんで身分を隠してるかは知らへんけど、貴族様なんやね」

			「ふぁ!?　な、ななな、なんのことだ!?」

			「にーさん、反応が正直すぎるわ。それに、うちがわざと誤解してみせた時も喜び過ぎやよ」

			　うぐ。都合よく誤解してくれたと思ったら、それ自体が罠(わな)だったのか。こうなったら仕方ないとため息をついて開き直る。

			「そんなに分かりやすいか？」

			「まぁにーさんの雰囲気は比較的分かりにくい方かなぁ。ほら、あっちのあの子とか、見るからに上品なオーラを放ってるやろ？」

			　どれどれとみると、金髪ゆるふわセミロングの女の子がたたずんでいた。

			　あどけなさの残る容姿で、けれど制服の胸元を押し上げる豊かな胸の持ち主。立ち振る舞いからして上品で、見るからにただ者じゃない……って、ソフィアじゃねぇか。

			　今日は入学式なのに、なんでソフィアがいるんだ？

			　……もしかして、今年入学してきたフリをするためか？

			　本科生に残留組はいないから大丈夫だけど、予科生から上がってきた生徒にはそのうちバレると思うんだけど……それまでに友達を作ろうって感じなのかな？

			　身分がバレてからも親しくしてくれるような友達が、見つかることを祈っておこう。

			「後はあっちの女の子やな。ぽわぽわっとしてる感じが、いかにもやと思わへん？」

			　今度は誰だって思ったけど、知らない女の子だった。

			　青みがかった長い銀髪に、大きな紫色の瞳。幼さの残る顔立ちの割りに胸が大きくて、おっとりそうな見た目に拍車をかけている。

			　少女は見るからに育ちが良さそうで、周囲の注目を集めている。

			　だけど、本人は理由が分かっていないのだろう。不思議そうに周囲を見回すが――おっかなびっくり見ている周囲の子供達は、少女が視線を向けると顔を逸らしてしまう。

			　ますます不思議そうにする女の子は、更に視線を巡らせて――俺へと視線を向けた。そうして、俺が視線を逸らさないのを確認して、ふわりと微笑む。

			　……たしかに、見れば明らかだ。彼女が平民の女の子だといっても、誰も信じないだろう。

			　俺は少女に会釈を返し、赤毛の少女へと視線を戻した。

			「見たら分かるっていうのは理解したよ。それで、どうするつもりだ？」

			「心配せぇへんで良いよ。誰にも言う気はあらへんから」

			「そうなのか？」

			「うちはアカネ。クラウド商会の会長の娘で、アカネ言うんや。よろしゅうな、にーさん」

			「へ？　あぁ……えっと、俺はリオだ。こっちこそよろしくな」

			　話がかなり一(いつ)足(そく)飛(と)びだな。気を付けないと話の流れに置いて行かれそうになる。しかも、誰にも言わないと言った後に、よろしくって……そういう意味なのか？

			「いややわぁ、そんなに警戒せぇへんで良いって言うてるやん。うちとしては、普通に仲良くしてくれたら十分やよ」

			「そう、なのか？」

			「意外そうな顔して、酷いなぁ。うちはそんなに悪人そうに見えるか？」

			「え？　うぅん、そうだなぁ……」

			　俺は改めてアカネを観察する。

			　歳は俺より少し下くらいかな？　年相応なのかも知れないけど胸はぺったんこ。異国風の趣があって、着物が似合いそうなイメージ。あと、胸はぺったんこだ。

			「……なんや、悪意のある視線を感じるんやけど」

			「気のせいだろ」

			　まあ外見は年相応だけど、言葉には独特のなまりがある。

			　ちなみにこのなまり、実際に関西弁とか京都弁が混じったような言葉を話してる訳じゃない。あくまで、日本語ならこんな感じかなっていう、俺の脳内変換だ。

			「にーさん、いつまで観察してるん？　うちってそんなに怪しく見える？　それやったら、ちょっとショックやわ」

			「あぁ、ごめんごめん。別に怪しくは見えないけどな。ちょっと俺の周りにいないタイプだったから驚いて」

			「ふぅん？　そうなんやねぇ。それやったら、仲良くして損はないと思うよ？」

			「やっぱり損得の問題なんだな」

			「あぁ誤解せんといて。うちは商人の卵やから損得を第一に考えてるけど、それだけやあらへんよ。第一、損得だけで動いてたら、信用はされても信頼はされへんからねぇ」

			「……つまり？」

			「黙ってる言うたんと、仲良くして欲しいって言うのは別の話ってことやね」

			「なるほど……」

			　悪い子じゃなさそう、かな。こんな感じの一風変わった女の子が友達なら、学園生活も面白くなるだろう。

			　それに、俺が貴族と知ってなお、普通に付き合ってくれる友達が増えるのは俺にとっても都合が良い。どっちにしても悪い話じゃない。

			「それじゃアカネ、これから一年間よろしくな」

			「こちらこそ、や。にーさん」

			　そんなこんなで、入学式が始まるまでアカネと世間話に興じる。その過程で、アカネの家の事情も少しだけ聞いた。

			　それによるとアカネの実家――クラウド商会はいわゆる交易会社らしい。

			　全国の特産品などを馬車で輸送。他の街で売るのを生(なり)業(わい)にしているんだけど、最近は貴族相手に取り扱っていた高級品が売れなくなって困っているとのこと。

			　話は変わるけど、貴族やお金持ちは最高級品の入手を一種のステータスとしている。

			　なので、トップレベルの金持ちや貴族が求めているのはミューレの商品。今まで買っていたような商品には見向きもしなくなった。

			　だから貴族相手に商売をするのなら、ミューレの商品を取り扱うしかないんだけど、ミューレの街の商品は生産量が少なく、うちと繋がりのない商人は取引が出来ない。

			　――つまりは、そういうことだ。

			　……なんか、ごめんなさい。

			　口に出して謝ったらリオン伯爵だってバレるから、心の中で謝るだけだけど……そうだよな。こんな感じで、不幸になってる人もいるんだよな。

			　もう少し、周囲の状況も考えて政策を進めないとダメだな。

			「……えっと、その。色々と大変なんだな」

			「たしかに大変やけどね。時代の流れに乗らな交易は出来へんからね。腐るんやなくて、これをチャンスや思うて、商売のネタ探しと人脈作りを兼ねてこの学園に来たんよ」

			「――アカネ！」

			「うわぁ、びっくりした。急に大きな声出してなんやの？」

			「アカネの考え方に感動した。これからよろしくなっ！」

			「う、うん？　よろしゅう、な？」

			　良く分かってないアカネが首をかしげる。

			　まああれだ。俺は基本的に頑張る人間が好きだからな――って、別に女の子だからって意味じゃないぞ。クレインさんに過剰な技術支援をしたのだってその辺が理由だからな。

			　なので、別にアカネに過剰な肩入れをするつもりはない。あくまでクラスの友人として、なにか機会があれば――と、その程度だ。

			　今のところは、な。

			「ところでにーさん。身分を隠してる言うことは、話し方はこのままでええの？　あとで、無礼討ちとかにしたりせぇへんか？」

			「する訳ないだろ。ってか、身分を明かしてからも気を遣わないでくれたら嬉しいかな」

			「それは……いつか身分を明かしてくれるっていう予告なんか？」

			「うぅん。まぁ卒業するまでには明かすかもなぁ」

			　友好関係を保つならもちろん、商人との縁を繋ぐって意味でも、いつかは打ち明けることになるだろう。

			　なんて思っていると、アカネは頬に指を当ててふむふむと頷いた。

			「なんとな～く、にーさんの考えが読めてきたよ。身分を隠さなきゃいけない立場と言うより、この学園に一般人として通うのが目的なんやね」

			「……へぇ、良くそんなことまで分かるなぁ」

			「こう見えても商人の娘やからね。観察力には少しだけ自信があるんよ」

			　アカネはない胸を誇らしげにそらした。

			　今は大変だって話だけど、父親の仕事に誇りを持ってる感じなのかな。俺は前世と今世の両方で父を早くに亡くしてるから少しだけ羨ましい。

			　……ま、俺にはその分、ミリィやみんながいてくれてるけどな。

			「けど、学園に通うつもりなら、身分は隠して正解やと思うよ」

			「それは貴族が敬遠されてるって理由で？　この学園は、身分は関係なく平等って決まりだったはずだけど」

			「うちも好き勝手やって退学になったあげく、勘当になった貴族の噂は聞いてるよ。せやけどそれは、必ずしも貴族が約束を守るとは限らへんいう意味でもあるやろ？」

			「なるほど、たしかになぁ……」

			　やりすぎた貴族が退学になった。それはつまり、やりすぎた貴族がいたという意味であり、今後そういった貴族が現れないとも限らない。

			　貴族が警戒されるだけの理由は十分にあるということだ。

			「俺は別に自分が偉いなんて思ってないんだけどなぁ」

			「そうみたいやね。けど初対面の者にはそれが分からへんからね」

			「それもそうか」

			　俺だっていまだに、貴族が学園に通いたいとか言ってきたら、パトリックみたいな奴じゃないだろうなって身構えちゃうもんなぁ。

			　ある程度は色眼鏡で見ちゃうのはしょうがないのかもな。

			「それになぁ、貴族が敬遠されると思うのにはもう一つ理由があるんよ」

			「もう一つの理由？」

			「うちもそうやけど、ここにいる生徒の大半は、親や領主様の期待なんかを受けてここに来てるんよ。見てみ？　みんな、なにかを背負ってるような顔をしてるやろ？」

			　あぁそう言えば――と、俺は改めて周囲に視線を向ける。

			　ソフィアやさっきのぽやぽやっとしたお嬢様はおっとりした雰囲気だけど、他の生徒はどこか張り詰めたような空気を纏(まと)っている。

			　領主や親の期待を背負った、数百人の生徒達。

			　彼らは来年卒業して、故郷へ技術を持ち帰ることを期待されてここにいる。面倒そうな貴族とは、関わり合いになりたくないってところか。

			　言い方は悪いけど、俺やアリスがここにいるのは遊びが目的だもんなぁ。みんなで面白可笑しく一年を過ごせたらなんて思ってたけど、少し考え直すべきかもしれない。

			「……って、あれ？　そのわりに、アカネは俺に話し掛けてきたよな？」

			「それはにーさんが、うちの嫌いなタイプの貴族と違ったからやね。それにうちの目的は、商売のネタ探しと、人脈作りやからね」

			「なるほど……」

			　つまりアカネなら、アリスやソフィアとも友達になれるって意味か。悪い子じゃなさそうだし、頼もしいのも事実だけど……どこまで計算してるんだろうなぁ。

			　もし俺が他の仲間――アリスやソフィアを紹介するところまで計算してるのだとしたら、なかなか油断ならない。なんて、計算高くても恐れる必要はないな。

			　むしろ、ぜひ家族ぐるみのお付き合いをしたいところだ。主に商売的な意味で。

			　これから一年あるんだし、ゆっくりと判断させてもらおうかな――と、そんな風に考えていると、壇上にクレアねぇが登場。新歓の挨拶が始まった。

		

	
		
			　

			エピソード　２－２　主人公補正ではありません

			　

			　入学式の後、俺はクラスの振り分けに従って自分の教室へとやって来た。

			　ちなみに、教室は高校的な作りじゃなくて、大学の講義室のように長いテーブルがいくつもあるタイプにしてある。授業方針等々いくつか理由はあるけど、一番の理由は小さな机を量産するのが大変だったからだ。

			　そんな訳で、俺は真ん中より少し後ろ。日当たりが良さそうな席の真ん中に座る。そうしてぼーっと教室を眺めていると、皆は思い思いの場所に陣取っていく。

			　商人枠で入学した者には、良い歳の大人もいるはずなんだけど……このクラスは全員子供ばっかりみたいだな。多分だけど、クレアねぇが気を遣ってくれたんだろう。

			　そんな彼らを眺めていると、前世で学園に通っていた頃のことを思いだした。今日、この瞬間から、俺達の穏やかで普通の学園生活が始まるのだ。

			「ようっ、隣に座っても良いか？」

			　不意に投げかけられた若い男の声に思わず身構える。

			　俺と同い年くらいかな？　ブラウンの髪に緑の瞳といった容姿の青年。さっきアカネから聞いた判別方法で見ると貴族っぽい。

			　俺が今までに知り合った若い男性って、ろくな相手がいなかったんだけど……第一印象は悪くなさそうだ。

			「席は自由だから、好きにすれば良いと思うぞ？」

			「なら遠慮なく座らせてもらうぜ」

			　言うが早いか俺の隣に座ると、にんまりと笑みを浮かべた。いきなりなんなんだ。

			「俺はトレバー。ただのトレバーだ。よろしくしてくれよな」

			「お？　おぉ、俺はリオ。こちらこそよろしくな」

			　わざわざ〝ただの〟って付けたってことは、やっぱり身分を隠した貴族ってところか？　クレアねぇに聞けば分かると思うけど……わざわざ隠してるのを暴く必要はない、か。

			「なぁなぁ、お前はどう思う？　凄いと思わないか？」

			　むっ、これはさっきアカネの時に引っかかった質問。まさかこいつも、アカネ級に油断のならない奴なのか？

			　だがしかし、タイミングが悪かったな。さっきは勘違いして貴族と見破られる切っ掛けとなったけど、今度は間違えたりしない。

			「たしかに、この街の技術は凄いよな。むちゃくちゃ驚いたよ」

			「ばっかっ、そっちじゃねぇよ。女の子だよ、女の子、むちゃくちゃレベルが高いだろ」

			　えええぇ……凄いってそっちかよ。

			　って言うか、俺の素性を探ろうとか、そういう意図じゃなかったのかよ。もしかして、こいつはただのナンパな男なのか？

			　いやいや、これも策略かも知れない。まだ油断は出来ないぞ。そもそもレベルが高いって言っても、外見とは言ってない。

			「たしかに、この学園は女子の方が多いもんな。文字の読み書きや計算が出来る女の子がこんなにたくさんいるなんて驚きだよ」

			「だーかーらーっ、なんでお前はそっち方面で考えるんだよ。容姿だよ容姿。見ろよ。あの子とか、すっげぇ可愛くね？　まだ幼さが残る容姿だけど、胸とかすっごい大きいしさ。どっかのお姫様かよ!?　ってくらい可愛いぞ？」

			　ソフィアである。

			「それにあっちの子も見ろよ。さすがエルフって感じの美貌だよな。スタイルも抜群だし、肌は珠(たま)のよう。桜色の髪もサラサラだし、なんだよあれ。美の女神かなにかか？」

			　アリスである。

			　ちなみにクラスは全部で十クラス。俺とアリスとソフィアの三人が同じクラスになったのは、１％の奇跡――ではなく、クレアねぇのサービスだ。

			「かぁ～あっちの子も可愛いし、あっちの子は光る原石だな。良いよなぁこの学園はパラダイスだ。お近づきになりたいぜ」

			　さっきのぽわぽわっとした女の子に……アカネか。

			　と言うか……うん。こいつはあれだ、ただのお調子者だ。けど、悪い奴じゃなさそうだ。もしかして、初めて同年代で同性の友達を作るチャンスじゃないか？

			　と思ったら、いきなり肩を掴まれてがくがくと揺すられた。

			「おおおおっおい！　みみろ！」

			「むおおお、揺らすな、落ち着け。みみろってなんだ？」

			　もしかして見ろってことかと、揺すられながらトレバーが見ている方を見ると、ソフィアがこっちに向かってくるところだった。

			　おいおい。ここでは他人のフリをして、後で知り合う予定だっただろ。いきなり来てどうするつもり――と思っているうちに、ソフィアは俺達の前までやって来た。

			　ちなみに、ソフィアの存在は他の男女からも注目されてたみたいで、皆の視線が俺達に集中する。そんな視線をものともせず、ソフィアはふわりと微笑んだ。

			「初めまして、私はソフィアって言います。お名前を聞いても良いですか？」

			　おぉ、すまし口調のソフィアが新鮮だ。

			「お、おおお俺はトレバーって言うんだ。末永くよろしくお願いしますソフィアさん！」

			「あ、はい。よろしくです。それでお兄さんの名前は？」

			　ソフィアはトレバーのぶっ飛んだ挨拶を華麗にスルー。俺に名前を聞いてくる。

			「俺はリオだけど……なにか用か？」

			　今はまだ他人の設定だぞという意味を言外に含めて尋ねる。

			「随分と楽しそうに話してる人達がいるなと思って、少し興味を持ったんです」

			　なるほど。楽しそうに喋ってるのを見たから、仲間に入りたいってアプローチか。

			　入学式の後で楽しそうな輪の中に誰かが入っていくっていうのは、良くある光景だし、悪くないだろう。

			　けど、さすがに女の子を評価してたとは言えないから、ちょっと世間話をしてただけだよと無難に返す。

			「世間話ですか！　とっても素敵ですね。貴方が気に入りました、お兄ちゃんって呼んでも良いですか？」

			　――うぉいっ！　自然なアプローチはどこ行った!?

			　って、なにその、これで良いんだよね、お兄ちゃんっ！　とか言いたげな顔は！　ぜんっぜん、これっぽっちも自然じゃないからな!?　チョロインも真っ青なチョロさだぞ。

			「ダメ、ですか？」

			「いや、それはその……」

			　考えろ、考えろ俺。冷静になって考えるんだ。

			　俺が求めてるのは、自然な形での交流。だけど、先ほどのやりとりをなかったことには出来ない。ここでダメだと答えたら、より状況が悪化するだけだろう。

			　し、しかたない。

			「ダメじゃ、ないよ」

			「ホントですか!?　ありがとう、お兄ちゃん！　それじゃ隣に座るねっ」

			　一瞬でおすましモードが終わったソフィアは、尻尾があればぱたぱた振りそうな調子で俺の隣に座った。

			「えへへっ、お兄ちゃん、よろしくね」

			　俺の腕にしがみつき、スリスリと頬をすりつけてくる。もはや、自然な出会いは欠片も残ってない。当然クラスはどよめいている。

			　……でもまぁしょうがないか。ソフィアは最近親友が出来ないって言ってたし、俺と一緒に通うのを楽しみにしてたんだろう。

			　どのみちこんな風になっちゃうなら、どんなに自然な知り合い方を演出しても、すぐに化けの皮が剥がれるのは確定だしな。

			　それならいっそ、これくらいインパクトのある出会いの方が良いだろう。怪しすぎて、逆に怪しまれないかも知れないくらいの意味で。

			「お、お前……」

			　ふと気付けば、トレバーが神妙な顔で俺を見てた。

			　そういやこいつの存在を忘れてた。しまったなぁ。厄介なことにならなきゃ良いけどと思った瞬間、俺の空いている手を掴まれた。

			「師匠と呼ばせてくれ！」

			「……は？　なに、師匠？」

			「ああ。お姫様級の美少女をたった一言でメロメロにするその神がかったカリスマ！　まさに俺が目指す理想の姿！」

			　……いやまぁ、さっきのやりとりだけで女の子がこんな風になるなら、たしかに神がかってる。異世界転生者のチートも真っ青なレベルだ。

			　でも、実際はさっきのやりとりでソフィアが俺を気に入った訳じゃないからなぁ。

			「俺のマネをしても、ろくなことにならないと思うぞ？」

			　トレバーは悪い奴じゃなさそうだし、勘違いで変な道へ進んだら可哀想だと、一応の忠告をしておく。

			「分かっている。たしかに、師匠のマネをするのは困難だろう。一生かかってもたどり着けない領域かも知れない。だが、それでも！　俺にとっては師匠が理想の自分なんだ！」

			「そ、そうか。ならまぁ……頑張れ？」

			　残念ながら手遅れだった。まぁ……あれだ。そのうち目を覚ますだろう。

			「おう、任せてくれ師匠！　うおおおぉっ、師匠と同じカリスマをこの身に！」

			　そして暑苦しい。

			　……そうか、お調子者だから、乗せると熱血にもなるんだな。今度から気を付けよう。

			「取り込んでるところごめんね。少し良いかな？」

			　おもむろに鈴が鳴るような美しい声が降って下りた。顔を上げてみれば、トレバーに女の子が話し掛けて――って、アリスだった。

			　ちょ、まさか！　この展開は――嘘だろ。それはっ、それはダメだ！　そう思って止めようとするけど、トレバーが先に口を開いてしまう。

			「はっ、はい！　俺になにか用でしょうか!?　と言うか、貴方のお名前を伺ってもよろしいでしょうか、美しいお嬢さん！」

			「私はアリスティアだよ。それで、実は貴方に少し身勝手なお願いがあるんだけど……」

			「なんなりと、なんなりとお申し付けください！　このトレバー、アリスティアさんのためなら、どんなお願いでも叶えてみせましょう！」

			「ありがとう。それじゃ申し訳ないんだけど、彼の隣を譲ってくれないかなっ」

			「――がふっ」

			　うわああああああっ、トレバアアアアアアアアっ！　しっかりっ、しっかりしろっ！　傷は――致命傷だけど心の傷だ！　大丈夫、闇堕ちしても生きていけるぞ！

			「……し、師匠。俺は修行の旅に出ます。また会いましょう……」

			「お、おう？」

			　学園はどうするんだと思ったら、トレバーは少し席を移動して、別の席に座り直した。旅って、この席から旅立つってことかよ、距離短いな！

			　と思ってみてたら、トレバーにアカネが近づいていった。

			　そしてアカネが二言、三言話し掛け、トレバーがぶんぶんと頷く。そんなやりとりを経て、アカネはトレバーの横に座った。

			　そしてトレバーは、俺に向かってびしっと親指を立てる。

			　うんうん、良かったな。

			　でもな、トレバー。アカネは半分くらい、お前の家柄とか人脈が目当てだと思うぞ？

			　気を付けろって言うのが優しさか、黙っているのが優しさか。俺は少しだけ考えた結果、びしっと親指を立て返しておく。

			　アカネも悪い奴じゃなさそうだし、大丈夫だろ。

			「なにをやり遂げたみたいな顔をしてるの？」

			「アリスが酷いことをするからだろ？」

			「ちゃんとフォローしたじゃない」

			　アリスが小声で答え、ちらっとアカネに視線を向けた。

			「……フォローって、まさかアカネのことか？」

			「そうだよ？」

			「アリスはいつの間に、アカネと知り合ったんだ？」

			「さっき少しね。と言うか、初めて会う貴方に愛称で呼ばれるいわれはないよ――って、普通なら言うんだけどね。貴方が気に入ったから、特別に愛称で呼ばせてあげるねっ」

			　だ～か～ら～、これなら自然だよねって言いたげなドヤ顔は止めろ。どう考えてもチョロインの領域だから。見ろというか、聞け。教室がむちゃくちゃどよめいてるぞ。

			　……と言うか、普通の女の子として、普通の学園生活を送らせてあげるために、ここ三年ほど頑張ってあれこれしてきたのに……一瞬で普通の枠から外れたぞ？

			　アリスが良いなら文句なんてないけどさ。俺の苦労はなんだったんだろうなぁ。

			　とまぁそんな感じで、穏やかで普通の学園生活は終わりを告げた。

			　そしてついでに、俺やトレバーはハーレムに加える女の子を探しに来た貴族の放(ほう)蕩(とう)息子だという噂が広まった。

			　……ちくしょう、言い返せない。

		

	
		
			　

			エピソード　２－３　伝説の木

			　

			　学園生活が始まって一週間ほどが過ぎ、周囲はようやく落ち着いてきた。

			　真面目な授業態度が評価されたのか俺の噂も鳴りを潜め、ちらほらとクラスメイトが話し掛けてくれるようになってきた。

			「ようリオ、今日は昼飯を一緒にどうだ？　もちろん、アリスティアさんやソフィアさんも一緒にな！」

			　――男子達はアリスやソフィアが目当てだけどな！

			「リオくん。午後からの実習は私達と一緒にどうかな？　あっ、もちろん、アリスティアさんやソフィアさんも一緒にだよ!?」

			　――女子達もアリスやソフィアが目当てだけどな！

			　って言うか、なに？　なんなの？　なんでアリスとソフィアは男女ともに人気があって、俺はそのオマケみたいな扱いなんだ？

			　いや、二人が楽しそうだから良いんだけどさ。良いんだけどさぁ！

			　なんて思ってたら、今度は男女のペアに話し掛けられた。今度はなんだ――って、アカネとトレバーか。最近、君らは仲が良いな。

			「師匠は相変わらずモテモテだな」

			「どこがだよ。男子はしょうがないとしても、女子もアリスやソフィア目当てだぞ？」

			　俺がため息まじりにこぼすと、二人は顔を見合わせて苦笑いを浮かべた。

			「なんだよ？」

			「いや、師匠も案外鈍感なんだなと思ってな」

			「は？　俺が鈍感？　そんなはずないよな？」

			　俺は同意を求めてアカネへと視線を向ける。

			「嫌やわぁ。うちは嘘なんて吐(つ)きたないのに、そないなこと聞かれても困るわぁ」

			「ええええぇ……それって鈍感って意味だよな？」

			「どうやろねぇ。中心にいたら案外気付かへんものなのかも知らへんねぇ」

			「ん？　どういう意味だ？」

			「あの二人に勝てる――少なくとも、そう思える女の子なんて、まずおらへん言うことやよ。うちかて、あんな強烈な牽制を見せられた後やったら、にーさんによう話し掛けられへんかったと思うわぁ」

			　良く分からんと首をひねったら「それがにーさんが鈍感な証拠やん」と笑われた。

			　なんか悔しい。

			「そうそう。それで、そんな茨の道に挑む挑戦者――かは知らへんけど、にーさんにリズちゃんから伝言や」

			「……リズが？」

			　リズは、入学初日にアカネやトレバーが注目していた、ぽやぽやっとした女の子だ。

			　ちなみにこの一週間で分かったんだけど、ぽやぽやっとしてるのは見かけだけじゃなくて、性格もだったりする。なんというか、ちょっと不器用な感じなのだ。

			「それで、リズはなんて？」

			「なんや話があるから、校舎裏に来て欲しいって言うとったで」

			「話、ねぇ……」

			　他人を使って、こそこそと呼び出してまでする話？　リズとは特に仲良くなった訳でもないし、なんの用か想像がつかないな。

			「まるで告白の呼び出しやね」

			　なんで日本人的な結論に行き着くんだって思ったのは一瞬。すぐにその理由に思い至った。

			「アカネはあの噂を知ってるのか」

			「これでも商人の卵やからね。うちとしては、にーさんが知ってる方が意外やわ」

			「――二人ともなんの話をしてるんだ？」

			　校舎裏にまつわる噂を知らないのだろう。トレバーが聞いてくる。

			「実は校舎裏に一本の樹が植えられてるんだけど、それが伝説の木なんだ。んで、その樹の下で告白をしたら、二人は幸せになれるって噂があるんだよ」

			　俺が説明をしてやると、トレバーはなに言ってるのお前みたいな顔をした。まぁ気持ちは分かる。開校五年目の春でそんな話、普通は有り得ないもんな。

			「お前の言いたいことは分かるけど、勘違いだぞ。俺はそんな伝説があるって言ったんじゃない。伝説の木の下で云々って、噂があるって言ったんだ」

			「……うん？　それのどこが違うんだ？」

			「噂はあくまでも噂だ。でも、伝説の木があるのは事実なんだよ」

			　具体的に言うと、校舎裏に苗を植えたのはアリスだ。そしてその苗は僅か三年ほどで、なにやら神々しくて立派な樹へと生長した。

			　なので、みんなから伝説の木だと呼ばれている。

			　ところで話は変わるけど、アリスはエルフであり、ハイエルフの先祖返りでもある。そして族長の娘だったりもする。

			　そしてエルフの里と言えば、世界樹が植えられていたりして、その管理はハイエルフとか族長とかがするのが一般的なお話である。

			　……まぁようするに、そういう訳だ。さすがアリス、自重しないな。

			「まあでも、リズが告白っていうのはないと思うけどねぇ」

			「だろうな」

			　リズが噂を知ってるとは思えないし、告白されるようなフラグを立てた覚えもない。なにか人に聞かれたくない話があるんだろう。

			「それで、行かへんの？」

			「はい？」

			「だから、リズは先に校舎裏で待ってる、言うとったで？」

			「話があるって今かよっ！」

			　それを先に言ってくれと思いつつ、俺は慌てて校舎裏へと向かった。

			　

			　そうしてやって来たのは校舎裏――と言うにはやたらと景色の良いスペース。

			　周囲に植えられた草木にて程よく目隠しされた広場で、地面には芝が敷き詰められている。そんな趣のある空間の中央に、世界樹が存在感を示している。

			　まるでこの空間の設計者が、ここで告白しろと用意したんじゃないかと勘ぐるような箱庭がそこにはあった。

			　そんな世界樹の下。リズが青みがかった銀色の髪を風に揺らしながらたたずんでいた。
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			「来て下さったんですね」

			　紫の瞳を輝かせながらリズが微笑みを浮かべる。そのいかにもなシチュエーションに俺は思わず苦笑いを浮かべた。

			「呼ばれたから来たけどな。次から呼び出す場所は別の場所にしてくれ」

			「……どうしてですか？」

			　きょとんとした面持ちで首をかしげる。

			「やっぱり知らなかったか。ここは告白スポットなんだよ。こんな場所に呼び出したら、告白されるって勘違いされても文句は言えないぞ」

			「ふえっ？　………ふえぇぇぇぇぇぇ!?　ちっ、ちちちっ違いますわよ!?　わたくしはそのようなつもりでリオさんを呼んだ訳ではっ！　あわわっ」

			　慌てたリズは俺に詰め寄ろうとして――草花に足を取られて転(こ)けた。……いま、受身を取れてなかったぞ。草花の上とは言え、顔からいかなかったか……？

			「あいたたた……息がつまるかと思いましたわ」

			　起き上がったリズが押さえたのは――胸。

			　なるほど、自前のエアバッグで無事だったのか。自己紹介の時に十二歳とか言ってたのに凄いな。ソフィアに負けず劣らずなんじゃないか？

			　――っと、感心してる場合じゃない。

			「大丈夫か？」

			　取り敢えず目の前に膝をついて手を差し出してみる。

			「あ、ありがとうございま――あ、あああのっ、ここに呼び出したのは、そのっ！」

			「大丈夫、大丈夫だから落ち着け。〝勘違いされても〟って言っただろ。俺はちゃんと分かってるから」

			　かくいう俺も、リズがこんな感じの天然だって知らなかったら誤解してたと思うけどな。天然っぷりは一日一回くらい目撃してるからさすがに慣れた。

			　という訳で、俺はリズの腕をつかんで起き上がらせてやる。

			「怪我は……なさそうだな」

			　結構盛大に突っ込んだと思ったけど、顔や足に擦り傷は見当たらない。エアバッグは……さすがに知らん。

			「それで、俺になんの用事なんだ？」

			「あ、はい。その前に一つお聞きしたいんですが、リオさんがクレアリディル・グランシェス様と懇意だと言うのは事実ですの？」

			「誰がそんなことを言ってたんだ？」

			　死んでも隠さなきゃいけないって訳でもないけど、出来れば隠しておきたい事実。なので取り敢えずは、その情報の出所を探ってみる。

			「去年予科生だった子から聞いたんですわ。卒業記念パーティーにお手伝いで顔を出した時に、クレアリディル様とリオさんが仲良く話しているのを見たって」

			　予科生……そうか。去年予科生だった生徒が、あの会場に顔を出していたのか。

			　うぅん、どうしたものか。人違いだって言い張るのは簡単だけど、下手にごまかしたら、やましいことがあるって思われる可能性もあるよな。

			　……そうだな。ある程度は事実を話しつつ、相手の目的を聞いてみるか。

			「たしかにクレアリディル様とは知らない仲じゃないけど、それがなんだって言うんだ？」

			「お願いしますわ！　クレアリディル様に会わせて下さいませ！」

			「クレア――リディル様に？」

			　危ない危ない。気を付けないと、とっさだとクレアねぇって言いそうになる。ボロを出さないようにしないと。

			「いくつか聞きたいことはあるけど……取り敢えず、会ってどうするつもりなんだ？」

			「相談したいことがあるんですわ」

			「その内容は？」

			「それは……」

			　申し訳なさそうに口を閉ざす。この場では言えない内容、か。

			「なら質問を変えるぞ。どうしてクレアリディル様に相談しようって思ったんだ？」

			「それは、その……実はこの学園を紹介して下さった方が、グランシェス家なら力を貸してくれるかも知れないとおっしゃったものですから」

			「その紹介してくれた人の名前は？」

			　さすがに紹介者の名前も言えないのであれば、取り次ぎなんて出来ないというニュアンスを込めて尋ねる。まあ実際は、それすら黙ってたとしても、後でクレアねぇに話くらいはするつもりだけどな。

			「それは、その……グランプ侯爵様、ですわ」

			「へぇ……侯爵様か」

			　なるほど、ね。クレインさんが一枠欲しいって言ってたのは、リズの分だったんだな。

			「あの、信じられないかも知れませんが、事実ですわ。クレアリディル様に確認して頂ければ分かるはずですわ」

			「あぁいや。それは疑ってないよ。ただ、そういう事情なら、自分でアポを取れば良いんじゃないのか？」

			「いえ、それがその……色々と事情がありまして」

			「ふむ。家の名前が使えない、とか？」

			「ど、どうしてそれをっ!?」

			「いや、ただの当てずっぽうだったんだけど、今ので確信した」

			「はうううう」

			　うぅむ。クレインさんがわざわざ手を回すくらいだし、それなりには重要人物のはずなんだけど……ただのドジっ娘っぽい。

			　もう一つの可能性もあるけど……いや、ないな。と言うか、天然なロリ巨乳だから侯爵が特別扱いしてるだけ――なんてオチはないと信じたい。

			　なんにしても、クレアねぇを害するとかそういう感じじゃなさそうだ。会わせるくらいなら別に構わないだろう。

			「それじゃ、放課後に訪ねるってことで良いかな？」

			「会わせて頂けるんですの!?」

			「会わせるだけな」

			「ありがとうございます、それで十分ですわ！」

			　飛び上がりそうな勢いではしゃぐリズ。

			　喜びのあまり、俺とクレアねぇがどういう関係なのかは全く考えてないみたいだ。あれこれ言い訳を考えてたんだけど……ホントに天然なんだな。

			　

			　そんな訳で放課後。俺はリズを連れて屋敷へと帰還した。とは言っても、事前にリオとして訪ねると連絡したので、扱いはあくまでもお客様だけどな。

			「いらっしゃいませリオ様、リズ様。どうぞこちらへ」

			　そうして案内されたのは執務室じゃなくて応接間だった。

			　商談の相手としてではなく、お客様としてお迎え――なんて意味はなく、ただあの散らかってる部屋を見せたくないだけだろう。

			「クレア様をお呼びしますので、ここでしばらくお待ち下さい」

			　そう言って一礼。立ち去っていったのはマリーだ。忘れてる人も多いと思うけど、俺が離れに閉じ込められていた幼少期、ミリィの後任となった無口なメイドさんだ。

			　スフィール家に襲撃された事件の後、身売りしてとある商人の家で働いていたんだけど、うちが倍額払って買い戻したのだ。

			　最初は俺が鬼(き)畜(ちく)な子供だと思われてたせいで色々とあったけど、今は普通に仕えてくれている。……俺に対して口数が少ないのは相変わらずだけどな。

			「さて、と。もうすぐクレアリディル様が来るけど、その後はどうするつもりだ？」

			「どういう意味ですの？」

			　意味が分からないとリズは小首をかしげる。

			「いやいや。クレアリディル様になにか相談があるんだろ？　どうやって切り出すか考えてるのか？　それと、俺が聞いても良い話なのか？」

			「ええっと……どうすれば良いと思いますか？」

			「……帰る」

			「うわわわわわわっ。待って、待って下さいまし！　横にいて、わたくしのサポートをしてくださいですわ！」

			　立ち上がろうとしたら腰にしがみつかれた。さすがに振りほどいてまで帰るつもりはなかったので、ため息まじりに座り直す。

			「サポートって言われてもなぁ。そもそも俺は、なにを相談するかも知らないんだぞ？」

			「その辺は、話を聞きながら頑張って頂ければ！」

			「やっぱり帰る」

			「そこをなんとかお願いしますわっ」

			　再び立ち上がる前に腰にしがみつかれた。はえぇ。鈍くさそうなのに、俺が立ち上がるより先に飛びついてきたぞ。

			　と、感心してる場合じゃないな。この体勢はマズい。端的に言うと、ソフィアがお兄ちゃん大好き、ひしっ！　って感じで抱きついてるような体勢。

			　こんなのをクレアねぇに見られたら――

			「随分と楽しそうにしてるわね」

			　遅かったか……と、俺はため息をついた。

		

	
		
			　

			エピソード　２－４　大事なのは建前だというお話

			　

			　グランシェス家の応接間。リズはソファに座る俺の腰にしがみついている。それを見下ろすクレアねぇの瞳は冷ややかだった。

			「随分と、楽しそうにしてるわね……」

			　ちなみに、時間が戻ったわけではなく、前回に続いて二回目のセリフである。それで我に返ったリズは慌てて俺から離れて立ち上がる。

			　けど、慌てていたのはその瞬間まで。リズは優雅にスカートの端を摘んで膝を曲げた。

			「初めまして、クレアリディル様。わたくしはリズと申します。本日は急な申し出にもかかわらず、お時間を頂きありがとうございます」

			　よどみのない口調で挨拶を続ける。そこにドジっ娘の面影は残っていない。この光景を見れば、クレインさんの紹介で入学してきたって言うのも頷ける。

			　こんなのを見たら、ただのドジっ娘って認識は改めなきゃいけないな。リズはただのドジっ娘なんかじゃない。凄く育ちが良いドジっ娘だ。

			　なんてどうでも良いことを考えているあいだに二人の挨拶が終わる。

			「それで、リズ様はあたしに相談があるとのことですが……その前に一つお聞きしてもよろしいですか？」

			「ええ、もちろんですわ」

			「ならお聞きしますが、あたしが来た時、随分と楽しそうにしてましたね。一体、なにをしていたのですか？」

			　ピシリと場の空気が凍り付いたような気がした。

			　これはマズい、非常にマズい。クレアねぇが嫉妬とかあんまり記憶にないけど、アリスの例もある。身内は良いけど、それ以外はアウトって可能性は否定出来ない。

			　リズの頼みがなんなのかは知らないけど、さすがにさっきのやりとりのせいで断られるなんて事態になったら可哀想だ。

			　どうするべきかな？　アリスの件を踏まえて、唐突に『リズは俺の妹にする予定なんだ！』と切り出すとか？

			　……意味不明すぎる。そして普通に火に油を注ぐ結果になりそうな気がする。それで『それなら良いよ』とか言うのはアリスだけだ。

			　……アリス、だけ……だよな？

			　――と、俺は必死に考えていたのだけど、

			「リオさんが帰ろうとしたので、引き留めていたんですの」

			　リズはクレアねぇの変化に気付いた様子もなく答えた。もし空気に気付いた上での発言なら大物だけど、たぶん素で言ってるだけだろうな。

			「帰ろうとしてって……どういう意味？」

			　クレアねぇが俺に説明を求めるような視線を向けてくる。

			　あんまり印象が悪くなるのも可哀想なので、込み入った話みたいだし、俺は聞かない方が良いと思って、帰ろうとしたんだと答えておく。

			「なるほどね。つまリズ様は、おと――リオくんを頼ろうとした訳ですね？」

			「えっと……そうですね。そうだと思いますわ」

			「では、それはどうしてですか？　貴方の目的はあたしに会うこと。ここに来た時点で、彼は用済みだったのではないですか？」

			　なにそれ酷いって思ったんだけど、リズは俺がグランシェスの当主でクレアねぇの弟だと知らない。目当てがクレアねぇである以上、たしかに俺は用済みだろう。

			「そう言えば……何故でしょう？　なんとなく頼りがいがあると思ったんです」

			「……そうですか」

			　なんでもない風を装うクレアねぇ。だけど俺には分かる。弟である俺が褒められてむちゃくちゃ嬉しそうだ。リズは天然でバッドエンドを神回避だな。

			「それで、あの。クレアリディル様。ご相談があるのですが」

			「そう、ですね……まずはお話を聞きましょう。ですがその前に、あたしのことはクレアとお呼び下さい」

			「クレア様、ですね」

			「いえ、ただのクレアで結構ですよ」

			「いいえ、クレア様。ここにいる限り、わたくしはただの生徒ですわ。だからどうかその様に扱って下さいまし」

			「……分かったわ。それじゃリズ。話を聞かせてくれるかしら？」

			　今のやりとり、リズって伯爵家より上の地位なのかな？　もしかしてクレイン侯爵の親戚とか、もしくは他の侯爵家の娘とかなのか？

			　なんて考えてるあいだに、リズが相談内容とやらを話し始めた。

			　その話を纏(まと)めると、リズは勝手に決められた婚(こん)姻(いん)が嫌で、家を飛び出してきたらしい。

			　だけどこのままじゃ連れ戻されるのは必至。なのでクレインさんのツテを頼ってミューレ学園に入学、なにか結果を残して自立しようという話らしい。

			　クレアねぇに面会を求めたのは、その協力を仰ぐためのようだ。

			　率直に言って、非常に厄介な話である。

			　だって、さっきの会話だけでも、リズはうちと同等以上の家柄の可能性が高い。そんな女の子の家庭事情に関わる。

			　うちと同等以上の誰かと敵対するハメになるのは目に見えてる。

			　俺が周囲の人に幸せになって欲しいのは、大切な人達が過ごしやすい環境を作るためだ。

			　大切な人達の生活を蔑(ないがし)ろにしてまで、周囲に手を貸そうとは思わない。

			　だけど……だけど、だ。

			　よりにもよって政略結婚。

			　俺もクレアねぇも、親が勝手に決めた婚(こん)姻(いん)で苦しんだ経験がある。今のリズがどれだけ苦しんでいるか想像出来てしまう。

			　さてさてどうしたものか……と考えていると、クレアねぇが口を開いた。

			「一つ聞きたいんだけど……リズ、貴方は婚約者のことをどう思ってるの？」

			「慕っていますわ。けれど、それは恋愛感情ではありませんの」

			「なるほどねぇ……うちとは逆なのね」

			　クレアねぇがぽつりと呟くけど……逆ってなんだ？　父とキャロラインさんの関係とか？　でもあれは、結局両思いだったよな。

			　なんて考えてるうちに、リズが話を進める。

			「クレア様もわたくしと同じような境遇でありながら、自分で成果を挙げて今の地位についたとお聞きしましたわ。ですからどうか、お力を貸して下さいまし！」

			「独り立ちするためになにか成果を挙げたい、ね。そういう事情なら、残念だけどあたしは力を貸せないわ」

			「――っ、そう、ですか……」

			　そこまであっさり断られると思ってなかったのだろう。リズは哀しげに俯(うつむ)く。

			　でも意外だったのは俺も同じだ。どうしてと口を挟もうとする。けど、クレアねぇはそんな俺を視線で押しとどめた。

			　……なにか考えがあるのか？　そう思って、クレアねぇの話を聞くことにする。

			「まず、根本的なところで誤解してるようだから言っておくけど、あたしが周囲から成果を挙げたと評価されているのは、自分の実力なんかじゃないのよ？」

			「……え？　ですが、ここまでグランシェス領を大きくしたではありませんか？」

			「それはあたしの力じゃないわ。あたしは、ある人から成果をもらっただけよ」

			「そう、なんですの？」

			　リズがアメジストの瞳を瞬き、意外そうな表情を浮かべた。

			「ええ。その人は、あたしが政略結婚を嫌がってるって知ってたから。あたしが世間で評価されたのはその人のおかげなの」

			「……だとしても、クレア様は事実として、グランシェス家を纏(まと)める地位にいらっしゃるではありませんか。それは、クレア様の成果なのではありませんか？」

			「外からじゃ、内情が分からないからそう見えるだけよ。本当のあたしは、纏(まと)めるので精一杯。リズが思っているほど大したことはしてないわ」

			　……クレアねぇ、そんな風に思ってたのか。

			　たしかに多くの人は、色々な技術を開発したと思ってクレアねぇを評価している。けど、その技術を提案したのは、異世界の知識を持つ俺やアリス。それは事実だ。

			　だけど、クレアねぇはそれ以外の分野で本当に良くやってくれている。俺やアリスじゃ、こんなに上手くグランシェス領を治められなかっただろう。

			　それは間違いなくクレアねぇの功績だ。……と言っても、納得しないんだろうな。まあ、その話は後だ。今は二人の会話に耳を傾けよう。

			「――だからね。あたしも、貴方に協力してあげたいって思ってるわ。けど、あたしが手を貸して貴方が成果を挙げたとして、家の人はそれを貴方の成果だと認めてくれるかしら？」

			「それは……そう、ですね。恐らくは認めてくれないと思いますわ」

			　そっか、そうだよな。

			　クレアねぇの――グランシェス家の協力の下、リズに成果を挙げさせるのは簡単だ。俺が知る知識の一つを、クレアねぇ経由でリズに教えて、使わせてあげれば良いだけだから。

			　けれど、今やグランシェス家の技術力は、各領地に知れ渡っている。

			　そのグランシェス家の立役者として知られるクレアねぇの下、リズがなにかを成し遂げたとしても、それがリズの能力だとは誰も思わない。

			　リズが自分で成果を挙げたと、周囲に思わせるだけの過程が必要だ。

			「だからね。貴方が誰かに協力を求めるのは間違ってないと思うけど、それは貴方が主体だと思われるような相手じゃないとダメ。じゃないと、貴方の成果だと認められないからね」

			「おっしゃることは分かりました。ですが、わたくしには、その様な知り合いは……」

			「いるじゃない。同じ学生で、貴方に協力してくれそうな男の子が隣に」

			　――ぶっ。あ、あぶねぇ。思わずむせるところだった。

			　いや、たしかに間違ってない。間違ってはないよ？

			　俺はただの学生。リズと一緒になにか成果を挙げても、問題なく二人の、もしくはリズの成果だと皆は思うだろう。

			　だけどな？　俺の正体はグランシェス家の当主にして、グランシェス領が誇る技術を提供した片割れだ。そんな俺が協力者って……良いのかなぁ。

			「リオくん、リズの手伝いをしてあげてくれないかしら？」

			「大丈夫……なんですか？」

			　なにがとは言わず、自分が協力しても問題ないのかと問いかける。

			「あたしが、今ここにこうして存在している。それがなによりの答えじゃないかしら？」

			　俺が協力してもクレアねぇの手柄になっているのだから、リズにも同じことが出来ると言う意味。それを聞いた俺は、なるほどと思った。

			「協力が可能だってことは分かりました。けど、俺には、俺の目的があるんですが？」

			　俺が学生になったのは、アリスとして転生した俺の妹――紗弥の、学生としての生活を俺と一緒に送りたいという願いを叶えるため。

			　思いつきであるのなら、受ける気はないというニュアンスを込めて答える。そんな俺に対して、クレアねぇはどこか真剣な眼差しを向けてきた。

			「貴方にとっても、マイナスじゃないと思うわ」

			　マイナスじゃない、ね。プラスだと言わない辺り、なんとなく事情を察した。

			　リズの件を放っておくと問題が起きて、アリスの穏やかな学園生活に支障が出る――って意味なんだろう。

			　だとすれば、リズの一件を放っておくことは出来そうもない。

			「リオさん、わたくしからもお願いします。協力して頂けませんか？」

			　俺が黙っているから流れが悪いと感じたのか、リズが俺に頼み込んでくる。なんか必死な感じが伝わってくるけど……どうして俺にそこまで頼むんだろうな。

			「乗り掛かった船だからな。協力するのは、やぶさかじゃないけど……ホントに俺で良いのか？　俺のこと、なんにも知らないだろ？」

			「たしかにわたくしはリオさんの人柄をあまり知りません。ですが、グランプ侯爵様が紹介して下さったクレア様のお薦めですから」

			「クレア様の意見を信じるって？」

			「ええ。それにわたくし、こう見えても、人を見る目はあるんですよ？」

			　かつてのクレアねぇと同じような状況で、同じようなセリフを口にする。そんな風に言われると放っておけなくなるじゃないか。

			　……まぁ良いか。なにか成果を挙げる手伝いをするだけなら、大した手間にならないだろう。アリスのためにも引き受けた方が良さそうだし、クレアねぇの頼みでもある。

			　取り敢えず、出来るところまで手伝ってみよう。

		

	
		
			　

			エピソード　２－５　俺の義妹(ソフイア)が自重しない――はずがない！

			　

			　リズに協力すると決めた翌日。俺はアリス達と食堂で昼食を食べていた。

			　ちなみにアリス達というのは、アリスとソフィア。それにアカネともう一人、エイミーという女の子だ。

			　エイミーはアカネの知り合いだったので、アカネ経由で友達になったんだけど、あのウェルズの洋服店の娘だそうだ。

			　世の中広いようで狭い――なんて、ミューレ学園に来た商人の子供なんかの大半はウェルズさんの紹介って話だし、ただの必然かも知れない。

			　ともあれ、うららかな午後。俺達は和気あいあいと昼食を食べていた。

			「それでにーさん、昨日リズちゃんには告白されたんか？」

			「――ぶっ」

			　アカネの奴、さらっと爆弾を落としやがった。そして当然と言えば当然のように、アリスやソフィアの視線が鋭くなる。

			「私、その話、詳しく聞きたいなぁ～？」

			「ソフィアも、詳しく聞きたいなぁ～？」

			　ほらぁっ！　なんかすっごい食いついちゃったじゃん。後で覚えとけよと、俺はアカネを一睨み。どうやって説明するかと考える。

			　……そうだな。みんなの前でクレアねぇの名前を出す訳にはいかないから、アリスとソフィアに詳しい話をするのは後回し。だけど、アカネ達に変な想像をさせないためにも、リズに協力することになったのは軽く話しておくべきだろう。

			　そうなると……

			「昨日、リズに話があるって呼び出されたんだよ。でも、告白なんて色気のある話じゃなくて、選択授業の科目選びに付き合って欲しいって言われただけだよ」

			　ちなみに選択授業って言うのは、学園が出来た当初にはなかった制度だ。

			　初めは農業が中心だったけど、今は色んな技術を教えてる。なので自分でどの技術を学ぶか選択出来るようにしたのだ。

			　そして、俺がリズの選択授業の科目を選ぶ手伝いをすることにしたのは本当だ。

			　リズが出来る子だと認めてもらうには、なんらかの専門分野――つまりは、選択授業で成果を挙げるのが近道だと考えたからだ。

			「ふぅん。それでリオは、今日からリズさんと一緒に行動するんだ？」

			　そう言ったのはアリス。どことなく不満げに見えるのはきっと気のせいじゃないだろう。一緒の学園生活を送ると言う約束で入学してから、まだ十日足らずだもんなぁ。

			　後で事情を話すのは当然として、出来るだけアリス達との時間も取るようにしよう。

			「良かったら、みんなも一緒に選択授業を見て回るか？　リズにどんな適性があるか分からないから、取り敢えず全部体験する予定なんだけど」

			　――と、一番ついてきそうなソフィアに視線を向ける。

			「ごめん、ソフィアとアリスお姉ちゃんは、もうなにを選択するか決めてるんだぁ」

			「あぁそうなんだ。ちなみに……なにを選択したんだ？」

			「ソフィアがお料理で、アリスお姉ちゃんが服飾だよぉ～」

			「服飾と料理……」

			　どっちも二人の得意分野じゃないか。得意分野を伸ばすのは別に良いんだけど、今の先生ってたしか、二人の教え子だったような？　……先生がテンパらなきゃ良いけど。

			「へぇアリスさんは服飾を選択するんですね。実は私も服飾を選ぶつもりなんです。良かったら、一緒に行きませんか？」

			　そう言ったのはエイミーだ。ウェルズ洋服店の娘として、実家のために一生懸命なのだろう。その言葉の端々からやる気が感じられる。

			「うん。もちろんだよ、エイミー。それじゃ今日の午後から一緒に行ってみようよ」

			　楽しげにアリスがお喋りしている。普通の学生、普通の女の子としてのひととき。それだけでも、アリスが学園に通えるように手配して良かったって思える。

			　そんな風に見守っていると、アカネがアリスに話し掛けた。

			「エイミーが服飾なんは予想通りやけど、アリスさんは服飾が得意なんか？」

			「え？　そうだねぇ……ちょっとだけ？」

			　嘘を吐け、嘘をと心の中で突っ込まずにはいられない。この世界では間違いなく最先端をひた走る、アリスブランドの創設者だぞ。

			　エイミーはその技術を学ぶためにこの学園に来てるのに、それをちょっとって……エイミーが自信喪失したらどうするんだよ。

			「んで、ソフィアちゃんは料理なんやね。得意なんか？」

			「ソフィアはお菓子を作るのが好きなんだぁ。アカネさんが食べてるミルクレープはソフィアが作ったんだよ？」

			「「――えっ!?」」

			　想像もしてなかったのだろう。アカネとエイミーが驚きの声を上げた。と言うか、ソフィアの方はあっさりバラしちゃうのな。

			「はぁ、さすが学園の魔女やね」

			　アカネがおもむろに呟いた。

			　なにそれと尋ねると、ソフィアが陰でそう呼ばれてるって答えが返ってくる。学園設立当初からずっと学園に通ってるから、学園の主(ぬし)とかなら分かるけど……

			「なんで魔女？」

			「さぁ……うちも人から聞いただけやから」

			「そっか。うぅん……心当たりはないのか？」

			　後半はソフィアに向かって尋ねる。

			「ん～ソフィアの勘が良いからかなぁ？」

			「……勘？　あぁ……」

			　恩恵のことだろう。たしかにずばずば考えてることを当てられたら、そういう異名がついてもおかしくはない。って思ったんだけど、ソフィアは「それとも――」と続けた。

			「秘密の部活を作ったからかなぁ？」

			「秘密の部活……って、なんだ？」

			「それは、お兄ちゃんの――リオお兄ちゃんには秘密」

			　なん、だと。ソフィアが俺に秘密……？

			　いや、落ち着け。落ち着け俺！　ソフィアだって年頃の女の子。秘密の一つや二つや三つくらい――あっても気になる！

			「ソ、ソソソフィア。そこをなんとか教えてくれないか？」

			「やだ」

			「じゃ、じゃあ、ヒントだけでも！」

			「リオお兄ちゃん、しつこいよ」

			「――がはっ!?」

			　ま、ままままさか、ソフィアにしつこいって言われるなんて。反抗期？　これが反抗期なのか？　いい、いや、それとも単純に俺が根掘り葉掘り聞いたせい？

			　……生まれ変わって、今度こそ幸せな人生をって思ったけど……どうやら俺はどこかで選択を間違えたらしい。

			　あぁ、俺はどこで道を間違ってしまったんだろう……

			「もぅ……仕方ないなぁ」

			　窓の外に広がる空を見上げていると、ソフィアが俺の耳元に口を近づけてきた。

			「ソフィア？」

			「あのね。お兄ちゃんだから秘密なの。他の誰でもない、お兄ちゃんだから、だよ？」

			「それって……」

			　俺を避けてるんじゃなくて、俺に関する部活だからなのかと、声には出さずに尋ねる。

			「それ以上は恥ずかしいから、秘密、だよ？」

			　――俺は復活した。

			　いやぁ、そうだよな。俺がソフィアに避けられるはずないもんな。うんうん、分かってた。分かってたって。

			　なんて、そろそろ自重しよう。いや別に、ソフィアに本当に嫌われるかもとか心配してる訳じゃなくて。このあとは、リズと一緒に選択授業を回らなきゃだからな。

			　でも……結局、ソフィアの部活ってなんだったんだろうな？

			　それが原因で学園の魔女とか呼ばれてるなら、結構な内容な気がするんだけど……まぁ大丈夫か。ああ見えて、ちゃんと良識のある女の子だからな。

			　ソフィアならちゃんと自重してくれてるはずだ。……たぶん。

		

	
		
			　

			エピソード　２－６　どう足(あ)掻(が)いてもドジっ娘

			　

			　結局、アリスはエイミーと服飾の授業に。ソフィアはアカネと料理の授業に。俺はリズと各種選択授業を見てまわることになった。

			　そんな訳で、昼休みの終わり。

			　俺とリズは教室の片隅で、どの選択授業から見てまわるかを話し合っていた。

			「選択授業を選ぶ訳だけど、なにか特技とかはあるか？　後はやってみたい科目とか」

			「特技はう――」

			「……う？」

			「うえぇですわ!?」

			　意味が分かりません。

			「ふざけてないで、真面目に答えてくれ」

			「……ごめんなさいですわ。えっと、護身術は少々、あとは精霊魔術もほんの少しだけ使えます。他は礼儀作法くらいでしょうか？　やってみたいことは……なにがあるかも分かってないので、すみません。良く分かりませんわ」

			「ふむ……」

			　なるほどね。精霊魔術が使えるのは意外だけど、他は典型的な貴族令嬢って感じか。この調子だと農作業なんて経験もないだろうし、他の分野も同じだろう。

			　うぅん。成果を挙げさせるのは簡単だけど、周囲に認めさせるのはもちろん、本人にも出来れば自信を付けさせる形で成果を出させて上げないとダメだよな。

			　俺の代わりに褒められてるだけ――なんて、クレアねぇと同じ失敗はしたくない。でもそうなると、なにを選ぶか……取り敢えず、片っ端から見てまわるか？

			　

			　――そんな訳でやって来たのは、ミューレ学園が管理する農場。リズはその片隅で膝を抱えてめそめそと泣いていた。

			　なにがあったかを三行で説明すると――

			「お、おい、リズ？　そんなにいっぱい持って大丈夫なのか？」

			「大丈夫です。こう見えてもわたくし、力には自信があるんですのよ――きゃっ!?」

			「うあああああ、畑に蒔く灰がああああああっ!?」

			　といった感じだ。

			　ちなみに一度だけではなく、今みたいなのを三パターンくらい。

			　ぶちまけた灰なんかは俺が精霊魔術で元に戻しておいたけど、みんなの目は冷ややかだった。真剣な生徒達から見たら、俺達は遊び半分の邪魔者にしか見えないのだろう。

			　そんな訳で、俺はみんなに謝ってまわってからリズの様子を見に来た。

			「いつまで落ち込んでるんだ？」

			　食堂でもらってきた紅茶の入ったコップを差し出しながら尋ねると、リズはのろのろと顔を上げてコップを受け取った。

			「……冷たいですわ」

			「精霊魔術でちょっとな。ホットの方が良かったか？」

			「いえ、感謝しますわ」

			　リズはそう言って紅茶を一口、こくりと喉を鳴らした。

			　だけどその後は再び沈黙してしまう。一回失敗して慌てて、そのまま立て続けに失敗したからなぁ。相当にショックだったんだろう。

			「……リオさんは、精霊魔術も得意なんですのね」

			　なんで今そんな話をって思ったけど、その言葉は飲み込んでおく。多分話の切っ掛けが欲しかったんだろうと思ったからだ。

			「リズも精霊魔術を使えるんだろ？」

			「わたくしのは……その、魔力変換精度に致命的な欠点があるそうで……他の二つは天才だって言ってもらったんですけど……」

			「あぁ……」

			　精霊魔術で重要なポイントは三つ。

			　イメージ精度に、魔力変換速度。そして魔力変換精度だ。

			　イメージが鮮明なら、発動する事象の精度や自由度が上がる。アリスが精霊魔術で好き勝手やってるのは、この精度がずば抜けているからだ。

			　次に魔力変換速度。これが速いほど、短い時間でより多くの魔力を生成し、強力な魔術を使うことが可能になる。

			　そして最後は魔力変換精度だ。いかに品質の良い魔力を生み出すことが出来るかの技術。この能力が高ければ、瞬間火力を高めることが出来る。

			　魔力変換精度に致命的な欠点と言うことは、威力がまったく出ないと言うことだ。

			「ちなみに、発動すらしないのか？」

			「いえ、それが……威力に使われるはずの魔力が全て持続時間に消費されるようで、一応は発動するんですが、まるで使い物にならなくて……」

			「ほむ……」

			　アリスですら十数秒とかって話だし、たとえ数分もったとしても使い道がないって言うのは分かる。けど、威力が下がって持続時間が延びるっていうのは謎だな。

			　魔力は精霊にとっての糧だから……

			　せっかくリズが作った手料理、残す訳にはいかないだろ？　とか言って、真っ青になりながらも、時間をかけて食べたりする男前な精霊がいるのだろうか……？

			　いやむしろ、まずい手料理とかご褒美です！　なんて言っちゃう、変な精霊が……

			「……わたくし、こんなに自分が不器用だなんて知りませんでしたわ」

			　話が飛んだ――けど、多分、さっきのは前振り。こっちが初めから話したかった内容なんだろうなと思って、リズの話についていくことに。

			「今までは……その、失敗とかしなかったのか？」

			　あれだけのドジっ娘っぷり、普通はもっと早く気付くだろ――と言うニュアンスをオブラートにくるみまくって尋ねた。

			「身の回りのことはお付きのメイドがしてくれてましたの。だから、自分が不器用だなんて思ってもいませんでしたわ。やらないだけ、やれば出来るって思ってたんですの」

			　……あぁ、まさに箱入り娘だったんだな。

			「なら実際にやってみて、自分が不器用だって知ったんだな？」

			「……リオさんの目から見てもやっぱり、わたくしは不器用なんですのね」

			　俺はその問いに答えず、無言で畑仕事をする生徒達へと視線を向ける。正直、お世辞でも不器用じゃないなんて言えない。せめて答えないのが、俺の精いっぱいの気遣いだ。

			「……やっぱり不器用なんですわね、ぐすっ」

			　あぁ余計に落ち込ませてしまった――って、しょうがないじゃん！　今日一日の様子を見て、どう見ても不器用なんだから。

			　相手のためになるのなら嘘だって吐くけど、後で悲しませるって分かってる嘘はつけない。

			「たしかにリズは運動音痴だ。手先が器用だって可能性だけなら――今のところは、まだあるけど、それもあんまり期待出来そうにない。リズはハッキリ言ってドジっ娘だ」

			「……ドジっ娘。運動音痴。可能性は、まだ……」

			「えぇい、落ち込むな。事実なんだから諦めて受け入れろ」

			　俺はリズの両肩を掴んで神秘的な紫の瞳を覗き込む。

			「リ、リオさん、顔が、顔が近いですわ……」

			　リズは俺から逃れようとする。だけど俺はふざけてる訳でも口説いてる訳でもない。真面目な話をしてるのでリズを逃がさない。

			　やがてリズは諦めたように、赤らめた顔だけを俺からそらした。

			「……リオさん、酷いことを言ってる自覚ありますの？」

			「もちろんあるよ。でも事実なんだからしょうがないだろ？　それとも、大丈夫だよって慰められて、いつまで経っても結果を出せない方が良いのか？」

			「それは……嫌ですけど。でも、こんなに不器用なら、結果は同じですわ」

			「それは諦めるって意味か？　リズが諦めるって言うなら、優しく慰めてあげるよ。でもそうじゃないなら、優しくは出来ない」

			「まだ、わたくしに出来ることがあるって言うんですの？」

			「分からないから探すんだよ。少なくとも、試せる科目は他にもいっぱいあるからな」

			　やる気さえあれば、リズに向いてるなにかがきっと見つかるはずだ。……いや、見つけるまで探し続ければ良いだけだ。

			「……リオさんは、まだわたくしに力を貸してくれますか？」

			「リズが諦めないならな」

			　どうすると視線で尋ねる。リズは少し視線を彷徨わせていたけど、やがて真っ直ぐに俺を見て頷いた。

			「わたくしは諦めませんわ。ですからどうかお願いします、わたくしを導いて下さい」

			「あぁ、任せろ。ちゃんと家の人に胸を張れるようになるまで付き合ってやる！」

			　その日から、俺とリズは日替わりで各種選択授業を受けるようになった。

		

	
		
			　

			エピソード　２－７　ショッピング

			　

			　リズと行動を共にしてから、あっという間に一ヶ月と少しが過ぎた。

			　そんな六月の午後。授業を終えた俺は、屋敷の足湯に浸かってくつろいでいた。

			「ふぅ～、やっぱり足湯は最高だなぁ……」

			　足湯に浸かって疲れた体を癒す。

			　この世界には前世の世界にあったような娯楽はないけど、自宅にいながら足湯に浸かれる環境は最高だ。コタツとはまた違った魔力があるような気がする。

			　これで、リズの件が上手く行けば言うことはないんだけどな。残念ながら、リズに適性がありそうな選択科目は相変わらず見つかってない。

			　いや、さすがに最初の日みたいな失敗は……一日に一回くらいしかない。だから、なんとかなりそうな科目だって零じゃない。

			　人並み――いや、頑張れば人並みにこなせそうなものはいくつかあった。

			　どれか一つを一生懸命に頑張れば、いつかは人並み以上に上達すると思う。けど、それじゃ多分、卒業までに家の人を納得させるレベルに届かない。

			　……うぅん。どうしたものかな。

			　俺がさり気なく技術提供する選択肢もあるけど……出来ればそれは最終手段にしておきたいし……なんて考えていると、パタパタ走る足音が近づいてきた。

			「リオンみ～っけ」

			　アリスが俺の横に座り、腕に抱きついてくる。そして反対の手で制服のスカートを軽くまくり上げ、足湯にそっと足を浸ける。

			「アリスはいま帰りか？　結構遅かったな」

			「えへ、ソフィアちゃんと料理の研究をしてたんだよ」

			「そうなんだ？　それじゃ、ソフィアは？」

			「ソフィアもいるよ～」

			　反対側から声が聞こえ、ふわりと俺の隣にソフィアが座った。そしてやっぱりスカートの裾をまくり上げて、足湯にゆっくりと足を浸ける。

			　スカートの裾をまくり上げた女の子が両脇に……白い太ももがまぶしい。

			「二人とも、脚にタオルかなにかをかけた方が良いんじゃないか？」

			　俺がそう言った瞬間、二人は俺を挟んで顔を見合わせ、クスクスと笑い声をこぼした。

			「リオンお兄ちゃん、心配してくれてるんだね。でも大丈夫だよ。このスカートの中は、他の人には見えない仕様だから」

			「もちろんそれは覚えてるよ」

			　アリスの刻んだ紋様魔術で、スカートの中が見えそうになったら謎の光りが現れて見えなくなるのだ。ダークネスの紋様魔術が刻まれている制服を着る俺以外には、な。

			　……一応言っておくけど、アリスが勝手にやっただけ。俺が頼んだ訳じゃないからな？

			「そもそも他の人はいないから、そっちは心配してないよ。だけど俺には見えちゃうから、気を付けなきゃダメだろ？」

			「ん～、つまりリオンお兄ちゃんは、ソフィア達のスカートの中が見たいの？」

			「ぶっ!?」

			　な、なんてことを直球で聞きやがりますかね。

			「どうなの、リオンお兄ちゃん？」

			「いや、えっと……み、見たいか見たくないかじゃなくて、見えそうなのが問題なんだ」

			「つまり、リオンは私達のスカートの中が見えそうで気になって仕方ないんだよね？　良いんだよ、我慢しなくても」

			　むおぉ、反対側からも攻撃が飛んできた。なにこの状況。足湯で左右に侍らせた美少女に誘惑されるとか、のぼせたらどうしてくれる。

			　――けど、二人がこんなに直接的な行動を取るのは、そういうこと……だよな。

			「二人ともごめん。けど、大丈夫だから」

			　俺は自分にしがみついてくる二人の手を握り返した。二人はそんな俺の行動に驚いて顔を覗き込んでくる。

			「……リオン？」

			「……リオンお兄ちゃん？」

			「みんなで学園に通おうって言ったのにな。最近一緒に遊べなくてごめん。リズにばっかりかかりっきりでごめん。でも、二人がどうでも良くなった訳じゃないから」

			　リズ自身が放っておけないって気持ちもたしかにある。けど俺が一番に考えてるのは、アリス達が楽しい学園生活を送ることだ。

			　もしリズを放っておいて、アリス達の前でリズが無理に連れ帰られるなんて事態になったら、せっかくの学園生活が色あせてしまう。

			　それがリズを助ける一番の理由。

			「……だから、そんな風に心配しなくても良いよ」

			　……って、なにを言ってるんだろうな。下手をすれば、いや下手をしなくても、俺が好きなのはお前達だから大丈夫って、言ってる様なものじゃないか。

			　あーあーあーっ、考えたらよけいに恥ずかしくなってきた！

			　そもそも二人が俺をからかってるのだって、不安だからとは限らない。ただふざけてるだけって可能性もあるんだ。なのに心配しなくて良いって、自意識過剰すぎだろ。

			「悪い、忘れてくれ」

			　恥ずかしくなってごまかす。そうして「それより、次の休みは三人で遊びに行こう」と切り出した。それに対して二人は顔を見合わせ――アリスが口を開いた。

			「三人……ってここにいる三人？」

			「ホントはクレアねぇもって言いたいけどな。クレアねぇと一緒に行動すると、俺達がグランシェス家の関係者だってバレちゃうからな」

			　クレアねぇには悪いけど、別の機会を設けて許してもらうつもりだ。

			「リオンだって、リズさんの面倒を見なきゃいけないんじゃないの？」

			「そうだよ。クレアお姉ちゃんにも頼まれてるんでしょ？」

			「リズの件はちゃんとするよ。でもたまの休みくらいは、な」

			　少しでも早くリズの適性を見つけなきゃという思いはある。けど、あんまり根(こん)をつめすぎたって上手く行かないと思うし、二人を蔑ろにするのも嫌だ。

			　だから、次の休みは三人で遊びに行こうと思ったのだ。

			「リオンは優しいね」

			「……それ、みんなに優しいって皮肉だったりしないか？」

			　疑惑の目を向けると、アリスは悪戯(いたずら)っぽい微笑みを浮かべた。そして二人同時に示し合わせたように、俺の耳元に唇を寄せてくる。
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			「たしかに今のはみんなに優しいって意味だよ。だけど――」

			「リオンお兄ちゃんは、ソフィア達をちゃんと見てくれる。特別扱いしてくれる」

			「そんなリオンが、私達は――」

			「「――大好き、だよ」」

			　左右から響く、甘く囁(ささや)くような声。

			　頭に血が上ってクラクラする。いや、違う。ずっと足湯に浸かってたから、のぼせただけだ。断じて二人にのぼせた訳じゃない。……ぱたり。

			　

			　そんな訳で、俺達は次の休みに出かけることになった。

			　そうして訪れた最初の休日。俺とアリスとソフィア。それにリズを加えた四人は、街の広場に集合していた。

			　……いや、誤解しないでくれ。別に俺がリズを呼んだとか、リズがわたくしも連れて行って欲しいと言い出した訳じゃない。

			　リズを誘ったのは、アリスとソフィアだ。

			　二人はリズの事情を知った上で、いまだに特技が見つかっていない現状を知ってる。だから、リズにも息抜きをさせるべきだって申し出てくれたのだ。

			　まあ、それでも少し迷ったんだけどな。結局は二人の好意に甘えることにしたのだ。

			「今日はお誘いありがとうございます。よろしくお願いしますですわ」

			　リズがぺこりと頭を下げる。

			「こちらこそよろしくね。いつもリオがお世話になってます」

			「うんうん。いつもお兄ちゃんがお世話になってます」

			　ええい、止めろ。お前らは俺の母親かなにかか。そしてお世話をしてるのは俺の方だからな。いや、なんとなく俺の所有権を主張してるんだって言うのは分かるけどさ。

			　初対面でもあるまいに、リズは絶対、そういう含みのある発言には気付かないからな？

			　なんて俺が突っ込みを入れるまでもなく、リズは「そんなっ、お世話になってるのはわたくしの方ですわ」とか慌てている。

			　少しずれているけど、それ故に険悪な雰囲気にはならない。出来ればそのまま仲良くしてくれと願わずにはいられない。

			「挨拶はその辺で良いだろ。それより、まずはどこに行くか決めようぜ。ってことで、みんなはどこに行きたい？」

			　俺はさり気なく話を変え、みんなに尋ねる。

			「私は洋服のお店に行ってみたいかな」

			「ソフィアはねぇ、最新のケーキが置いてるカフェに行ってみたいかな」

			「わたくしは……ランジェリーショップに興味があります」

			　アリス、ソフィア、リズの順番で口々に言った。と言うか、若干一名、男の俺がいるのを忘れてるような発言があるけど、出来ればスルーしたい。

			「ちなみに俺は――」

			「足湯でしょ？」

			「足湯だよね？」

			「足湯ですよね？」

			「――何故分かった!?」

			　呆れられた。そんなに足湯足湯言ってるつもりはないんだけどなぁ。まさかリズにまで言い当てられるとは思わなかったぞ。

			「しかし、行きたいところは見事にばらばらだなぁ……」

			「そうでもないよ。両方とも回れば良いんじゃない？」

			　アリスがこともなげに言い放つ。けど……

			「まさか、俺をランジェリーショップにまで連れて行くつもりじゃないだろな？」

			「え、そのつもりだけど」

			「そのつもりって……」

			　年頃の男女が一緒に水浴びをするような世界で生まれ育った二人はともかく、前世の記憶があるアリスは自重しろよ。

			　――って思ったけど、アリスに常識を期待するのが間違いだった。

			「……なんか、酷い事を考えられてる気がするよ？」

			「気のせいだ。って言うか、俺は外で待ってるからな？」

			「うぅん……まぁ、その話は後でしよ？　取り敢えず洋服を選ぶのを手伝ってよ。洋服店になら一緒に来てくれるでしょ？」

			「それくらいなら良いけど……絶対ランジェリーショップの中には入らないからな？　絶対だからな!?」

			　

			　とまぁそんな訳でやって来たのは、大通りにある大きな洋服店。

			「騙(だま)された……」

			　俺は店内の絨毯に崩れ落ちて項垂れていた。

			　ミューレの街にあるアリスブランドのお店。それは洋服に靴、そして下着までを扱った総合店だったのだ。がっくし。

			　いや、冷静に考えれば、アリスが『両方とも回れば良い』なんて言った時点で予測は出来たんだよな。

			　足湯とカフェは、足湯メイドカフェ『アリス』でセット。そうすると『両方』のもう片方は、ランジェリーと洋服店がセットと言うことになる。

			　そもそも、ミューレの街で売ってる洋服はアリスブランドが大半。洋服だけでショッピングモールのような規模になるはずがない。

			「リオンはなにしてるの？」

			　打ちひしがれているとアリスが戻ってきた。

			　って言うか、

			「リオンって呼ぶな、リズに聞かれたらどうする。あと、簡単に騙(だま)された自分の馬鹿さに落ち込んでるだけだからほっといてくれ」

			「ふぅん？　そんなことより、見て見て？」

			「そんなことって、お前なぁ……」

			　ため息まじりに立ち上がる。そうしてアリスを見た俺は思わず硬直した。アリスが淡いブルーのブラを胸に添えていたのだ。
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			「この下着、私に似合うかな？」

			「ブラを胸元に当てるのは止めれ。想像しちゃうだろ」

			　しかも、さり気なく――なのかわざとなのか、タグにアンダー65のEと書いてるのが見えてんぞ。バスト推定85かよ。

			　前から思ってたけどむちゃくちゃスタイル良いな！

			　――あっ！　でもこの世界の単位と地球の単位は違ったはずだ。そうなると、さっきの数字もセンチメートルとは違うのか？

			「ちなみに、この世界の長さってあやふやだったから、ミューレの街では地球と同じ単位を使ってるよ。メートル原器が存在しないから、長さは私の目測だけどね」

			「……そうですか」

			　タグが見えてるのはわざとだったか。

			　ちなみにアリスの言ったメートル原器というのは、この長さが１メートルだって基準となる棒のことだ。それがないから、アリスが目測で１メートルを決めたって意味だけど……

			　アリスの目測だろ？　相対的に考えれば、この世界の１メートルと、地球の１メートルがほぼ同じくらいだって言ってるようなものじゃないか。

			　つまり、さっきの数字は限りなく正確だってこと。……やっぱり発育良すぎ。

			「それで、このブラ、私に似合うと思う？」

			「……だからさぁ。そんなのを俺に聞いてどうするつもりなんだよ？」

			「え、ここで私が買う下着を見せておけば、私はいま、あの時の淡いブルーの下着を着けてるんだよ？　とか言って誘惑出来るじゃない」

			「そんな恐ろしいこと考えてるのかよっ！」

			　そんな風に言われたら、絶対今日の光景とあわさって想像しちゃうぞ。恐ろしい。

			「という訳で、私はこの淡いブルーの下着と、刺繍入りの黒い下着を購入するね」

			「だーかーらー、見せるなって！」

			　と言いつつも、目はそらせない。子供の時は視線がそらせたのに、最近は二次性徴も終わって、体が精神に影響を及ぼしてる気がする。

			　……言い訳だけど。

			「リオお兄ちゃん、聞いて聞いて、ソフィアね、トップが78になったんだよ！」

			「わたくしも85ありましたわ。これって、どういう数字なんですの？」

			　アリスの下着選びに付き合わされていたら、ソフィアとリズも下着を携(たずさ)えて戻ってきた。

			　って言うか……

			「だから、な？　その情報は軽々しく男に教えて良いものじゃないんだって」

			　あんまりにも無防備な二人。アリスは分かっててやってる節があるけど、こっちの二人は天然っぽいから、こっちが恥ずかしくなる。

			　いやいや、落ち着け。落ち着いて冷静になれ。

			　ソフィアのトップが78。トップだけで比べるとアリスよりかなり小さいけど……ソフィアの身長は１５０センチメートルくらい。更には体型も小柄で、アンダーはたぶん60くらい。

			　つまり、Dカップはある計算だ。

			　リズもトップ85とか言ってたから……ソフィアよりは肉付きが良いからアンダー65としてもEカップ。

			　いくらこの世界の子供の成長が早いからって、二人とも発育良すぎじゃないか？　アカネとかが聞いたら泣くぞ、たぶん。

			　…………って、冷静に検証してどうするよ。

			「ふふん、リオってば、なにを考えてるのかな？」

			　アリスがニヤニヤ言いそうな顔で話し掛けてくる。

			「分かってるくせに聞くなよな。と言うか、俺は洋服でも見てくるよ」

			「……もしかして、嫌だった？」

			　答えにくいことを。

			　そりゃ俺だって男だし、アリスやソフィアを意識してないと言えば嘘になる。だから、この状況が嫌か嫌じゃないかで言えば――大歓迎だ。

			　けど……

			「リズがいるからな。そういうの分かってないみたいだし、俺が気づかうべきだろ」

			「……リオン。無理しちゃって」

			「うっさい。とにかく、俺は席を外すから」

			　俺はソフィアとリズにも聞こえるように言って踵(きびす)を返す。だけど寸前で言うべきことを思いだして、もう一度アリスの方を見た。

			「……ん？　どうしたの？」

			「アリスは元が可愛いんだからさ。黒の下着でえっちぃお姉さんっぽく振る舞わなくても、清純な下着で十分魅力的だと思うぞ？」

			「ふえぇっ!?」

			　一瞬でアリスが真っ赤になる。それを見た俺は仕返し完了とばかりに笑って、今度こそ本当に立ち去った。

		

	
		
			　

			エピソード　２－８　アリスティアの思い描く日常

			　

			　そんなこんなで、俺は少女向けの洋服売り場へとやって来た。

			　アリスの趣味だからだろう。編み上げのブラウスやティアードスカートなどなど、俺好みの可愛い系の服が多い。

			　……もしかして、アリスの趣味じゃなくて、アリスが考える俺の趣味なのか？

			　ま、まぁそれはともかく、だ。基本的には高価な服が多いけど、綿や麻なんかで作られたそこそこ安価な服も売られ始めている。

			　それでも、低所得の農民なんかが買うにはまだ少し高いけどな。

			　数が出まわって品揃えが増えればどんどん値下げすると確約してるので、みんな財布と相談しながら、無理のない値段になったら購入しているようだ。

			　ちなみに、最初から安く売らないのは、そうしないとすぐ売り切れになるからだ。

			　最初は金貨百枚で二十着ほど売りに出したんだけど、一瞬で売れた上に、倍の値段を出すから売ってくれとか言う人がつめかけて大変だった。

			　まあそんな訳で、農民がここの服を買うのは、もう少し先の話だろう。

			「にーさん、こんなところでどうしたん？　女の子へのプレゼントでも買いにきたん？」

			　聞き覚えのある声に顔を上げると、制服姿のアカネと出くわした。

			「俺はアリス達の付き合いだよ」

			「そういう割には一人みたいやけど？」

			　アカネは周囲も見回しながら尋ねて来る。それに対して俺はため息で答えてみせた。

			「みんなが下着を選び始めたから逃げてきたんだよ。そういうアカネは一人なのか？　と言うか、なんで休日まで制服なんか着てるんだよ？」

			「うちはエイミーの付き添いなんよ。今は別々に行動中やけどね。そんでもって、制服なのは、これが一番着心地が良いからやね」

			「……ん？」

			　割高とは言え、無理すれば買えない値段じゃない。大きな商会の娘であるアカネなら、一着や二着は普通に買えるはずなんだけどな。

			「市販の服には紋様魔術が刻まれてへんやろ？」

			「あ～、そうだったな」

			　制服にはレーザー級のほかに、一定以上の紫外線をカットや、空調の紋様魔術が刻まれている。一般に販売されてる服にはない機能なので、着心地が段違いなんだろう。

			　俺の私服はアリスが紋様魔術を刻んでくれてるので、すっかり忘れていた。

			「ふぅん……？」

			　気付けば、アカネがジッと、俺を見つめていた。

			「な、なんだよ？」

			「普通は服を着比べれば、すぐに分かるやろ？　それやのに、にーさんは気付いてへんかった。もしかして、その私服にも紋様が刻まれとるんか？」

			　それを聞いた瞬間、俺はしまったって表情を浮かべてしまう。それだけで十分だったのだろう。アカネはなるほどと笑みを浮かべた。

			　そして何気なく周囲を見回し、なんでもないような口調で言い放つ。

			「そう言えば、このお店の衣類って、アリスブランドって言うんやね」

			　今度は顔に出さなかった自信はある。そもそも、アカネは俺から視線を外しているから、俺の反応は分からない。ようするに、なんとなく気になったから聞いたけど、真実を暴くつもりはないって意思表示だろう。

			　まあアカネになら、アリスがアリスブランドの創設者だって知られても大丈夫だと思うけどな。せっかくの好意だし、ありがたく惚(とぼ)けておこう。

			　ってな訳で、俺はサラッと世間話として受け流し、別の話題へと移る。

			「そういや、アカネはなにか良い商売が見つかりそうなのか？」

			「うぅん。それがなかなか上手いこといかへんねぇ」

			　理由を聞いてみると、この街で作られたモノはどれも生産量が少ないので取り扱う商人が決まっていて、新規で介入する余地がほとんどないのがネックらしい。

			「生産量が増えたら事情も変わると思うんやけどね。初動で負けたんは痛かったなぁ」

			「そうなると、次に狙うのは、新商品の販売に関わること、か？」

			「そうやね。そんな訳でにーさん、なにか商売のネタは知らんか？」

			「ん～、新商品は放っておいても出てきそうだけど……」

			　既存のジャンルの新商品は、既に契約してる商人がいるだろう。コネでまわすのは簡単だけど、努力で掴んだ人の契約を取り上げるつもりはない。

			　そうなると、新たな産業か……もしくは既存の、だけど他の街には出まわってない商品ってことになるけど、そんな都合の良い物は……あぁ、一つだけあったな。

			「あえて言えばナマモノ系かなぁ」

			　この街の商品を取り扱うという趣旨から外れるけど、輸送してもらいたい各地の特産品は無数にある。もしそれが出来るなら、うちのお抱えとしても良いくらいだ。

			「ナマモノかぁ。もし腐らせずに輸送出来れば、需要はありそうやね」

			「そうだな。冷やして保存すれば日持ちはするけど、そんな手段は限られてるしな。それに今の交通手段じゃ時間がかかりすぎる」

			　例えばリゼルガルムまでは馬車で五日。

			　馬車で舗装されてない道を通った場合、一日で60キロメートル程度だったはずだ。つまり、リゼルガルムまではおおよそ３００キロメートルという計算だ。

			　３００キロメートルの輸送で五日。常温でナマモノを運ぶには問題がありまくる。

			「なるほどなぁ。輸送手段の改善は……ちょっと思いつかへんけど、冷やして保存いうのは面白そうやな。冷やしたら、日持ちするていうことやんね？」

			「ああ。それに、氷らせばもっと保つはずだぞ」

			　この辺は暖かい地域なので、自然の氷はまず存在しない。けど、この世界には魔術があるからな。氷を作るだけなら不可能じゃないはずだ。

			　コスト的に考えると……さすがに無理があると思うけどな。

			「なるほどなぁ。少し考えてみるわ、ありがとな」

			「どういたしまして……って、意外だな。無理の一言でバッサリいかれると思ってたぞ」

			「否定してたら、商売のネタはみつからへんからね。何事もまずは可能性を考えてみる様にしてるんよ」

			「へぇ、しっかりしてるんだな」

			「褒めてもなにもでぇへんよ？」

			　と言いつつ、アカネは少し照れくさそうな笑顔を見せてくれた。

			　

			　それから二言、三言と世間話をしていると、どこからともなくアカネを呼ぶ声と、俺を呼ぶ声が聞こえてきた。

			　アカネを呼ぶのはエイミーで、俺を呼ぶのはアリス達だ。

			「それじゃ迎えも来たし、俺はもう行くな」

			「そうやね。うちも――っと、その前に一つだけ忠告や。リズちゃんのこと、気を付けたった方が良いよ」

			「リズを？　どういう意味だ？」

			「うちも詳しい事情は知らへんけどね。なんやきな臭い連中が彼女のことを聞いてまわってるみたいやよ」

			「ふむ……教えてくれてありがと」

			　家の者が捜してるのか？　それとも、別件でなにかあるとか？　分からないけど、取り敢えず気を付けた方が良いだろう。

			「気にせぇへんで良いよ。それじゃうちはもう行くわ」

			「おう、それじゃまた、学園でな」

			　アカネと別れてアリス達と再び合流。俺達はそのまま街の探索を再開した。

			　その後は足湯メイドカフェに立ち寄り、みんなで仲良くお喋りをする。そうして日が傾き始めた頃、みんなで学生寮に帰宅という流れになった。

			「ん～今日は久しぶりに遊んだね～」

			　俺の隣を歩いていたアリスが満足げに声をもらす。

			「ちゃんと楽しめたか？」

			「うんうん。今日はすっごく、すごく楽しかったよ。中学や高校に通ってたら、きっとこんな感じだったんだろうね」

			「そうだな……」

			　俺や紗弥が健康な体だったら、こんな光景が毎日のように続いてたんだろう。前世では叶えられなかったけど、この世界で叶えられたのは凄く嬉しい。

			　最初はアリスにだけ通ってもらうつもりだったけど、俺も一緒に通って良かった。

			　でも……俺はそんな大切な時間の多くを、リズのために使ってる。もう少しアリスやソフィアのために使うべきなのかな――と、そんな風に思ったんだけど、

			「……良いんだよ」

			　アリスは俺の内心を見透かしたかのように呟いた。

			「リオンはそれで良いんだよ。リオンのやりたいことを、やりたいようにすれば良いんだよ。自由に生きて、幸せになって……って、そう言ったでしょ？」

			「それは……でも、俺と一緒に通いたかったから、あんなに怒ったんじゃないのか？」

			　学園に通うのはアリスだけだと言ったあの日、アリスは理不尽な理論をもって、俺が学園に通うように迫ってきた。

			　だから、今の状態は不満なんじゃないかなと思ったんだけど……

			「私が怒ったのは、リオンが自分の気持ちを押し殺そうとしたからだよ。リオンだって本当は、私やソフィアちゃんと学園に通ってみたいって思ってたでしょ？　なのに私のために自分は裏方に回るって言った。だから、怒ったんだよ？」

			「そう、だったのか」

			　予想外……ってことはないな。

			　今にして思えば、アリスは学園に通いたいってわがまますら言わなかった。そんなアリスが、俺と一緒に通えないからという理由だけで怒るはずがない。

			　あれは、俺のために怒ってくれてたんだろう。

			「それにね、リオン。リオンは穏やかで普通の学園生活を私に――なんて思ってたみたいだけど、私は普通じゃなくて良いの」

			「それは……波瀾万丈が良いって意味なのか？」

			　たしかに今までも穏やかな日々とは言えない感じだったけど、平和な毎日の方が良いと思うんだけどなって思ったら、アリスはやんわりと首を横に振った。

			「普通かどうかじゃなくて、リオンと学園生活を送ることが大事なの。そして、リオンと一緒にいて普通の学園生活を送れるなんて思ってないよ」

			「……酷くないか？」

			「だって、現に送れてないでしょ？」

			　ぐぅの音もでねぇ。

			　一緒に学園に行って、一緒に勉強をする。そして昼休みは一緒にご飯を食べて、帰りも一緒に帰る。そんな穏やかな日々を想像していた結果がこれだもんな。

			　いやまぁ、いま挙げたようなイベントは適度にこなしてるけどさ。その合間に発生してるリズがらみのあれこれが忙しくて、穏やかな日々という感じがしない。

			「そういう訳だから、これからもリズさんに協力してあげてね」

			「……良いのか？」

			「私はリオンを束縛したい訳じゃなくて、リオンと一緒に学園生活を送りたいの。だから、リオンがリズさんの手伝いをするのなら、私はそれに協力する。それが、私の思い描く、リオンとの楽しい学園生活だよ」

			　アリスは穏やかな微笑みを浮かべた。

			　傾き始めた日差しを受けて、桜色の髪がキラキラと輝いている。その瞬間を切り取って、ずっと保存したくなるような光景。

			　俺は自分の鼓動がとくんと跳ねるのを意識した。

			「それにね。今日一日一緒に行動して、リズさんが凄く一生懸命頑張ってるって分かったから。私もリズさんに協力してあげたいって思ったの。ソフィアちゃんも同じ結論だよ」

			　悪戯(いたずら)っぽい微笑み。

			　もしかして、今日リズを誘ったのには、そういう理由もあったのかな？　一緒に遊んでみて、良い子そうなら協力する、とか。

			　真相は分からないけど、優しくて頼りがいのある女の子達なのは事実だ。

			　リズがなにを出来るのか、どうやって成果を出すかはまだ思いつかないけど、みんなが協力してくれるのならきっと上手くいくだろう。

			　そんな風に思ったその時、

			「触らないで下さいましっ！」

			　リズの甲高い声が響いた。

		

	
		
			　

			エピソード　３－１　リズの家庭内事情

			　

			　リズの怒鳴り声を聞きつけた俺は、慌てて声の方へと視線を向ける。俺とアリスの前を歩いていたリズとソフィアが、寮の前で騎士風の男に詰め寄られていた。

			　俺は急いで駆けより、リズと騎士風の男のあいだに割って入る。

			「リズ、どうしたんだ。なにがあった？」

			「そ、それはその……」

			　リズはしどろもどろになって顔を伏せてしまう。怯えてる……とは少し違うか？　なにか言いにくそうにしてる？

			　うぅん。取り敢えず……相手に話を聞くか。

			「すみませんが、どこのどなたでしょう？　騎士のように見えますが」

			「そういう貴方はどなたですかな？」

			「失礼しました。私はリオ。彼女の友人です」

			「そうですか。自分は……彼女のご実家の命令で、リズ様のお迎えに上がった者です」

			　なんか妙な間があったけど、リズが反論する様子はない。だとしたら、さっきの間は……リズの家名を出しかけてごまかしたってところかな。

			　そうなると、お迎えというのは事実。リズは婚約が嫌で家を飛び出してきたって話だし、家出娘を連れ戻しに来たってところだろう。

			　リズに協力するといった手前、助けてあげたいけど……家出娘を連れ帰ろうとする保護者の邪魔をするのもなぁ。

			　なんて思ってたら、リズが俺の横に進み出てきた。

			「わたくしは帰らないと申しましたわ。お兄様にはそう伝えて下さい」

			「そうはいきません。リズ様がなんと言おうと、婚約は進んでいるんです。帰って頂かなければ困ります」

			「ですから、わたくしは――」

			　不毛な言い争いになりそうなのを察して、リズのセリフを手で遮る。そうして、再び二人のあいだへと割って入った。

			「横から失礼します。彼女はなにやら嫌がってるようですが？」

			「……これは家庭の問題です。部外者は首を突っ込まないで頂きたい」

			「家庭の事情だというのなら事情は聞きません」

			「では、退いて頂けますかな？」

			　口調こそ丁寧だけど、引っ込んでいろというニュアンスが感じられる。だけど俺はそれに気付かないふりをして続ける。

			「――ただ、リズが怯えているので、今日のところはお引き取り頂けませんか？」

			　俺はそう言いながら、意味ありげに寮の方へと視線を向けた。

			　騒ぎを聞きつけたのだろう。そこには数人の生徒と、寮や屋敷の見回りをしていたであろうグランシェス家の騎士がこちらをうかがっている。

			　強硬手段に訴えるのなら、騎士に助けを求めますよってニュアンスを含ませたのだ。

			　もちろん、それはハッタリだ。

			　彼女の家柄がうちと同程度か、それ以上の可能性が高いというだけでなく、リズは結婚が嫌で家出をしてきたという負い目がある。

			　正式に抗議をされたらどう考えても分が悪い。

			　けど、リズのお迎えの人は、どうやらリズの素性を隠したがってるみたいなので、そこにつけ込んでみた訳だ。

			　結果――

			「………分かりました。いったん出直しましょう」

			　男はため息まじりに言い放った。どうやら俺のもくろみは上手くいってくれたらしい。

			　この人が理性的で助かった。パトリックみたいな性格だったらアウトだったからな。

			「――リズ様、今日のところは失礼いたします」

			　俺の背後に隠れるリズに向かって一礼、騎士風の男は立ち去っていった。

			　俺は騎士風の男が完全に視界から消えるのを確認、リズへと向き直る。

			「リオさん、ありがとうございますわ。それで、その……」

			　リズは言いよどんでる。事情を聞かれたくないってところだろう。まあリズは最初からずっと身分を隠したがってたからなぁ。

			「なぁリズ。出しゃばって追い返しちゃったけど、迷惑じゃなかったか？」

			「――え？」

			「やっぱり、迷惑だったか？」

			「いいえ、まさかっ。凄く助かりましたわ」

			「そっか、それなら良いんだ」

			　俺はなにも気にしてないかのような素振りで言い放ち、それじゃ帰ろうかと続けた。

			「え、あの。リオさん？」

			「ん？　まだなにかあるのか？」

			「いえ……その、なんでもないですわ。ありがとうございます」

			　そうして、俺達は学生寮へと戻ったのだけど、もちろんそのままにするつもりなんてない。リズを問い詰めなかったのは、拒否されるのが分かっていたから。

			　それに俺にはもっと確実なルートがあるからな。

			　という訳で、俺は学生寮にある自室――と言っても偽装用で、大半は屋敷の方で暮らしてる――から抜けだし、お屋敷の執務室へと向かった。

			　そうしてたどり着いた執務室の前。

			　ノックの返事を聞いた俺はバーンと扉を開け放った。

			「教えてクレアねぇ！」

			「もちろん、あたしが大好きなのは弟くんよ。ちょっと鈍感だけど、みんなのために一生懸命になれる、優しいところが好きよ。他には――」

			「ちょおおおおおお!?　なにを言い出すんだ!?」

			「弟くんがいきなり主語抜きで教えてとか言うからでしょ」

			「……ごめんなさい」

			　いや、悪のりしたのは事実だけどさ？　普通ノータイムで愛の言葉が返ってきたりはしないと思うんだ。正直、かなりびっくりした。

			「それで弟くんはなにしに来たの？　もしかして、お姉ちゃんのブラのサイズも、知りたくなった？」

			「違うしっ」

			　……と言うか、今〝も〟って言ったぞ。こぇえよ。なんで俺が他の娘のサイズを入手してしまった事実を知ってるんだよ。

			　……………ま、まぁ良いや。深く考えるのは危険すぎる。

			「実はさっき、寮の前で――」

			「リズさんのお迎えが来たんでしょ？」

			　ホントなんで知ってるんだよ……って、そうか。さっきは目撃者もいたからな。騎士の誰かが報告してるだろうし、クレアねぇが知っててもおかしくないか……こっちは。

			　なんにしても、知ってるのなら話は早い。

			「今日は帰ってもらったけど、またそのうち来ると思うんだ。なんとか出来ないかな？」

			「グランシェス家の権力でって意味ならダメよ。冷たく聞こえるかもしれないけど、あくまで家庭の事情だからね」

			「む、むぅ……」

			　悔しいけど、正論すぎて反論出来ない。

			　実際に権力が及ぶかどうかはともかく、そちらの娘の結婚話を破談にしないなら、技術提供をしないからな――とか言うのはさすがに、な。

			「もちろん、あたしも出来ることはするつもりよ？　けど、最初に言ったでしょ。最終的には本人次第よ」

			「それは逆に言えば、結果を出せばなんとかなるって意味だよな？」

			　じゃなきゃ、俺が手伝うように仕向ける意味がない。だからそれは疑問じゃなくて確認的な意味だったんだけど、クレアねぇは難しい表情を浮かべた。

			「その通りよ……って言いたいんだけどね。本音を言うと良く分からないのよねぇ。リズさんの家族のことは知ってるけど、娘を溺愛しているって噂よ」

			「娘の嫌がる縁談を組むとは思えない、ってことか？」

			「あたしも親しい訳じゃないから、絶対とは言えないけど、ね」

			　ふぅむ……なら政略結婚の道具って線は薄そうだな。他に考えられるのは……

			「パトリックみたいに、結婚相手が圧力をかけてるとか？」

			「それもないと思うんだけどね」

			「そうなのか？　と言うか、リズの結婚相手ってどんな奴なんだ？」

			「そうねぇ……弟くんに匹敵するくらい女性に人気があるわ」

			「……コメントに困る言い方するのは止めて欲しいんだけど」

			　否定すれば相手が大したことないと貶すことになるし、肯定したら自分がモテると自画自賛することになる。

			　まあ、分かった上で、俺をからかおうとしてるんだろうけどさ。

			「それで、性格とか年齢はどうなんだ？」

			「策を弄するタイプの青年よ。野心家で女性を政治の道具みたいに見てる感じはあるけど、そこまで逸脱した考えの持ち主じゃないわ。むしろ、弟くんには学ぶべき部分もあるわね」

			「学ぶべき部分？　野心家なところとかか？」

			「当たらずとも遠からずかしら？　正確には……まぁ良いじゃない」

			　クレアねぇは一瞬溜めたあと、サラッと話を逸らしてしまった。

			「そんな言い方されたら気になるんだけど？」

			「そのうち分かるわよ。それより話は以上かしら？」

			　言われて、クレアねぇが話をしながらも、ずっと作業を続けていることに気付く。

			「ごめん、忙しかったのか？」

			「お仕事でしばらく出かけるから、今のうちに終わらせときたいのよ」

			「え、どっか出かけるのか？　聞いてないんだけど？」

			「だからいま言ったのよ。心配しなくても、そんなに長くはならない予定よ」

			「だったら良いんだけど……」

			　クレアねぇがどこかの領地に行くことは時々ある。幼少期の頃はお見合いとかで出かけていたし、最近は内政のお仕事で出かけたりしてた。

			　不満に思うような話じゃないはずだ。ないはず、なんだけど……

			「ふぅん。お姉ちゃんが出かけたら寂しい？」

			「そりゃな。最近は俺が学園に通ってて会える時間も減ってるしさ。クレアねぇに会えないってなると寂しいよ」

			「そ、そっか。弟くんは、あたしがいないと寂しいんだ」

			　……なんで今更になって動揺してるんだ？　もしかして、自分から言いよるのは平気だけど、相手から迫られると焦るタイプなのか？

			　……言われてみれば、今までもそうだった気がする。クレアねぇの意外な弱点を発見だな。いや、弱点というか、可愛いところ？

			「まっ、まあそんな訳だから、リズさんの件はしばらく弟くんに任せるわ。今のうちになにか聞いておきたい話はある？」

			「そうだなぁ……あ、そうだ。結局、リズってどこの家の娘なんだ？」

			「…………え？」

			　なにを今更みたいな顔をされた。

			「ええっと……俺、クレアねぇから聞いてないぞ？　リズにも教えてもらってないし」

			「それは、うん。分かってるわよ？　ただ、察しの良い弟くんなら、とっくに気付いてると思ってたから少し意外だなって思って」

			　……うぅん？　俺なら気付いてると思ってた？

			　それってつまり、俺が知ってる誰かって意味だよな？　俺が知ってる家って、グランプ侯爵家、スフィール伯爵家、ロードウェル子爵家くらいなんだけど――あっ！

			「実はグランシェス家の隠し子とか！」

			「だったらリズさんに結婚を強要してるのは弟くんってことになるわね。自分でなんとかしなさいよ？」

			「……ごめんなさい、ちょっとした冗談です」

			　いや、だって本気で分からないんだからしょうがないだろ。そりゃ知り合いレベルなら、卒業生の親とか、ウェルズさんとかいるけどさ。

			　クレアねぇが目上に対する話し方をするような相手となるとやっぱり思いつかない。

			「弟くんにしては珍しく察しが悪いわね。そもそも、リズさんの名前は愛称よ？」

			「それがなんだって言うんだ？」

			「……ふぅ」

			　うぉぉ、なんかため息をつかれた。分からないことより、クレアねぇに呆れられたことの方が精神的にキツイ。

			「まぁそのうち本人が教えてくれるでしょ。それまで我慢しなさい」

			「むぅ、分かったよ……」

		

	
		
			　

			エピソード　３－２　価値観の違い

			　

			　お迎えを追い返した日から十日ほど過ぎたが、リズは酷い有様だった。

			　実家からの迎えというプレッシャーをかけられたせいで、結果を出さなきゃと焦っているんだろう。はやる気持ちで作業に取りかかって盛大に失敗する。失敗するからますます焦ってまた失敗という、負のスパイラルにはまっている。

			「はうううぅ。わたくしがこんなに不器用だったなんて、思ってもいませんでしたわ」

			　ある日の昼下がり。

			　リズは昼食もろくに食べず、ぱたりと机に突っ伏した。青みがかった銀髪が日差しを受けてキラキラと輝いているけど、リズの心は対照的にどんよりとしているようだ。

			「不器用って言うか……」

			　ここ一ヶ月ちょっと一緒に行動した結果から見るに、リズは手先が器用とは言えず、運動神経も良いとは言えない。

			　だけど――だ。持てる限界を超えた量の荷物を運ぼうとして、転んで豪快にぶちまけたりはそれ以前の問題だと思う。

			　……あれ？　それってつまり、性格も不器用って話？

			　………………ま、まぁとにかく、リズが失敗する一番の理由は焦るから。

			　焦らないように環境を整えれば、上手く――人並みには……いや、人より少し不得手くらいにはこなせるはずだ。

			　だからここは焦って適性のあるものを探すのではなく、リズのメンタルケアをするのが先決だろう。

			　という訳で、俺は落ち込むリズを横目に席を立ってアリスを捜す。けど……あれ？　いないなぁ。さっきまで教室にいたと思ったんだけど。

			「アリスがどこにいるか知らないか？」

			　俺は近くの机で友達と談笑をしていたエイミーに問いかけた。俺自身はエイミーと親しい訳じゃないけど、同じ服飾を選択するアリスとは仲が良いのでその繋がりだ。

			「アリスさんなら、先生に呼ばれてどこかに行ったよ？」

			「そっかぁ」

			　今日は服飾に顔を出すって伝えておきたかったんだけどな。……そうだな。エイミーに頼めば、アリスには伝わるか。

			「あのさ、午後からの選択授業、服飾の授業に顔を出そうと思うんだ。アリスに会ったら、よろしく言っておいてくれないか？」

			　何気ない一言。だけどそれを聞いた瞬間、エイミーは眉をひそめた。

			「えっと……ごめん、なにかまずかったか？」

			　俺の問いかけにエイミーは沈黙する。だけど俺が答えを待っていると、やがて小さなため息をついて口を開いた。

			「あのね。私の実家って洋服店を経営してるんだ」

			「……らしいな」

			　なんでいきなりそんな話をと思いつつも相づちを打つ。

			「ウェルズの洋服店って知ってるかな」

			「最高品質の洋服を提供する、大陸一のお店だろ？」

			「ありがと。けど、それも今は昔の話だよ」

			「……この街で新技術を使った洋服が販売され始めたからだよな？」

			「うん。今はまだ大丈夫だけど、このままじゃ遠くない未来、うちは潰れちゃう。だからね、私はそうならないように、この街でしっかりと技術を学ぶ必要があるんだよ」

			　ようやく話の意図が分かってきた。ようするに、貴族の暢(のん)気(き)な遊びで、真剣な自分達の邪魔をするなって言いたいのだろう。

			「もちろん、私が貴方達に口出し出来るとは思ってないよ。でもね、もし貴方達に他人を思いやる気持ちがあるなら、少しだけ考えて欲しいの」

			　エイミーはそんな風に言い捨て、逃げるように立ち去っていく。俺はそんな彼女をただ見送るしか出来なかった。

			　もちろん、迷惑をかけている自覚はあった。けどまさか、あんな風に拒絶されるほど迷惑がられてるとは思ってなかったのだ。

			「にーさん、あんまり気にせぇへん方が良いよ？」

			　いきなり声をかけられて振り向くと、隣にアカネがいた。なんか神出鬼没だな。

			「気にしない方が良いって言われてもなぁ。俺達の行動が、みんなに迷惑をかけてるのは事実なんだろ？」

			「うぅん……まぁにーさん達というか、リズちゃんのほうやね」

			「リズだけ？　どうしてそうなるんだ。失敗してるのはたしかにリズだけど……俺がリズをあちこち連れ回してるんだぞ？」

			「せやけど、実習を引っかき回してるんはリズちゃんや。にーさんは謝って、そのフォローして回ってたやろ？　だからみんな、リズちゃんを厄介に思ってるんよ」

			「あぁ……」

			　たしかにリズは失敗をする度にふさぎ込んでしまっていた。

			　だから、必然的に周囲へフォローをするのは俺の役目になってたんだけど……そうか。それがみんなの目には、リズのわがままに映ってたのか。

			　――と、そこまで考えていた俺は自分の顔が強ばるのを自覚した。アカネの背後、こちらを見て今にも泣きそうなリズを見つけたからだ。

			「リ、リズ、今のはその……っ」

			「わたくし、その――ごめんなさいっ！」

			　リズは止めるまもなく、身を翻(ひるがえ)して教室を飛び出してしまった。俺は慌ててその後を追おうとするけど、寸前でアカネに腕を掴まれた。

			「ちょい待ち、まだ話は終わってへんよ」

			「後にしてくれ」

			　去り際のリズの目に涙が浮かんでいた。さすがに放っておく訳にはいかない。

			「気持ちは分かるけど、まだ話は終わってへん言うてるやろ。リズちゃんの話の続きやよ」

			　俺はその言葉が気になってアカネへと向き直る。

			「続きって……どういう意味だ？」

			「たしかにね、ここ最近のリズちゃんのおこないは褒められたものやないよ。せやけど、にーさんが上手くフォロー入れてたから、最近まではそれなりになんとかなってたんよ」

			「……それはみんなの我慢の限界を超えたって意味じゃないのか？」

			　俺の問いかけにアカネは首を横に振り、肩まである紅いストレートヘアを揺らした。

			「ここ数日、急にもう一つ噂が流れ始めたんよ。リズちゃんは貴族の娘で、親の決めた結婚が嫌やってわがままを言うて、この学園に逃げてきた、って」

			「――っ」

			　なんで、それを……って、そうか。リズを迎えに来た騎士を追い返した時、何人も目撃者がいた。あの時のやりとりから、そんな憶測が流れたってことか。

			「……でもさ、親に決められた結婚を拒絶するのがわがままなのか？」

			「まぁ……貴族の結婚って言うとね。断りたい言うんも、なんとなく想像出来るよ？」

			「だったら――」

			「せやけどね。平民の子供はみんな、親が自分を育てるのにどれだけ苦労してるか知ってる。……まぁ口減らしに売られる子供もおるけどな。ここにおる子はみんな、そうならへんように、親がここに通わせてくれたんよ」

			「……だから、親の言いなりになれって言うのか？」

			　それはいくらなんでも同意出来ないと、少しだけ怒気を込める。だって今の俺達があるのは、そう言ったしがらみに立ち向かった結果だから。

			「言いなりになれとは言わへんよ。せやけどな、立場が違えば意見も変わる。農民の女の子を捕まえて、俺の妾(めかけ)になれって言うてみ？　どれだけの子が断ると思う？」

			「それは……」

			　正確な数は分からないけど、きっと俺の予想よりずっと多い女の子が妾(めかけ)になる道を選ぶって意味なんだろう。

			　いつ口減らしに売られるかも分からないと怯える子達にとって、衣食住に困らない生活は、それだけで幸せな環境だって意味。

			　……そういや地球でも、国王がハーレムに入れる娘を選ぶお祭りで、各地から数百人だか数千人の娘がハーレム入りを夢みて集まるなんて話があったな。

			　そりゃそんな感覚からしたら、リズの行動はわがままそのものだろう。

			　でもなぁ……だからって、リズが間違ってるとは思わない。リズの行動を贅沢だって言ってる子達だって、選べるだけの余裕があれば同じ行動を取るはずだ。

			　――って、そんなことを言えば、火に油を注ぐ結果になるのは目に見えてるけどな。

			　うぅむ、どうしたものか。出来る対策は……みんなの誤解を解く？　いや、価値観が違うだけで誤解じゃないからなぁ。

			　……しょうがない。取り敢えずはリズを慰めてから考えよう。

			「アカネ、教えてくれてありがとな。取り敢えずはリズの様子を見てくるよ」

			「そうやね。噂については、うちが可能な限りなんとかしとくよ」

			「それはありがたいけど……良いのか？」

			「うちはほら、自分が技術を身につけるのとは違うから。頑張る方向が違うんよ」

			「ほむ……」

			　なんか、俺達に貸しを作るのが目的って言われてる気がするなぁ。俺の方を見てにやりと笑ってるし間違いない気がする。

			　でもまぁいいか。実際ありがたいしな。という訳で、俺はアカネにお礼を言って、リズを捜すべく教室を飛び出した。

		

	
		
			　

			エピソード　３－３　噂なんてそんなモノ

			　

			　教室を出た俺はさっそくリズを捜し始めた。派手に走り去ったからだろう。不幸中の幸いと言うべきか、目撃情報はそれなりにあった。

			　それをたどった俺はほどなく、伝説の木の下で膝を抱えるリズを見つけた。

			「こんな所でなにをしてるんだ？」

			　俺はそう問いかけて、リズの隣に腰を下ろした。そうして世界樹にもたれかかって無言で空を見上げ、リズが話し始めるのを辛抱強く待ち続ける。

			「……わたくし、自分がみなさんの迷惑になってるなんて思ってもいませんでしたわ」

			　しばらくしてリズがこぼしたのは、ついさっきも聞いたようなフレーズだった。

			「リズはかなりお嬢様なんだろ？　平民とはどうしても考え方が違うところもあるし、誤解が生まれるのはしょうがないんじゃないかな」

			「そうでしょうか？」

			「実はさっき言われたんだけど――」

			　俺は前置きを一つ、アカネから聞いた価値観の話をした。

			「価値観の違い、ですの？」

			「例えば……そうだな。食事中にフォークを落としたらリズはどうする？」

			「もちろん使用人が拾うのを待ちます。それでも気付いてくれなければ、軽く手を上げて合図を送りますわ」

			「だよな。自分で拾おうとは思わないよな？」

			「当然ですわ。そんなマナー違反をすれば、一緒に食事をしてる方にも恥を掻かせてしまいますもの。……どうしてそんなことを聞くんですか？」

			　これが貴族にとっての常識。

			　もちろん、それが間違ってるとは言わない。日本でだって、フォーマルなレストランとかでは普通に存在するルールだからな。

			　だけどリズはそのルールを、カジュアルな――みんなが仲良く食事をするような空間に持ち込んでいる。

			「平民からしたら、自分で出来ることなのに、わざわざ人を呼びつけるなんて――ってなるんだ。それが価値観の違いってこと」

			「そう、なんですか？」

			　人にフォークを拾わせる行為が非難される世界があるなんて、リズは想像もしてなかったんだろう。紫の瞳がまんまるになっている。

			　もっとも、テーブルマナーについてはミューレ学園でも教えているから、リズが食堂でそんな行動を取っても眉をひそめる生徒はいないはずだ。

			　だから一番の問題は、互いが互いのルールを知らないことだろう。……なんて、俺だって、自分がフォローしておけば大丈夫なんて思ってたから同罪だけどな。

			「わたくし、本当になにも分かってなかったんですわね。みなさんに迷惑をおかけして、本当に申し訳ないですわ」

			「……そっちで落ち込んでたんだ。ちょっと意外だった」

			「どういう意味ですの？」

			「みんなに嫌われた状態じゃ、なにかを為し遂げるなんて出来ない。そうしたら、実家に認めてもらえない――って、落ち込んでるんだと思ってた」

			　俺の直球な問いかけに、何故かリズは寂しげに微笑んだ。けど、俺が理由を聞くよりも早く、リズが口を開く。

			「失敗続きの日々でしたけど……みんなと一緒に頑張るのは楽しいと感じてたんです。これはきっと、一生の思い出になるって。ですが……」

			「そっか……」

			　楽しいと感じてたのは自分だけで、相手には迷惑がられてた――なんて知ったら、そりゃショックも受けるよな。

			「まあ……あれだ。迷惑をかけたって言うなら、謝れば良いんだ」

			「それで許してもらえるでしょうか？」

			「もちろん口だけじゃダメだ。でも行動をもって示せば分かってくれるはずだよ」

			「行動をもって示す、ですか……」

			　リズは俺の言葉を聞いて俯いてしまう。

			「不安なのか？　ちゃんと俺も協力するぞ？」

			「不安というか……その、わたくしが結婚から逃げるのはわがままなんでしょうか……？」

			「あぁいや、悪い。そういう意味じゃないぞ」

			　リズがフォーマルな考えをカジュアルな場に持ち込んでいると言うのなら、クラスのみんなはカジュアルな考えをフォーマルな場に持ち込んでいる。

			　少なくとも、自分達がこうだからとリズの行動を非難するのは間違ってると思う。

			　――とは言え、本当は貴族社会においても、それはわがままなのかもしれないけどな。

			　でも、俺はそう思わない。そう、思いたくない。

			　だから――

			「リズや俺が反省すべきなのはみんなへの態度であって、望まぬ結婚に立ち向かう姿勢じゃないと思うよ」

			「そう、でしょうか？」

			「ああ。そもそも、リズは言われるままに結婚して後悔しないのか？」

			「それは……きっと後悔しますわ」

			「だろ。だったら嫌なことは嫌って言えば良いんだよ。ちゃんとリズの気持ちを分かってくれる奴もいるから、大丈夫。リズは一人じゃないよ」

			　少なくとも、アカネは理解してくれていた。俺の周りの人達も分かってくれている。

			「……そっ、それは、その、リオさんが……」

			「うん？」

			「い、いえっ、なんでもないですわ！　それより、わたくし、みなさんと仲直りしたいです。家に連れ帰られる前に、せめてそれだけは為し遂げたいですわ！」

			　リズがなにかをごまかすように捲(まく)し立てる。その言葉を聞いた俺は息を呑んだ。

			　家に連れ帰られる前に、せめてそれだけは？

			　今の言い方は、まるで……

			「いつ連れ帰られるか、もう分かってるのか……？」

			「――っ、それは、その……そ、そんなはずないじゃないですか！　あはっ、あははっ」

			　……嘘が下手すぎる。

			「迎えはいつなんだ？　それとも、自分で帰るつもりなのか？」

			「いえ、ですから、まだ決まっていないと」

			「嘘は良いから、いつなのか教えてくれ」

			「……三ヶ月後に、お兄様が迎えに来ると手紙が届きましたの」

			「そっか……」

			　使いの者ではなく家族。前回のように帰ってもらう訳にはいかないだろう。

			　クレインさんの時みたいに、なんらかの取引が出来れば良いんだけど……クレアねぇの口ぶりからして、難しいんだろうなぁ。

			　そもそも、リズの実家についていまだに聞いてないし。

			「なぁリズ。リズの実家って……その、どこなんだ？」

			「わたくしの家は……」

			　リズは言いよどむ。やっぱり家名は名乗りたくないのかな。

			「ごめん、言いたくなければ、無理には言わなくて良いよ」

			「……いえ、そのご迷惑でなければ聞いて下さい」

			「良いのか？　無理しなくて良いんだぞ？」

			「リオさんには色々と迷惑をかけてしまいましたから、名乗るのが筋だと思うんですの。それとも……これも貴族的な考えで、迷惑だったりするんでしょうか？」

			「いや、迷惑なはずないよ。ぜひ教えてくれ」

			　そもそも俺も貴族だしな。と言うか、名乗られて迷惑なんてケース、あるはずないじゃん。と、この瞬間までは思ってた。

			　リズは姿勢をただすと、豊かな胸に手のひらを押し当て――

			「わたくしの名はリーゼロッテ・フォン・リゼルヘイム。リゼルヘイム王家に連なる、王位継承権十二位の娘ですわ」

			　とんでもない事実を打ち明けた。

			　まさか……こんなドジっ娘がリーゼロッテ姫？　穏やかな性格で見目麗しく、その歌声は大陸で一番と名高いお姫様……？

			　ま、まあ、黙ってたら穏やかな性格に見えなくはないな。黙ってて騒がしく見える人間がいるかどうかはともかくとして。

			「ええっと……一つずつ聞いていくぞ？　リズは本当にこの国のお姫様なんだな？」

			「はい。それは間違いありません」

			「じゃあ、なんでお姫様がうちの学園に来たんだ？　そもそも、どうしてうちの学園のことを知ってたんだ？」

			「学園に来たのは最初に話した通り、自分でなにかを為し遂げたかったからですわ。そして学園のことを知ったのは、ウェルズさんが教えてくれたからですわよ」

			「あぁ……」

			　ウェルズさんの洋服店は、王家御用達だって言ってたもんな。でもまさか、お姫様にまで宣伝してるとは思わなかったけど。

			「それで、グランプ侯爵に頼んで、うちの生徒になったと？」

			「ええ。事情を話したら快く引き受けて下さいましたわ」

			「そっか……」

			　王女の家出のお手伝いとか、かなり危ない橋を渡ってる気がするんだけど……まあ、クレインさんのことだから、なにか考えがあるんだろう。

			「それじゃ最後の質問だ。ええっと、その……迎えに来るお兄様って言うのは？」

			「アルベルトお兄様。この国の第一王子ですわ」

			　おぉう……まさかの王子様が相手かぁ。

			　とは言え、だ。うちはこの国で一番勢いのあるグランシェス伯爵家。たとえ、相手が王子様であろうと追い返してやるぜ！

			　――なんて言えるはずがないよなぁ、やっぱり。

			「……やはり、迷惑ですよね」

			「まさか。そんなことはないけど……予想外というかなんというか」

			　そりゃ、クレアねぇが権力に頼るのは無理だって言うはずだよ。さすがに国王の家庭内事情に口出しは出来ない。

			　……いや、だからって、諦める訳じゃない。

			　うちならもしかして、交渉くらいは可能かもしれない。それが無理でも、三ヶ月でなにか偉業を達成するって選択だってある。

			　諦めるのはまだ早いだろう。

			　でもそれは、可能性が見えてくるまでリズには秘密。水面下で動くのはクレアねぇに相談する方針で、まずは出来ることからしよう。

			「こほんっ。驚きはしましたが、迷惑なんかじゃないですよ。リーゼロッテ姫殿下」

			　俺がそう言った瞬間、リズの顔が思いっ切り不満げに歪(ゆが)む。って、なんでだよ。

			「……すみません、俺がなにか失言をしましたか？」

			「はい、凄く失礼なことを言われましたわ」

			　予想外の直球ど真ん中。リズらしからぬ迷いのない指摘に驚く。けど、どんなに考えても、なにが失礼だったのか分からない。

			「申し訳ありません。リーゼロッテ姫殿下はなにがお気に障ったんでしょう？」

			「――リズですわ」

			「……はい？」

			「リズって呼んでくれないのなら、話を聞くつもりはありませんわ」

			「……………………もしかして、敬語が失礼ってこと？」

			　まさかと思って尋ねると、リズの顔がほのかに紅くなる。

			「だ、だって……リオさんみたいに、わたくしと対等に付き合ってくれる人は初めてだったんですの。――あ、付き合うって言うのは、そういう意味じゃありませんのよ!?　勘違いしないで下さいですわ！」

			「大丈夫、勘違いなんてしてないよ」

			　俺は思わず苦笑いを浮かべる。

			　リズが自分で言ったとおり、対等に接する同い年くらいの異性は俺が初めてなんだろう。そんな俺と一ヶ月以上ずっと一緒に行動してた。

			　頼りにもされてたと思うし、好意くらいは向けられててもおかしくはないと思う。でもそれは好意であって、恋愛感情にまでは発展してないはずだ。

			　そもそも、そんなイベントもなかったしな。

			　という訳で、リズには協力するけど、フラグは立てないように気を付けよう。

			「話を戻すぞ。とにかく、リズがお姫様だって言うのは驚いたけどそれだけだよ」

			「そうなんですの？」

			「そうだよ」

			「……そうなんですの」

			　なんで残念そうなんですかねぇ。

			　あれか。大げさに驚かれたり敬遠されたりするのは嫌だけど、驚いてもらえないのは寂しい、みたいな感じか。――めんどくさいなっ！

			「……今、こいつめんどくさいとか思いませんでしたか？」

			「そんなことは言ってないぞ？」

			　そしらぬ顔で言い放つ。

			　だけど、リズは神秘的な紫の瞳で、俺の顔をじーっと覗き込んでくる。……ソフィアみたいに、心を読む恩恵とか持ってないだろうな？

			「ホントに、思ってないですか？」

			「そんなこと、一度も口にしてないだろ？」

			「……つまり、思ってはいると？」

			「こいつ、めんどくさいな」

			「口に出して言いましたわよ!?」

			「空耳じゃないか？」

			「そんなことありませんわ、たしかに言いましたわ！」

			　不満げに頬を膨らませる。それが面白くて、俺は思わず吹き出してしまった。
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			「ちょっと、なにを笑って……あぁっ!?　もしかしてからかったんですの!?」

			「くくっ、ごめんごめん、ちょっとした冗談だよ。でも、リズをからかう奴なんて、今までいなかっただろう？」

			「たしかに新鮮ですけど、別にからかわれたい訳じゃないんですけど？」

			「別に良いだろ。それにな。落ち込んでるリズなんかより、そうやって拗(す)ねてるリズの方が可愛いぞ？」

			「――かわっ!?」

			「…………やま？」

			「誰も合い言葉なんて言ってませんわよ!?　そうじゃなくて、わたくしのことを、その、かわっ、可愛いって……」

			「うん。なんか手間のかかる妹みたいな感じで可愛いと思うぞ？」

			　さらりと言ってのける。恋愛対象ではなく、友達感覚だっていうアピールだ。

			　――なんて、たぶん俺の自意識過剰だろうけどな。アリス達を悲しませないためにも、誤解を生む芽は摘んでおくべきだろう。

			　……アリス〝達〟とか言ってる時点で、どうなんだって話だけど。

			「妹、ですか。……えへへっ」

			　――って、なんかリズがにやけてるんですけど？　ま、まぁ良いか。友達感覚で話したのが嬉しかったんだろう、たぶん。

			「話を戻すぞ。リズがお姫様だって言うなら、俺にはお迎えを追い返すなんて無理だ。でも、まだ迎えが来るまで三ヶ月ほどあるんだろ？」

			「えっと……はい。たぶんそれくらいはあると思いますわ」

			「なら、出来ることはあるはずだろ。諦めないで、最後まで頑張ろうよ」

			「そう、ですわね。……みなさんにも謝らないといけませんし」

			「ああ、そうだ」

			　現状じゃそれが精いっぱい。だけど、みんなと仲直りして協力を得られれば、俺の知識を使って、リズになんらかの成果を――って最終手段も使えるかもしれない。

			　今はまだ先が見えないけど、それでも諦めるつもりはない。今はとにかく出来ることを一つずつ。という訳で、まずは迷惑をかけたみんなに謝りに行くことにした。

		

	
		
			　

			エピソード　３－４　予定が狂う予定

			　

			　それから数日。今までに迷惑をかけた選択科目を全て巡って謝った結果、リズは皆に許してもらうことが出来た。

			　……すまん。半分は嘘だ。

			　全員に謝ったのは本当。そしてその全員に、もう気にしてないって趣旨の言葉をもらえたのも本当。だけど――

			　それは各選択科目の教師――例えばリアナとかミリィとかミシェルとかアイシャが、それとなく取りなしてくれたから。

			　貴族相手に波風を立てないようにとの意識が働いて、これ以上迷惑をかけないのなら、過去は水に流すと言っているだけだ。

			　これから一緒に頑張ろうね――などという雰囲気では断じてない。

			　まぁそりゃそうだよな。リズに悪気があろうとなかろうと、失敗しまくって迷惑をかけまくりだった事実は変わらないんだから。

			　――と、いう訳で、だ。

			「助けてクレアねぇ！」

			　執務室を訪れた俺は出し抜けにそんなことを言う。俺の目の前には、キョトンとした顔のティナがいた。

			「……リオン様？」

			「な、なんでもない。今のは……ええっと、忘れてくれ」

			「は、はあ……別に構いませんけど、クレア様にご用ですか？」

			「そうだけど……いないのか？」

			「クレア様なら、十日ほど前に出かけたまま、まだ帰ってきてませんが……ご存じなかったんですか？」

			「え？　あぁ……そう言えば、仕事で出かけるとか言ってたな」

			　と言うか、言われてみればあれから顔を見てないな。リズの件でバタバタしてたから気付かなかった。

			「クレア様にどんなご用だったんですか？」

			　ティナが小首をかしげる。

			「ちょっと用事あったんだけど……そういうティナはなにをしてるんだ？」

			「私は、クレア様のお仕事の代行です」

			「あぁ、そう言えばそうだったな」

			　ティナはこの数年でクレアねぇの信頼を得て、クレアねぇが不在のあいだは、執務代行を任されているらしい。

			　領地の管理をする、若干十五歳のメイド……いや、今更か。

			「リオン様、その用事というのは？」

			「……あぁ、実は少し困っててさ。なにか良い案はないかと思ってクレアねぇを訪ねたんだけど、留守ならしょうがない。また来るよ」

			　ティナも根をつめすぎないようになと言い残して身を翻(ひるがえ)す。だけど立ち去ろうとした時、袖を引かれて足を止めた。

			「……ティナ？」

			　どうしたんだと振り返ると、ティナは自分の行動に驚いたようにパッと手を放す。そうして首を振り、黒髪を振り乱した。

			「あああっ、今のはそのっ、ち、違うんです！　せっかく顔を出したんだから、もう少しお話――じゃなくて！　えっと……そうっ、困ってるなら相談に乗りますよ!?」

			「ふむ……だったら、ちょっとお願いしようかな？」

			「お任せ下さい、まずは紅茶を淹(い)れてきますね！」

			　え、メイドに頼めば良いんじゃないのか？　という暇もなく、ティナは執務室を飛び出してしまった。

			　それからほどなく、俺はティナが焼いたというクッキーをほおばっていた。

			「……これ、今焼いたんじゃないよな？」

			　待たされたのは十分やそこら。アリスじゃあるまいし、紅茶を淹(い)れるのがせいぜい、クッキーを焼く時間なんてなかったはずだ。

			「実は、毎日クッキーを焼く練習をしてたんです。だから、それも本当は練習に作ったものなので、申し訳ないんですけど……」

			「そうなのか？　まあ、美味しいから大丈夫だよ」

			　俺が怒るとでも思ったんだろうか？　少し不安げだったティナは、俺の言葉を聞いてぱぁっと顔を輝かせた。

			「それで、えっと……リオン様の悩みというのはなんでしょう？」

			　お菓子で一息ついた後、タイミングを見計らったようにティナが尋ねて来た。

			「あぁそうだった。実はリズのことなんだけどさ――」

			　と、俺はリズの陥ってる状況について話す。

			「――なるほど、リズさんの信用回復の方法ですか」

			「ああ。出来れば行動で示したいんだけど、手伝うって言っても、『いえ、もう気にしてないので結構です』って感じでさ」

			　まぁ相手の気持ちも分かる。リズがドジっ娘なのは周知の事実だし、お詫びの気持ちで失敗されまくったらたまったものじゃないもんなぁ。

			　オブラートにはくるんでたけど、邪魔だから手伝わないで欲しいってのが本音だろう。

			「……そうですねぇ。一つ良い提案があります」

			「お、どんなのだ？」

			　クレアねぇの提案なら、ほぼ間違いなく役に立つ。そのクレアねぇの代理を務めるティナの提案がどんなのか、ちょっと期待しちゃうぞ？

			「森での実習をする時に、騎士が護衛についているのはご存じですか？」

			「あぁ、たまに魔物が出るんだっけ？」

			　魔物と言っても、オオカミの延長みたいなものらしいけどな。ちなみに、残念ながらあんまり美味しくないらしい。

			「まあ滅多に出ないんですけどね。お預かりしてる生徒に万が一があってはいけませんから、学園の生徒が実習に出る時は、必ず騎士を護衛に付けているんです」

			「それは分かるけど……？」

			　それがどうしたのかと続きを促す。

			「次の実習時、ちょうど騎士の都合がつかなくなる予定なんです。良ければ、リオン様とリズ様で護衛を引き受けてくれませんか？」

			　……護衛？　リズに？　護衛を？　……………リズに？

			「残念だけど、リズはドジっ娘だ。それも色んな意味で国家レベルの」

			「そうなんですか？　私の持つ資料によると、護身術の腕は一流とありますが？」

			「………………………嘘だろ？」

			「いえ、事実だと思いますよ？」

			「…………う、うぅん？　じゃあその護身術って言うのは、ホーンラビットに襲われた時に、真っ先に誰かに助けを呼ぶ技術とか、そういう……？」

			「いえ、普通に暴漢とかに襲われた時の技術ですよ。と言うか、ホーンラビットなんて、子供でも勝てますよ……ね？」

			　……子供でも、ねぇ？　なんか、リズは負けそうな気がするんだが。

			「あっ、もしかしてティナの言うリズって、リーゼロッテ・フォン・リゼルヘイムとは別人なんじゃないか？」

			「間違いなく、リーゼロッテ・フォン・リゼルヘイム姫。王位継承権十二位の、この国のお姫様の話ですけど……そんなに――あれ、なんですか？」

			「うぅむ……」

			　……ホントにホントなのか？

			　まあ、な？　力が弱くても、相手の力を利用する柔術があるように、たとえドジっ娘でも、そのドジを利用して相手を倒す護身術が……あるのか？

			　……ま、まぁホントにリズが強いのなら、ギャップ補正も加わって、みんなの印象を払拭するのも可能かもしれない。

			　それに名目がなんであれ、みんなと一緒に行動すれば、お手伝いとかなんとか理由をつけて参加することも出来るだろう。

			　とは言え、姫様に護衛をさせるなんて普通なら大問題だからな。まずはその辺も込みで、リズに確認してみようかな？

			　でもその前に――

			「ホントに魔物が出たらどうするんだ？」

			「……え、リオン様が蹴散らすんですよね？」

			「いやいや。俺もようやく精霊魔術を使えるようになってきたけど、実戦経験なんてないに等しいし、魔物なんて見たこともない。不測の事態に対応出来るかは分からないぞ？」

			　子供が護衛をして、もしなにかあれば一大事になるって言うのはもちろん、俺達の都合で生徒に怪我をさせるような事態だけは避けたい。

			「そうですね……ではこうしましょう。護衛の実習と言うことで、エルザさんを責任者に、騎士を二名ほど付けましょう。さらには護衛対象を服飾の班にすれば、アリスさんも同行するので万が一もなくなるでしょう」

			「それなら安心だけど……騎士の都合がつかないって言ってなかったか？」

			　騎士が忙しいから、俺達が代わりにという話だったはずなのに、なんで騎士、それも騎士隊長のエルザが出てくるんだよと首をかしげる。

			「リオン様、私は騎士の都合がつかなくなる予定だって言ったんです。クレア様のスケジュール管理は完璧なので、余程の事件でもなければ問題は発生しません」

			「………………ええっと。それはつまり、予定がつかなくなるんじゃなくて、予定をつかなくするって言うんじゃ……？」

			　俺の問いかけに、ティナは透明感のある微笑みを浮かべた。

			　――怖いよ！

		

	
		
			　

			エピソード　３－５　ドジっ子ロリ巨乳認定

			　

			　結果から言うと、リズは本当に護身術が使えた。少なくとも、ちょっと力の強いだけの大人には勝てるほどには習熟している。

			　正直、その光景を目(ま)の当たりにしても信じられなかったくらいだ。

			　とは言え、突発的な状況に弱い性格は変わらない。そしてそれは、護衛としてあまり役に立たないって意味でもある。

			　けど本人はやる気だったので、護衛役を引き受けることにした。護衛という名目のもと、同行することで打ち解けてもらおうと考えたからだ。

			　だけど、だ。

			　それだけでリズが皆に認めてもらえるとは思えない。根本的な問題は、貴族と平民のあいだにある価値観の違い。それを埋めなければ、根本的な解決には至らないだろう。

			　という訳で翌日の放課後。俺はトレバーとアカネを足湯メイドカフェに誘った。

			「悪いな、急に誘ったりして」

			「気にしぃひんでええよ。にーさんの頼みやからね」

			「そうだぜ。師匠の頼みなら断れねぇよ」

			　二人の優しさが身に染みるなぁ。学園に通ったのは主にアリスのためだったけど、俺自身も学園に通って良かったと心から思える。

			「ありがとう、二人とも。今日は俺の奢りだから、好きなものを頼んでくれよな」

			「おぉ、そうか。それじゃお言葉に甘えて、俺は……メイドさんに食べさせてもらう権利付きのパフェで！」

			「……え、そんなメニューがあるのか？」

			　疑問に思ってメニューを見ると……あったよ。

			　平民でも貴族の気分が味わえる――みたいな趣旨だったはずだけど、メイドに食べさせてもらうとか、どう考えても日本のおたく文化的な意味でのメイドだろ。

			　……まあ需要があるなら良いけどさ。

			「で、アカネはなにが良いんだ？」

			「甘えてもかまわへんの？　この店、結構高いと思うよ？」

			「ん？　別に問題ないぞ？」

			　俺が貴族だって気付いてるはずなのに、なんで今更と首をかしげる。そうしたらアカネにぼそっと、「そう言えばこのお店も、アリスって言うんやね」と呟かれてしまった。

			　なんか色々バレバレな気がする。

			「と、取り敢えずなにが良いんだ？」

			「そうやねぇ。にーさんのお勧めは？」

			「イチゴのショート……って言いたいところだけど、足湯に浸かりながらならバニラアイスの乗ったパフェとかかな」

			「なら、うちはそれにさせてもらうわ」

			　そうして二人の注文を聞き、自分の分と併せて注文をすませる。それから改めて二人へと向き直った。

			「今日二人を呼んだのは――」

			「リズちゃんのことやろ？　にーさん達が頑張ったおかげでマシにはなったみたいやけど、一度刻み込まれた印象はなかなか変わらへんからねぇ」

			　俺のセリフに被せるようにアカネが続けた。でもその内容は的確だ。リズのことを心配してくれていたんだろう。

			　けど、トレバーはリズの件を知らなかったようで、なんの話だと首をひねっている。

			「あのドジっ子ロリ巨乳がどうかしたのか？」

			　吹いた。ドジっ子ロリ巨乳って……いや、たしかにその通りなんだけどさ。最初に教室で見かけた時は、可愛い女の子とか言ってたのに……凄い評価の変わりっぷりである。

			　ともあれ、実は――と、俺はトレバーにリズが親の決めた結婚を嫌がって家出した、わがままな貴族令嬢だと噂されてることを教えた。

			「なにっ、あのドジっ子ロリ巨乳が貴族令嬢だったのか!?」

			「気付いてなかったのかよっ!?」

			　いやまぁ、正確には貴族令嬢じゃなくてお姫様なんだけどな。

			　身分が高いことはクラスメイトも既に気付いているし、アカネは最初から気付いてた。トレバーも気付いてるものだと思ってたんだけど……気のせいだったか。

			「気づくもなにも、そんなの本人が隠してたら分からないだろ？」

			「……それ、俺も初めはそう思ってたんだけどさ。アカネに言わせると、雰囲気からしてバレバレらしいぞ？　入学当初から噂になってた」

			「……な、に？　それじゃ、まさか……？」

			「ああ。お前もバレバレだったらしいぞ？　ちなみに俺も速攻でバレた」

			「なっ!?　師匠も貴族だったのか!?」

			　トレバーは嘘だろとばかりに目を見開いた。それも気付いてなかったのかよ。と言うか、俺を平民だと思いながら師匠って呼んでたのかよ。ある意味大物だな。

			　そう思っていたら、トレバーが急に深刻そうな表情を浮かべた。

			「なぁ……アカネ。お前が俺に近づいたのは、俺が貴族の息子だから、だったのか？」

			「急になにを言い出すん？　見くびってもらったら困るわぁ」

			　少し深刻なトレバーの問いかけに、アカネは不敵な笑みをもって答える。

			「じゃあ……違うのか？」

			「この学園には貴族がそこそこいるけど、みんなに声をかけてる訳やあらへんよ。トレバーに声をかけたんは、あんたがトレバーやったからやよ」

			「そう、か。俺だから、か。ありがとうアカネ。これからもよろしくなっ！」

			　疑念は晴れたようで、トレバーはいつもの調子を取り戻した。

			　――が、お気づきだろうか？　アカネは貴族だったからトレバーに声をかけた訳ではないと、一切否定していない事実に……

			　……いやまぁ、ただ貴族だから声をかけた訳じゃないってのは事実だと思うし、アカネは平民の子なんかとも普通に仲良くしてるからな。

			　口で言うほど、利益ばっかり考えてる訳じゃないみたいだけどな。サラッと騙(だま)されるトレバーにはちょっと不安になる。

			「まあ話を戻すぞ。リズがわがままだと思うか？」

			　俺は咳払いを一つ。トレバーに向かって尋ねた。

			「そりゃ、わがままだろ。あのロリ巨乳な体型は」

			「そこから離れろっ！　政略結婚のことだよ」

			　わがままな体型ってなんだよ。いや、分かるけど。サラッとそんな発想が出てくるとは恐ろしいヤツめ。

			「あぁ……そうだなぁ。ある程度は仕方がないと思うが、望まない相手だとどうしようもないからな。詳細を知らないことには、どちらとも言えないってのが俺の本音だな」

			「おぉ、さすがトレバーだな」

			　味方をしてくれた訳じゃないけど、政略結婚に従うのが当たり前だって答えが返ってくる可能性も考えていた。中立に立ってくれたのはありがたい。

			　俺は実は――と、貴族と平民のあいだにある価値観の違いについて話した。

			「価値観の違いねぇ。それは言われてみれば思い当たる節はあるが……師匠はそれを俺に話して、どうして欲しいんだ？」

			「難しいことは頼まないよ。ただ、価値観は人によって違うんだって、みんなに教えて欲しいんだ。リズがちゃんと努力したら、認めてもらえるようにさ」

			「……努力をしたら認めてもらえるように、か」

			　トレバーは一瞬だけ物憂げな表情を浮かべた。貴族の息子が平民向けの学園に来るくらいだし、もしかしたらトレバーにも色々事情があるのかもな。

			　だとしたら、こんな風に頼むのは迷惑だろうか？　なんて思ったんだけど、次の瞬間、トレバーはニヤリと笑って見せた。

			「良いぜ。そういう理由なら、手伝ってやる」

			「おぉ、マジで？」

			「マジもマジ、大マジだ。それに、師匠の頼みだからな」

			「ありがとな」

			　俺は感謝と、頼むという二つの理由を込めて頭を下げた。そうしてひとしきり感謝の気持ちを伝えてから、改めてアカネへと視線を向ける。

			「アカネも、頼んで良いか？」

			「もちろんやよ。にーさんもリズちゃんも、恩を売って損はないはずやからね」

			「相変わらずだな。でも、だからこそ頼もしいよ。ありがと」

			　その後、メイドさんが運んできたパフェなどを食べながら、俺達は今後の計画を立てるべく話し合った。

		

	
		
			　

			エピソード　３－６　一級フラグ建築士

			　

			　みんなへの根回しは、アカネとトレバーが頑張ってくれている。

			　だけど、最終的にはリズのがんばり次第。なので俺達は当初の予定通り、護衛の研修という名目で服飾の課外授業に参加することにした。

			　そんな訳で、俺達はミューレの森を訪れていた。

			　アリスやエイミーを初めとした服飾班の生徒を率いるのはリアナ先生だ。

			　リアナ先生……心の中で呟くだけでも違和感がある。そして、そんな違和感は、俺よりもリアナの方が感じているだろう。なにしろ、護衛として同行しているのが雇い主である俺で、教え子の一人はリアナの師匠だからな。

			　……可哀想だから、あとで新作のケーキでも差し入れしておこう。

			　それはともかく、服飾班の生徒はリアナに連れられて、クワの木から葉っぱを採取している。蚕を飼育しているので、それの餌とするのだ。

			　ちなみに、この作業は週に二回くらいのペースでおこなわれている。葉っぱを冷水につけておけば、一週間くらいは保つらしいんだけどな。この地方は暖かいので大変みたいだ。

			　続いて護衛のメンバーはエルザ隊長と、そのほかの騎士が二名。それに俺とリズが周辺警戒に当たっている。

			　あと俺の側には、何故か噂を聞きつけてきたソフィアがいる。

			「えへっ、リオお兄ちゃんと森のお散歩楽しいなぁ～」

			　遊びに来たんじゃないんだけどなぁ。まぁ普段は騎士二人が護衛って話だし、騎士達が周囲を警戒してくれてれば――って、子供達と談笑してる!?

			「……な、なぁ、周囲警戒とかしなくて大丈夫なのか？」

			　俺は近くを見回っていたエルザに問いかけた。

			「え？　あぁリオ――さん。そう緊張しなくても大丈夫ですよ。獣が出ればすぐに分かりますし、この地方で魔物に襲われるなんて話は滅多に聞きませんから」

			「でも、この森には魔物がいるんだよな？」

			「小型の魔物、ガルフが生息してますね。ですが、彼らは警戒心の強い魔物ですから。こちらが団体でいる以上、遭遇するなんて年に一回もありません。護衛の訓練中に限って襲われるなんて有り得ませんよ」

			「へ、へぇ～、だったら安心だな」

			　……ダメだ。今回、絶対に襲撃されるって俺は確信した。だって前もエルザがフラグ立てて、見事に山賊に襲われたからな。

			　――ちなみにあの山賊達は、うちの領地で元気に働いている。ギャレット――もと村長にして山賊の親分が、上手く仲間を纏(まと)めてくれているようだ。

			　立場は犯罪奴(ど)隷(れい)のままなんだけどな。以前より暮らしが良くなったとかで、村に残してきた家族を呼び寄せたり、逆に仕送りをしたりしてるらしい。

			　山賊に落ちた事情が事情だし、本当は相応の期間を働いたら犯罪奴(ど)隷(れい)から解放してやりたいんだけどな。うちだけ他と比べて対応を甘くしたら、犯罪者が集まってくるかもしれないし、その辺の対応が難しいのだ。

			「ところでソフィアさん。今度はいつにしますか？」

			「ん～そうだねぇ。明後日とか、エルザさんの都合はどうかな？」

			「明後日なら大丈夫です。では明後日にしましょう」

			　気が付けば、ソフィアとエルザが親しげに話していた。

			「二人はいつの間に親しくなったんだ？」

			「エルザさんは、ソフィアが作った部活の顧問の先生なんだよ？」

			「部活？　そういやそんなことを言ってたな。一体なんの部活を作ったんだ？」

			「それはだから――もぅ、秘密って言ったでしょ？」

			「むぅ……」

			　ソフィアがダメならエルザにと、俺は視線を送る。

			「な、なんでしょう？」

			「じ[image: nami.png]」

			「えっと、あの……」

			「俺は別になにも聞いてないぞ。じぃぃぃぃ」

			「わ、私はその、剣術だけが取り柄ですから」

			　俺の無言の――ではないな。じぃぃと言い続ける攻撃にエルザが屈した。

			「剣術ねぇ。と言うことは、戦闘訓練かなにかの部活なのか？」

			「いえ、正確には――」

			「お兄ちゃん？　秘密って言ってるのに、どうして探ろうとするのかな？」

			　ソフィアのちょっと怒ったような眼差し。俺は思わず一歩後ずさった。

			「い、いや、その……そうだ！　ほら、一応兄としては、妹がなにをやっているか把握しておく必要があると思って」

			「お　に　い　ちゃん？」

			「……………ごめんなさい」

			　俺は海よりも深く反省――したというのに、エルザと打ち合わせがあるから、お兄ちゃんは向こうに行っててと追い払われた。しょんぼりだ。

			　そんなこんなで手持ちぶさたになった俺は、改めて他のみんなの様子をうかがう。

			　リズは服飾班の手伝いをする切っ掛けをうかがってるみたいだけど、今のところ上手くいってないみたいだ。

			　先生であるリアナに頼むのは簡単だけど、それじゃみんなの理解は得られないし……うぅん。切っ掛けがあればなんとかなると思うんだけどなぁ。

			　――よし、ちょっとお節介を焼いてみるか。そう決めた俺は、作業をしているエイミーのもとまで歩み寄った。

			「エイミー、葉っぱの採取はどんな感じだ？」

			「え？　あ、リオくん。そうだねぇ……半分くらいじゃないかな？」

			「結構採取してるのに、まだ半分なのか？」

			「うん。蚕の飼育場が完成して、飼育量が今年から増えたんだって。だから、必要なクワの葉っぱも増えて大変みたいだよ」

			「へぇ、そうなのか」

			　なんてな。俺達が指示してるんだから、もちろん知ってる。少し罪悪感があるけど、これもみんなが仲良くするため。俺は予想通りの返答を利用させてもらうことにした。

			「大変だって言うなら、リズにも手伝わせてやってくれないか？」

			「え、それは……」

			　迷惑と思っても、本人の前で口にしない優しさはあるんだろう。

			　エイミーは俺を恨めしげに睨んだ。もしかしたら、俺がそれが目的で話題を振ったことに気付いたのかもしれない。

			「頼むよ。迷惑は決してかけない。もしなんらかの失敗をしても、俺やリズ自身がちゃんと責任を持つから」

			「………………はぁ、分かったよ。リオくんの言葉を信じるからね？」

			「おう、任せとけ」

			　って、頑張るのは俺じゃないけど。という訳で、俺はリズに目配せ。まだ状況を飲み込めてないリズは目をパチクリとしていた。

			「人手が足りないんだってさ。葉っぱを集めるだけだけど、細かいことはエイミーに聞いて、焦らず丁寧にするんだぞ？」

			「……あっ、はいですわ！」

			　リズは嬉しそうに頷き――ツタに足を取られて転けた。

			　僅かな沈黙。

			　リズがむくりと起き上がる。そこに浮かんでいるのは――笑顔。

			「えへ、えへへ」

			　……危ない人になってる。

			「ま、まぁ、俺は周辺の警備をするから、焦らず手伝うんだぞ？」

			　そう言い残して、俺は邪魔者は退散とばかりにその場を離れた。

			　

			　その後、俺は周囲の警戒をしながら、リズの様子をうかがっていた。

			　最初は警戒されまくってたみたいだけど、リズが真面目に葉っぱを採取しているのを見て、周囲の子達は警戒心を解いていっているようだ。

			　もしかして、このまま仲良しになったりもするかも――なんて思っていると、不意に抓(つね)られるような痛みが脇腹に走った。

			　これはまさかと見回せば、アリスが険しい表情を浮かべ、俺に目配せをしてきた。

			「……どうかしたのか？」

			「気配察知の恩恵に感あり、だよ。囲まれてるみたい」

			　うわぁ、やっぱりフラグを回収したか。

			　とは言え、俺達は襲撃を前提に護衛してたからな。戦力は十分だし、ガルフはそんなに危険じゃないって話だし、それほど心配しなくても平気だろう。

			　そう思っていたから――

			「相手は全部で……十二人。囲むように動いてるし、友好的な相手じゃないね」

			　俺はその言葉をしばらく理解出来なかった。

			「……は？　ま、待ってくれ。ガルフじゃないのか？」

			「うん、人だよ。それも悪意のある集団。これは私の予想だけど……生徒の着てる制服か、生徒そのものが目当てじゃないかな」

			「――っ」

			　ここに来て、俺もようやく事態を理解した。

			「……アリスの精霊魔術でなんとかなるか？」

			「護る対象が多くて視界も悪いから、反対側の敵に射線が通らないと思う。制圧は問題ないと思うけど、相手に攻撃をさせる暇もなくって言うのは無理だと思う」

			　……それでも勝つのは確定なんだな、相変わらず頼もしい。

			「それじゃ、俺はエルザ達に知らせてくる。アリスは生徒達がパニックを起こさないよう、リアナに指示してくれ」

			「うん。慌てないでね。私達が気付いてるって知ったら、すぐにでも襲ってくるよ」

			「分かった」

			　俺はなんでもない風を装いながらエルザ達のもとに向かった。

			　

			「エルザ、ちょっと良いか？」

			　エルザとソフィアの会話を遮って話し掛ける。

			「リオお兄ちゃん？　ソフィアはまだお話し中だよ？」

			「悪い、ソフィア。ちょっと緊急事態だ」

			「――ガルフですか？」

			　エルザがすぐさま気を引き締め、尋ねてくる。

			「いや、盗賊の類いらしい。全部で十二人、囲まれてるって」

			「――なっ！　……分かりました、すぐに迎撃態勢を取ります。しかし、相手が十二人となると、我々だけでは護りきれないかもしれません。お力を借りても構いませんか？」

			「もちろん。ただ、今回はあの時と違ってアリスの精霊魔術で一撃という訳にはいかないらしい。注意してくれ」

			「かしこまりました」

			　エルザは会釈を一つ、俺達のところから離れていった。

			「お兄ちゃん、ソフィアはどうしたら良い？」

			「それはもちろん安全な場所に――」

			　いて欲しいってセリフは途中で飲み込んだ。ソフィアがいつの間にか、銀色に輝く短剣を二本、左右の手に握りしめていたからだ。

			「……なあソフィア？　それはなんのつもりだ？」

			「もちろん、ソフィアも戦うつもりだよ？　あれからずっと訓練してて、今では恩恵を使わなくても、三回に一回くらいはエルザさんにも勝てるようになったんだよ？」

			「マジかよ」

			　俺やアリスも何度か手ほどきをしてもらったけど、剣術じゃ手も足もでなかったぞ。そのエルザに、三回に一回は勝つとか……

			　知らないあいだに、ソフィアがまた凄くなってる……

			「お兄ちゃん？」

			「あぁっと……そうだな。リズを護ってやってくれ。あいつが一番無茶をしそうだから」

			　リズの側なら基本は安心だし、ソフィアの能力があれば、リズに万が一はないだろうという判断だ。

			「ん、分かったよ。それじゃ――お兄ちゃん、怪我しちゃ嫌だからね？」

			「ありがと、気を付けるよ」

			　俺はソフィアにお礼を言ってさり気なく迎撃出来る位置へと移動。来るべき瞬間に合わせて、盗賊達がいるであろう方向を向いて身構えた。

			　相手の目的が生徒や制服なら、生徒を傷つけるような攻撃は有り得ない。敵が顔を出したところで、精霊魔術を使っての遠距離攻撃で殲滅。他の場所に向かう。

			　そんな風に方針を決定した直後――

			　一斉に飛び出してきた盗賊達は、弓矢を構えていた。

		

	
		
			　

			エピソード　３－７　意外な才能

			　

			　まさかと思った瞬間、盗賊達が一斉に矢を放ち、あちこちから生徒の悲鳴が上がる。

			　生徒を傷つけるような攻撃は有り得ない。そう思っていたから、俺はいきなり降り注ぐ矢の雨に対して反応が遅れた。

			「――くっ」

			　焦る気持ちを抑え込み、魔力素子(マナ)を魔力へと変換。精霊魔術で風を起こし、正面から襲い来る矢の雨を吹き散らした。

			　――生徒達は!?

			　俺が対処出来た攻撃は正面だけ。他の方向からも同じように攻撃が放たれていたら。そんな不安に駆られて振り返る。だけど幸いにして生徒達は無事だった。

			　生徒達の周辺に矢が散っているから、アリスが精霊魔術で防いでくれたんだろう。

			　……助かったぁ。

			　アリスならなんとかしてくれると思ったけど、さすがに心臓に悪い。

			　と言うか、いきなり弓で攻撃してくるなんて、彼らの目的は生徒の捕獲じゃないのか？　それとも、何人か手に入れられれば、他は死んでも良いと思ってるとか？

			　……現時点では分からないけど、とにかく時間をかける訳にはいかなそうだ。

			　そう考えた俺は、まずは正面の敵を片付けるべく視線を戻す。彼らは全ての攻撃を防がれて動揺しているようだ。

			　放っておいたら立ち直って攻撃してくるだろうし、先に無力化してしまおう。

			　炎――はまずいから、ええっと……風、風にしよう。風の精密射撃は自信がないから、弓の弦が切れる程度の威力で無差別に――放つ！

			　これで弓の弦を断ち切れば、後は個別に対処する――

			「うぎゃああああっ」

			「腕がっ、俺の腕があああぁっ！」

			「いてえええええっ!?」

			　……あ、れ？　敵の大半が地面を転げ回っちゃったんだけど……え、腕が？　も、もももしかして、威力ミスった!?

			　……ま、まあ相手は敵だからな。多少の犠牲は仕方ない。残ってる連中も含めて、一人残らず確実に無力化しておこう。

			　という訳で、俺は敵に向かって突撃。

			　呆然としている敵の鳩(みぞ)尾(おち)を殴って意識を奪い、地面に伏せっている敵は顎先を蹴り飛ばして意識を奪う。そんな感じで、あの手この手で全員の意識を刈り取っていった。

			　ちなみに腕が――とか叫んでる奴がいたから焦ったけど、ちょっと皮膚が切れて派手に血が出てるだけだった。全く、驚かさないで欲しい。

			　それはともかく、俺は近くに他の敵がいないのを確認。

			　他のみんなは――と振り返る。

			　生徒の大半は真ん中に集まって伏せている。そんな生徒達を護るアリスは――既に自分の受け持つ敵全員を無力化していた。

			　続いて、反対側を受け持つエルザも、自分の前にいた敵をきっちり無力化している。

			　だけど、騎士二人が受け持つ敵は三人。そのうちの一人が騎士の横を突破し、驚きに硬直するエイミーを初めとした生徒や先生の集団に肉薄していた。

			　少し遠いけど、精霊魔術で打ち抜けない距離じゃない。そう思って意識を集中した直後、射線上に人影が飛び込んできた。生徒を護るように立ちはだかったリズである。

			　彼女は一振りのショートソードを構え、盗賊達と対峙する。

			　だけど――

			「み、みなさんには指一本触れさせませんわ！」

			　護身術はそれなりに実力があるとは言え、やはり実戦は怖いのだろう。リズの声は明らかにそうと分かるくらいに震えていた。

			「リ、リズさん、なにやってるの、危ないよ！」

			　リズに護られる生徒達の一人、エイミーが叫び声を上げる。

			「し、心配しないで下さいまし。みなさんには、指一本、ふれ、触れさせませんわっ！」

			「そ、そうじゃなくて！　リズさんが危ないって言ってるの！　護衛なんて、私達に同行する口実だったんでしょ!?」

			　あぁ、気づかれてたのか――と、思ったのは俺だけだった。

			「いいえ、わたくしはみなさんを護る役目を引き受けました。それは、いいかげんな気持ちなんかじゃありませんわ！」

			「リズさん……」

			　リズは、本気だ。この国のお姫様であるリズが、本気で身体を張って、平民の子供達を護ろうとしている。

			　なんだか良い感じに友情が芽生えそうだし、ここは少し様子を……いや、ないな。あのドジっ娘に戦わせるとか不安すぎる。

			　俺はすぐに助け船を出そうと、盗賊への射線が通るように移動する。

			　次の瞬間――

			「みなさんはわたくしが護りますわっ！」

			　リズは凛(り)々(り)しい声で叫び、ショートソードを持っていない左腕を天に掲げた。刹(せつ)那(な)、リズを中心に、淡い光がまるで無数の蛍のように広がっていく。

			　……嘘、だろ。あれは魔力の光、なのか？

			　あんな広範囲に光が舞うなんて、アリス以上の魔力だ。一体どれだけの精霊魔術を――と、思ったのは俺だけじゃなかったようで、盗賊の顔が恐怖に引きつった。

			　直後。穏やかな風が辺りに吹き始め、盗賊の前髪を優しく揺らす……が、それ以上はなにも起きない。

			　……え？　起きない？　起きないの？

			「――やっぱりダメですの!?」

			　ダメですのじゃねぇよ!?

			「このっ、脅かしやがって！」

			　自分が無事だと分かって激高した盗賊がリズに襲いかかる。だが、慌てたリズはドジっ娘モードに移行したのか、その動きに反応出来ていない。

			　けど、リズのドジっ娘を正しく理解していた俺は慌てることなく魔力を生成。

			　精霊魔術を――使えない!?

			　驚きつつも、すぐさま工程をやり直すけど、やはり精霊魔術が発動しない。風の精霊が呼びかけに応えないのだ。

			　一体なにがどうなって――いやそれよりリズは!?

			　リズは恐怖に身をすくめて動けないでいた。そんなリズに向かって盗賊が剣を振り上げ――銀光が二筋、盗賊の体がゆっくりと崩れ落ちた。

			　そうして開けた視界の向こう側。短剣を持った手を広げて一回転、スカートの裾を翻(ひるがえ)すソフィアの姿があった。

			　うぉぉぉ、ナイスだソフィア、後で撫で撫でしてやろう！　なんて思った俺の意思を恩恵で読み取ったのだろうか？　短剣をしまったソフィアが俺を見てピースをした。

			　最近ソフィアが可愛すぎて辛い――じゃなくて。

			「リズ、大丈夫か!?」

			　慌ててリズのもとに駆けよる。

			「……リオさん？　わたくしは、大丈夫ですわ。それより、みなさんは？」

			　言われて周囲を見回す。恐怖に怯えている子はいるけど、怪我をしてる生徒はいなそうだ。

			「大丈夫、みんな無事だよ」

			「そう、ですか。良かった、ですわ……」

			「お、おい？」

			　へなへなとへたり込む。そんなリズを、俺は慌てて支える。

			「……ありがとうございます。少し気が抜けてしまっただけですわ」

			「そっか……」

			　ひとまずは安心だと一息。

			　盗賊についても気になるけど、今はリズの方が先決だ。俺はエルザに盗賊の対処を任せ、あらためてリズへと視線を向けた。

			　リズは力なく微笑んでいる。その顔を縁取る青みがかった銀髪が、そよ風に揺られていた。と言うか、さっきから心地の良い風が周囲を包んでる。

			　これって……もしかして。

			「リズの精霊魔術……なのか？」

			「え？　あ……この風のことですわね。これはたしかにわたくしの精霊魔術ですわ。どうしてか、威力が持続時間へと変換されてしまって……」

			「持続時間に変換……」

			　たしかに前にそんな話を聞いた気がするけど……これはちょっと異常じゃないか？

			　アリスですら、術を解除した後の持続は数秒が限界だって話だ。

			　だけど今この瞬間、リズはへたり込んでいるだけで、精霊魔術を使い続けている様子はない。にもかかわらず、精霊はいまだに命令を実行している。

			　しかも、俺が精霊魔術を使えなかったし……一体どうなってるんだ？

			「リズさんは精霊魔術の天才だね」

			　おもむろにアリスが感心したように呟く。

			「どういうことだ？　変換速度とイメージ精度は凄そうだけど、変換精度に致命的な欠点を抱えてるって話だぞ？」

			「違うよ。その変換精度こそが最高――生み出される魔力の品質がすごく良いの。もっとも、戦闘技術として考えれば、リズさんの特色は致命的だけどね」

			「……どういう意味だ？」

			「普通の人が変換した魔力は飲み物なんだよ。でも、リズさんのは甘いアメ玉」

			「普通は飲み物なのに、アメ玉？　……もしかして、すぐに食べられないって意味か？」

			　だから、こんなに持続時間が長いのかと、周囲に目を向ける。いまだに、見渡す限りの木々はそよ風に揺られてさざめいていた。

			「じゃあ、俺が精霊魔術を使えなかったのは？」

			「言ったでしょ、甘いアメ玉だって。リオの作る飲み物なんかより、リズさんの作るアメ玉の方がみんな美味しいって」

			「ひでぇ……」

			　いやまあ、俺だって自分で作る料理より、リズの作った料理を選ぶけどさ。でもそういう理由なら、他の精霊なら使えるのかな――と、意識してみたら反応があった。

			　ふむ。この辺、後で検証してみるべきかもなぁ。

			　それよりも、だ。

			「なぁリズ。当然、他の精霊魔術も使えるよな？　例えば……氷らせるとか」

			「え？　ええっと……威力が皆無なので、自力で氷らすのはかなり厳しいです。氷っている物が溶けないようにするくらいは可能ですが」

			「……ふむ。なら、どれくらいのあいだ氷らせておくことが出来るんだ？」

			「以前、風の精霊魔術で試したときの結果で良いですか？」

			「うんうん」

			「その時はたしか……三日ほど風が吹き続けました」

			　――冷蔵庫、ゲットだぜ。

			　………………いや、もちろん冗談だぞ？

			　さすがにこの国の姫様を捕まえて、冷蔵庫の代わりをさせる訳には……いやでも、精霊魔術ってことは、指定した箱を冷やし続けるくらいの融通は利くよな？

			　それで馬車の荷を冷蔵すれば、往復三日以内にある各地の食料なんかが……じゅるり。

		

	
		
			　

			エピソード　３－８　うたかたの夢

			　

			　生徒が盗賊に襲われた翌日、学園は臨時休校となっていた。ソフィア立ち会いの下で、捕らえた盗賊を尋(じん)問(もん)した結果、気になる情報を得たからだ。

			　まず彼らの目的は、生徒や制服であることが判明した。

			　それなのに、なぜ生徒に向かって矢を射掛けたのか？　それは、数人捕らえれば、他は殺しても良いと考えていたから――だけではない。

			　生徒に危害を加えれば、人数に応じて報酬を支払うと、彼らに依頼した人間がいたのだ。

			　その依頼人を捕らえるべく、待ち合わせ場所に網を張ったのだけど――賊達の失敗を知って逃げたのか、最初から報酬を支払うつもりがなかったのか、依頼人は姿を現さなかった。

			　なので、依頼人の目的は不明。

			　だけど生徒を傷つけようとした以上、うちに敵意を持っている人間だろう。

			　多少恨まれる程度なら心当たりは結構ある。けど、ここまでやる相手となると、すぐに思い当たる人物は一人しかいない。

			　即ち、うちに喧嘩を売った末に親に勘当された、ロードウェル家のパトリックだ。

			　そう思って確認すると、しゃべり方や背丈がパトリックと似ていることが分かった。

			　顔は隠していたようで断言は出来ないけど、パトリックである可能性は高いだろう。

			　知らぬこととは言え、王族に牙を剥いた。この問題は大きすぎるので、犯人についての対処は、クレインさんに任せることにした。

			　もし本当に犯人がパトリックで、グランシェス家が捕らえた場合、勘当という対処をした、クレインさんやロードウェル家の顔を潰すかもしれないと思ったからだ。

			　ついでに言えば、パトリックだった場合、関わるのが面倒だったからという理由もある。どっちかって言うと、そっちがメインな気がしないでもない。

			　ともかく、犯人捜しはクレインさんに一任。

			　うちとしては早急に警備を見なおし、可能な限りの騎士や兵士を使って警備を強化。そのためにエリックさんやクレインさんに兵士を貸してもらう――と言う風に考えている。

			　なので、本日は警備体制の見直しで臨時休校――なんだけど、俺はリズに付き合って学園に来ていた。

			　リズが校舎の掃除をしたいと言いだしたからだ。

			「る～♪　るるる～♪」

			　静寂に包まれていた教室を、穏やかな音色が満たしている。背中を向けて掃除をしていると、背後に神秘的な歌姫でもいるんじゃないかと錯覚するレベルだ。

			　振り返った先にいるのは、ただのドジっ娘なのにな。

			「ん～？　なんですか、リオさん。わたくしの顔をジッと見つめたりして」

			「いや、なんでこんなに残念なのかなって思って」

			「なにやら酷い言われような気がしますわ!?」

			　ショックですわ！　と言わんばかりの表情が可愛い。ちょっと癖になりそうだ。そう思って笑っていたら、リズにじとぉと睨まれた。

			「……リオさん、もしかしてわたくしをからかってませんか？」

			「ショックを受けるリズが面白くて、つい」

			「この人、認めましたわよ!?」

			「いや、だって事実だし」

			「そ、そこは否定するところじゃありませんか……？　そもそも、面白くてって酷いですわよね？　せめてそこは、可愛いとか言うところじゃありませんの？」

			　だってそう言ったら、リズをからかえないじゃないかとは口に出さない。とは言え、度が過ぎるのは良くないだろうと、自重することにした。

			「ホントは、ハミングが綺麗だなって思ってたんだよ。さすがに歌姫なんて呼ばれてるだけあるなって思ってさ」

			「そう、でしたの……ありがとう、ございます」

			　少し照れくさそうに紫の瞳を伏せる。
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			「リズは歌が好きなんだな」

			「もちろんですわ。わたくしの夢は歌でみんなを笑顔にすることですから」

			「ほう……そんな夢が。でもそれなら、もう叶ってるんじゃないのか？　コンサートだって、時々してるんだろ？」

			「そう、なんですけど……みなさん、あまり喜んで下さらないようで」

			　リズは少し寂しげに呟く。それを聞いて、俺はなんとなく事情を察した。

			　安全性を優先して高く安全な場所から歌う。姿は見えても、その歌声はあまり聞こえない。そんな状況でみんなを笑顔に――とはいかないだろう。

			　とは言え、いまそれを教えてもリズを落ち込ませるだけだろう。だから俺は、いつか夢が叶うと良いなとだけ言って、話を変えることにした。

			「そう言えば、みんなとは仲直りは出来たんだよな？」

			「それは……えっと……」

			　リズが急に寂しげな表情を浮かべた。……ってあれ？

			「昨日、みんなに感謝されてただろ？　俺は途中で席を外したから知らないけど、あの後、仲直りとかしなかったのか？」

			「いえ、それが……寮に送って頂いた後、部屋で休むようにと言うことで」

			　……エルザか。気が利かない――って言うのは酷か。リズが重要人だって話はしてあったけど、さすがに個人的な事情までは話してないからな。

			「まあ、授業が始まれば大丈夫だよ」

			「そうでしょうか……？」

			　リズの紫の瞳が不安に揺れた。数日前よりよっぽど状況が良くなってるのに、なんで逆に落ち込んでるんだ？

			「……なにかあったのか？」

			「なにかあったというか……ようやく理解したんです。わたくしが、みなさんにどれだけ迷惑をかけていたかと言うことに」

			　また言ってるのか？　と思ったけど、もちろん口には出さない。なにかそう思う切っ掛けがあるんだろうと思って続きを促した。

			「今までのわたくしは、自分が成果を挙げることしか考えていませんでしたわ。だから、みなさんを見てなかった」

			「それは……自分のことで必死だったんだから、しょうがないんじゃないか？」

			　そういう意味じゃ、みんな似たようなものだ。俺だって屋敷に幽閉されてた頃は、自分達のことしか考えてなかったしな。

			　領民のことを考えるようになったのなんて、自分の自由が確保出来てからだ。

			「ありがとうですわ。ですが昨日みなさんと行動して、改めてみなさんが本当に一生懸命だと知って……自分がどれだけ邪魔をしていたか理解したんです」

			「そっか……」

			　視野が広がって、周りの状況が見えるようになったんだろう。リズは落ち込んでるけど、それは成長してる証拠だと思う。

			「自分のことだけじゃダメなんですよね。でもわたくしはそんなことにすら気づけなくて。だからみんなに嫌われて当然ですわ」

			「リズ……」

			　寂しげなリズを見ていられなくて口を挟もうとする。だけどそれより一瞬だけ早く、リズが小さな微笑みを浮かべた。

			「大丈夫、心配しないで下さいまし。もう遅いかもしれませんけど、出来ることをしようと思っていますから」

			「――遅くなんてないよ」

			　不意に二人っきりだったはずの教室に別の声が響く。見れば教室の入り口にたたずむエイミーの姿があった。

			「……エイミーさん？」

			「ごめんなさい、立ち聞きしてしまって」

			　エイミーはそう言いつつも、つかつかと教室の中に入ってきた。そうして戸惑うリズの前に立った。

			「昨日はありがとう。リズさんが護ってくれたから、みんな無事だったよ」

			「いえ、気にしないで下さい。みなさんを護るのがわたくしのお役目でしたから。それに、結局はソフィアさんに助けられてしまいましたし……」

			「だとしても、私達を護ってくれたのはリズさんだよ。助けてくれてありがとう」

			「えっと、その……どういたしましてですわ」

			　少し照れくさそうにしながらも、リズの表情が明るくなる。だけどそれと対照的に、エイミーの表情が沈んだ。

			「それで、ね。以前、私が迷惑だって言ったことなんだけど……」

			「……あの時は、自分のことしか考えていなかったんです。本当に反省してますわ」

			「うぅん、そういう意味じゃなくて……えっと、実は、アカネさんやアリスさん。それにトレバーさんから聞いちゃったの。リズさんの、その、家庭の事情を……」

			「そう、でしたの……」

			　どう反応して良いのか分からない――と、リズはそんな面持ちを浮かべている。そんなリズに向かって、エイミーが深々と頭を下げた。

			「ごめんなさい！　リズさんの事情も知らないで勝手なことを言って！」

			「……許して、頂けるんですの？」

			「許してもらうのはこっちの方だよ！　私だって、服飾の道を諦めて貴族の妾(めかけ)になれって言われてたら、きっと家を飛び出してたもの！」

			　……そっか。エイミーも商人の娘だから、その辺は他の子よりは理解があるんだな。なんてことを考えながら、俺は二人のやりとりを見守った。

			　これが切っ掛けになって、みんなとも打ち解けられれば良いな。

			　迎えが来るまで、あと二ヶ月半くらい。

			　リズがなにかを為し遂げるというのはスケジュール的に厳しくなってきたけど、協力してくれる仲間が増えればなんとか出来る可能性はきっとある――と、この時の俺は思っていた。

			　

			　――だけど、翌日。

			　授業が再開された初日の昼休み。リズがエイミー達とおしゃべりをしているのを眺めていると、にわかに周囲が騒がしくなった。

			　そして――

			「リズ、迎えに来たぞ！」

			「……お兄、様？」

			　この国の第一王子が姿を現した。

		

	
		
			　

			エピソード　４－１　アルベルト殿下の思惑

			　

			　リズの兄と使用人っぽい老紳士。それにエルザを初めとした騎士数名が突如として現れ、昼休みの教室は騒然となった。

			「……お兄様、どうしてここに？」

			「言っただろう、お前を迎えに来たと」

			「ですが、予定ではあと二ヶ月以上先だったはずです」

			　リズが戸惑いの声を上げる。それに対してアルベルト殿下は鼻で笑った。

			「分かっているぞ。その日まで待てば、お前はまた逃げるつもりだったのだろ？」

			「そそっ、そんなことはありませんわよ!?」

			「同じパターンで、城から逃げ出した奴がなにを言っている？」

			「そ、そそっそうでしたかしら？」

			　思いっ切り動揺してるし。まあ家出してきたって言ってたしな。……って、暢(のん)気(き)に考えてる場合じゃないんだけど……相手はこの国の王子。

			　下手に介入は出来ないし……どうしたものか。

			「さあ、リズ。俺と来るんだ」

			「待って、待って下さい！　お願いです、せめてあと少しだけ時間を下さい！」

			「その手には乗らんぞ。お前は昔からそうだ。直ぐに問題を先延ばしにしようとする。それに、俺がなんでもかんでも、お前のお願いを聞くと思うなよ？」

			「そこをなんとかお願いします、お兄様！」

			「……悪いようにはしないから、とにかく一度、俺と家に戻れ」

			　アルベルト殿下がリズの手を掴もうとする。だけどそれをエイミーが阻んだ。

			「……なんだ貴様は、どういうつもりだ？」

			「や、止めなさいよ！　リズが嫌がってるじゃない！」

			　まずいと思った瞬間に席を立ち、俺はリズ達の方へと歩き始める。

			「……止めろだと？　どこの誰かは知らんが、この俺に――アルベルト・フォン・リゼルヘイムに命令しているのか？」

			「……え？　アルベルト・フォン・リゼルヘイムって、まさか……この国の王子様？　う、うう嘘、ですよね……？」

			　エイミーはまさかそんなとばかりにリズを見た。けれど、リズは否定するでもなく。困り顔を浮かべている。

			　それで理解してしまったのだろう。エイミーはみるみる青ざめていった。

			「分かったのなら、そこをどけ。今なら知らなかったこととして不問にしてやる」

			　今なら不問にする。逆に言えば、これ以上邪魔をするなら――と言う意味。それを理解したのだろう。エイミーは怯えるように後ずさる。

			　――だけど、それは一歩だけ。

			　エイミーはぎりぎりのところで踏み止まってしまった。

			「わた、私は、リズさんに護られたんです。だから――」

			　これ以上は本当にまずい。そうと知りながら平民が王族にたてつくなんて、その場で首を落とされても文句は言えない。

			　そう思った俺は、思い切って二人の会話に割って入った。

			「アルベルト殿下。お話に割って入ることをお許し下さい」

			「なんだ、お前は」

			「俺は――いえ、私はリオン・グランシェス。グランシェス伯爵家の当主です」

			　名乗りを上げた瞬間、教室のそこかしこから驚きの声が上がる。

			　みんなが一体どう思ったのか、気にならないって言えば嘘になる。けど、今はそれを心配する余裕はなかった。声をかけたものの、なにを話すか考えてなかったからだ。

			　……いや、だってさ。そんなの考える余裕なかっただろ？　という訳で、俺は必死に、どうやってこの状況を切り抜けるかを考える。

			「ほう？　なるほど、お前がリオンか。噂はイヤと言うほど聞いている」

			「……噂、ですか？」

			　なんかろくでもない噂な気がする――と思ったんだけど、アルベルト殿下はその噂とやらには触れずに「それで、俺になんの用だ？」と続けた。

			　……どうしようかな。エイミーを助けに入っただけで、なにも考えてなかったとか口が裂けても言えないぞ。

			　ええっと、ええっと……ええい、まずは場所を移動して時間を稼ごう。どのみち、他の生徒がいる場所であれこれ話すのは危険すぎる。

			「アルベルト殿下にご提案があります」

			「良いだろう、言ってみろ」

			「……ここでは人目につきすぎます。理事長室がありますので、そちらに移動しませんか？　もちろん、リーゼロッテ様も一緒にです」

			「……ふむ。良いだろう。ではそこに案内しろ」

			　

			　教室の方はアリス達に任せる。そして俺はアルベルト殿下とリズ、それに殿下の付き添いらしき老紳士を連れて、理事長室へと移動した。

			　ちなみに、本来はクレアねぇが使うべき部屋なんだけど……部屋の主はいまだにどこかに出かけたまま帰ってきていない。

			　こういう時にいてくれたら頼もしいんだけどなぁ……

			「それで、話というのはなんだ？　わざわざ足を運ばせたのだ。それなりに意義のある提案なのだろうな？」

			　ぐおぉぉ、時間を稼いだせいでハードルが上がってる。いや落ち着け。ちゃんと移動中になにを話すかは纏(まと)めてある。

			　俺は深呼吸を一つ、出来るだけ平然とした素振りで口を開く。

			「リーゼロッテ姫殿下は、予定より早く帰ることに納得がいってないご様子。せめて予定通りに過ごさせてあげる訳にはいきませんでしょうか？」

			「……何故その様なことを言う？」

			「リーゼロッテ姫殿下は平民の考えを知らず、クラスの中で浮いていました」

			「……ほう？　そうなのか？」

			　アルベルト殿下が興味深そうな顔で、リズへと問いかける。それに対して、リズは怖々ながらもこくりと頷いた。

			「わたくしは自分のことばかりで、みなさんの都合を考えてなかったんです。それで、みなさんに嫌われてしまったんです」

			「……お前が、か？　それはなかなか驚きの事実だな」

			　アルベルト殿下は軽く目を見開き、考えるような素振りを見せた。

			　そこまで驚くことかなって思ったんだけど、そういやリズは、リゼルガルムで絶大な人気を誇ってるとか言ってたな。

			「しかし、嫌われているのであればなおさら、悪評が広がる前に帰すべきではないか？」

			「いいえ、お兄様。実は昨日――」

			「――昨日、ようやくリーゼロッテ姫殿下と、他の生徒が解り合う出来事がありまして」

			　アルベルト殿下の言葉を遮ったリズの横から、俺が更にセリフを被せた。

			　本当は口を挟むこと自体が不敬なんだけどな。いくらリズが了承したとは言え、平民の護衛をさせて、しかも危ない目に遭わせたなんてバレたらシャレ抜きでやばい。

			　リズに全てを話されるよりはと、俺は話を続ける。

			「リーゼロッテ姫殿下は仲間として受け入れられたばかりです。ですので、連れ帰るのは、もう少しだけお待ち頂けないでしょうか？」

			「ようするに、平民との別れを惜しむ時間が欲しいという意味だな？」

			「ええっと……はい、有り体に言えばその通りでございます」

			　アルベルト殿下の言い様を考えても、鼻で笑われてお終いかもと思ったんだけど……意外にも彼は考える素振りを見せた。

			「一つ聞きたいのだが……何故そこまでリズに肩入れする？　俺に味方した方が得だとは思わぬのか？」

			「私は学園を纏(まと)める立場にあり、皆を守る義務があります。ここでリーゼロッテ姫殿下がすぐにお帰りになった場合、他の生徒にも影響が出ると考えます」

			　みんなの学園生活に、苦い思い出を残したくない。特にアリスやソフィアには――と、声には出さずに付け加える。

			「なるほどな……言い分は分かった。だが、さっき教室にいた平民どもに、リズの正体がばれてしまったぞ？　危害を加えられる可能性がないと言いきれるか？」

			「それは……ないと考えますが、自分が責任を持って護ると約束しましょう」

			「お前がだと？　お前は――」

			　アルベルト殿下がなにかを言おうとしたところで、横に控えていた老紳士がアルベルト殿下になにかを耳打ちした。

			　その直後アルベルト殿下の口元がにやりと吊り上がった。

			「良いだろう。ただし待つのは今月いっぱいだ。今月の終わりには、お前が責任を持って、リズを無事に俺の前にまで連れてこい」

			　今月の終わり……今は月の初めで、王都リゼルガルムまでは五日ほど。三週間くらいは時間を稼ぐことが出来た。

			　なにかを為し遂げるには厳しいけど……友人との別れの時間といった手前、それ以上の譲歩を引き出すのは不可能だろう。

			「分かりました。月の終わりには必ずリーゼロッテ姫殿下をお連れします」

			「グランシェスの家名に誓ってか？」

			「はい。グランシェスの家名に誓って送り届けると約束します」

			「良いだろう。ではその約束を違えれば、お前に責任を取ってもらうぞ」

			　つまり約束を違えたら、グランシェス家を潰すぞって意味ね。いや、どっちかって言うと、自分のものにするとか、そんなところか？

			　リズを逃がすことも出来ないし、あんまり良い提案とは言えないけど……今更後戻りは出来ないし、今すぐ連れて行かれるよりはマシなはずだ。

			　俺はかしこまりましたと恭(うやうや)しく頭を下げた。

			「リズ、話は聞いての通りだ。今月の終わりには城に戻ってこい。いや、帰りたくなければ逃げても良いぞ。ある意味その方が都合が良い」

			「……いえ、今月中に必ず帰ります」

			「ふぅ、相変わらず機転の利かぬヤツめ」

			　アルベルト殿下はぼそりと呟いた――って、なにそのやりとり!?　露骨すぎるだろ。そんなにうちが欲しいか。いや、欲しいんだろうけどさ。

			「では、俺は帰るとしよう。邪魔をしたな」

			　アルベルト殿下は意外にもそんなセリフを残して立ち上がる。だけど部屋を出ようとしたところでおもむろに振り返った。

			「そう言えば……この街にはアリスブランドと呼ばれる服があるそうだな。俺のために一着作らせろ」

			「洋服ですか？　どのようなデザインがご希望でしょう？」

			　普段に着るのか、公務で着るのかと言った趣旨の質問だったんだけど、返ってきたのはこの街で一番流行りのデザインという答えだった。意外とミーハーだ。

			「もちろん報酬は支払う。望みの金額を要求するが良い」

			「いえ、まさかアルベルト殿下からお代を頂く訳にはいきません」

			「ふっ、その程度では貸しを作ったうちに入らんぞ？」

			　……ばれてーら。なんて思ったけど、もちろん顔には出さない。要望を聞き入れて下さったお礼ですと言っておいた。

			　

			　その後、メイドにアルベルト殿下の採寸をしてもらって受注を完了。アルベルト殿下は外に待たせていた護衛を引き連れて帰っていった。

			　それを見送り、俺はようやくリズへと視線を向ける。

			「……悪い。そんな訳で、月末にはリズを届けることになっちゃった」

			「いえ、それは……今すぐ連れ帰られるところだったので、感謝していますわ」

			　リズの言葉に他意は感じられない。たぶん、本当に感謝してくれてるんだろう。

			　――だけど、

			「月末になったら、俺と一緒に王都に行ってくれるな？」

			　俺はあえてもう一度確認をした。

			　リズが逃げるなんて思わないけど、もしリズが逃げたら俺の大切なモノが全て壊れてしまうから。不確かなままではいられない。

			　――果たして、リズはしっかりと頷いてくれた。

			「リーゼロッテ・フォン・リゼルヘイムの名に懸けて誓いますわ」

			「……ありがと。それと、ごめんな。疑うようなマネをして」

			「いいえ、こちらこそご迷惑をかけてしまって申し訳ないですわ。……と言うか、リオさんが、リオン様だったんですね」

			「あぁうん。黙っててごめんな？」

			「いえ、それは構わないんですが……どうして学園に通ってるんですか？」

			「それは……趣味？」

			「はい？」

			　思いっ切り首をかしげられるけどごまかしておく。前世で出来なかった青春をしてるなんて言えるはずないからな。

			「それより、リズのお兄さん、アルベルト殿下は思ったより――って言うと問題だけど、まともな人なんだな。もっと融通の利かない人だと思ってた」

			「お兄様は基本的に優秀で良い人ですわよ。わたくしにも良くしてくださいますし、世間にも仲むつまじいと言われてますわ」

			「たしかにリズを気づかうような素振りは見せてたけど……じゃあ、なんで政略結婚なんてさせようとしてるんだ？」

			「それはお兄様が乗り気だからですわね。でも、わたくしはどうしても異性としてみることが出来なくて」

			「ふぅん。そうなん……え？　ど、どういう意味だ？」

			「あれ？　ええっと……言いませんでしたか？　まだ内々のお話なんですけど、わたくしの婚約者は腹違いの兄、アルベルトお兄様ですのよ？」

			　それを聞いた瞬間、俺は理解した。

			　腹違いの姉妹への求婚。クレアねぇの言ってた、俺の見習うべき部分はそれか――と。

		

	
		
			　

			エピソード　４－２　増える姉妹

			　

			　アルベルト殿下を見送った後、まずは教室に戻ることにした。

			　俺達の正体がばれたことで、どんな反応をされるか不安だったんだけど……俺達が教室に姿を現すと、みんなはホッとした表情を浮かべた。

			　どうやら、心配してくれていたらしい。

			「リズ様、無事だったんですね！」

			　エイミーを初めとしたクラスメイトが詰め寄ってくる。一瞬アルベルト殿下の言葉がよぎって警戒したけど、それは杞(き)憂(ゆう)だった。

			　彼女達は純粋にリズの心配をしているようだ。

			　さすがに姫と分かって、今まで通り話すのは無理だったみたいだけどな。でもそれも、リズが普通に喋って欲しいと申し出て、みんなはそれを受け入れた。

			　普通は恐縮して無理だと思うんだけど……ミューレ学園の生徒は、もしかしたら感覚が色々と麻痺してるのかもしれない。

			　ともあれ、そんな微笑ましい風景を眺めながら考えるのは、これからのこと。

			　リズを王都に送り届ける日数を考えたら、学園で過ごせる時間は三週間ほど。クラスメイトとの別れをするには十分な時間で、お別れ会だって開催出来る。

			　だけど、だ。

			　リズがこの学園に来た目的は、なにか成果を挙げて自立した女の子だと認めてもらい、婚約を取り消してもらうこと。そう考えると、三週間という時間は余りに短い。

			　けど、今回の件を切っ掛けに、みんなが協力的になってくれれば、もしかしたら……

			　なんて風に考えながら、自分の席に座ってリズ達を眺めること数分。おもむろにリズのもとを離れたエイミーが俺の前にやって来た。

			「……どうかしたのか？」

			「あ、あの、リオさんが、グランシェス伯爵のリオン様だって本当ですか？」

			　そ、その質問か。リズがお姫様だってバレた衝撃で、俺の方は都合よく忘れられてると良いなぁなんて思ってたんだけど甘かったか。

			「どうなんですか？」

			「えっと……そう、だけど？」

			　俺がそう答えた瞬間、エイミーが目の色を変えた。なにをと思った瞬間、エイミーが飛び掛かってきた。

			「――ちょっ!?」

			　慌てて身構える。だけどエイミーは俺の寸前で止まり、突進を止めようと突き出した俺の手を握った。

			「リオさん――じゃなかった、リオン様」

			「う、うん？」

			「リオン様、私をお妾(めかけ)さんにしてください！」

			「――はああああああぁ!?　意味が分からないんですが!?」

			「……だって、リオン様がこの学園に通ってるのって、お妾(めかけ)さんを探すためですよね？」

			　そ、そう言えば、そんな噂が流れてたな。最近は噂も下火だったから忘れてたぞ。

			　けど、エイミーが妾(めかけ)になりたいってどういう意味だ？　このあいだだって、服飾を諦めて妾(めかけ)になれとか言われたら絶対嫌だとか話してたはずなのに。

			「エイミーは服飾を頑張るんじゃなかったのか？」

			「だからですよ！　あのアリスブランドを擁するグランシェス家ですよ!?　アリスブランドで働かせてもらえるなら、私なんだってします！」

			　この娘、服飾のことしか考えてない!?

			「ねぇねぇ良いでしょ、リオン様。私、見ての通り胸がちっさいんですよ？」

			「……だからなんだよ？」

			「リオン様って、小さな男の子や女の子が好きなんですよね？」

			　反射的にため息をついた。

			　まさか、パトリックの流した噂がまだ残ってたなんて。マジで許すまじパトリック。

			「取り敢えず、それはデマだから」

			「えぇ、デマなんですか？　じゃあ……お　に　い　さ　ま、って呼んでもダメですか？　姉妹じゃないと興味ないって噂は本当ですよね？」

			　その噂まで知ってるなんて、エイミーは情報通なんだな。

			　……情報通、なんだよな？　グランシェス領の当主は、周囲の女の子を姉妹にしてるって噂が公然と流れてる訳じゃないよな……？

			「……取り敢えず、俺は妾(めかけ)を探すために学園に通ってる訳じゃないから」

			「えぇぇぇぇ、そんなぁ～」

			　エイミーはがっくりと項垂れた。そんなエイミーの肩をソフィアがぽんぽんと叩く。その顔には、なんとも言えない笑顔が浮かんでいた。

			　それを見た瞬間、俺は言いようのない不安を覚えた。いや、言いようのないというか、どう考えても嫌な予感しかしない。

			「なんだか楽しそうなお話をしてるね」

			「ソフィアちゃん？　あれ？　ソフィアちゃんってたしか、リオくんをお兄ちゃんって呼んでたよね……？　でも、リオくんはリオン様で……あっ」

			　色々と気付いてしまったのだろう。エイミーの表情が引きつった。

			「ちちちちっ、違うの！　私は別にソフィアちゃんからリオン様を取ろうなんて大それたことを思ってる訳じゃなくてね!?」

			　必死に捲(まく)し立てる。そんなエイミーの両肩を、ソフィアがやんわりと掴んだ。

			「リオンお兄ちゃんが好きなの？　それとも、アリスブランドが目当てなの？」

			　小首をかしげてセミロングの金髪をふわりと揺らす。そんなソフィアが浮かべるのは、精巧なクリスタルガラスの様に透明で無色の微笑み。

			　正直、怖い。むちゃくちゃ怖い。

			「え、あの。それは、その……りょ、両方、かな？」

			「ふぅん……そうなんだぁ」

			　抑揚のない口調で呟いたソフィアは、エイミーの心を覗き込むかのように、その瞳を見つめている。

			　いや、実際に心を覗いているのだろう。どこまで回復したのかは分からないけど、少なくともこのあいだ、俺が考えてた内容を読み取ってたからな。

			　一体どうなるのか。もしソフィアがスカートの裾に手をかけるようなことがあれば全力で止める。そんな覚悟を持って身構えつつ、固(かた)唾(ず)を呑んで成り行きを見守る。

			　果たして、ソフィアは天使のような微笑みを浮かべた。

			「エイミーさん、ソフィアの部活に入らない？」

			　――そうして告げたのは、まるで脈略のない内容。同じように固唾を呑んで見守っていた生徒達が目をパチクリ。

			　エイミー自身もブラウンの瞳をぱちぱちとしばたたいた。

			「えっと……どういう意味？」

			「そのままの意味だよ？　入れば、リオンお兄ちゃんと一緒にいられるよ？」

			「入部する！」

			　――即答っ!?

			「それじゃ、エイミーさんも今日からソフィア達の仲間だね」

			「ありがとうソフィアちゃん！」

			　二人は仲良く手を取り合ってはしゃいでいるが……いやいやいや。ちょっとは突っ込もうよ。そこでどうして部活？　それになんで入部したら、俺と一緒にいられるんだよ、意味分からないよ、どんな部活だよ、とか。

			「……なぁソフィア。本気でなんの部活をしてるんだ？」

			「えぇ、秘密って言ったじゃない」

			「いやいや。だって思いっ切り俺に関係してるだろ？」

			　俺と関係がなく、危ないことでなければ、ソフィアがすることに干渉はしないようにするつもりだ。……気にはなるけど。

			　でも、今回の件は明らかに俺と関係している。聞き出す建前としては十分……こほん。当事者として、ちゃんと聞き出す必要があるだろう。

			「俺に関係してるなら、俺にも知る権利があると思うぞ？」

			「うぅん……しょうがないなぁ。そんなに知りたいなら教えてあげるね」

			　よしっ――って思ったけど、よくよく考えたら、内心の言い訳も全部読み取られてる可能性があるんだよな？　そう考えると、今のセリフむちゃくちゃ呆れられてる気がする。

			　……い、いや、深く考えるのは止めよう。ソフィアの恩恵は、読もうと思った時しか、心を読めなかったはずだし、たぶん大丈夫だろう。

			「それで、どんな部活なんだ？」

			「ソフィアが作った部活はシスターズって言うの。姉妹としての器量を磨く部活だよ」

			　姉妹としての器量を磨く、ねぇ？　想像よりはまとも、なのだろう、か……？

			「ちなみに、具体的な活動内容は？」

			「ん～っとねぇ。お裁縫に料理のお勉強でしょ？　それに、礼儀作法」

			　想像以上にまともだ――って思ったんだけど、ソフィアのセリフはまだ続いていた。

			「それにお兄ちゃんがどんなシチュエーションに弱いかの研究や、体を柔らかくする体操。それに――お兄ちゃんに近づく敵を一撃で始末する剣術のお稽古だよ！」

			　やっぱりまともじゃなかったか――って最後のなに!?

			　ふ、普通に考えて、俺に近づく（賊みたいな）敵を始末するって意味だよな？　間違っても、俺に近づく敵（自分達のライバル）を始末するって意味じゃないよな？　よな!?

			　エイミーは大丈夫だったみたいだけど……

			『このドロボウ猫、ソフィアのお兄ちゃんになにするつもり？　――死んじゃえ』

			　とか、普通に言いそうで怖い。

			「大丈夫だよ。一度目はちゃんと警告するから」

			「二度目はなにするんだよ!?」

			　って、やっぱり読まれてたぁぁぁぁぁ！

			「……ちなみに、今いるメンバーは？」

			「ソフィアの他にはアリスお姉ちゃんとクレアお姉ちゃん。後はティナお姉ちゃんとリアナお姉ちゃん。それと今日から入ったエイミーさんだよ？」

			　……知ってる名前過ぎる。いや、知らない名前だった方が驚きだけど、今度ティナとかリアナに会う時、どんな顔をすれば良いんだよ。

			　なんて思ってふと顔を上げると、いつの間にかリズが目の前にいた。そして、リズはなにか言いたげに、俺達の方をじっと見ている。

			　うん。そういやリズのことを忘れてた。あと三週間しかないんだ。早く、リズになにが出来るか考えないとな。

			　そう思って口を開く――寸前、リズが先に口を開いた。

			「わたくしもシスターズに入れてくださいですわ！」

			　――そっちっ!?

		

	
		
			　

			エピソード　４－３　婚約破棄を目指して

			　

			　――リズの兄であるアルベルト・フォン・リゼルヘイム。この国の第一王子がリズを迎えに来たが、交渉の末に今月いっぱいの猶(ゆう)予(よ)をもらった。

			　だけど期限が来れば、リズは兄のアルベルト殿下と結婚させられてしまう。

			　それを回避するためには、残り三週間で結果を出さなくてはいけない。なにかを為し遂げなくちゃいけない。

			　そんな状況で――リズはソフィアの作った部活に入りたいと必死に交渉していた。

			「それじゃ、リズさんも今日からシスターズの一員だよ！」

			　訂正、既に仲間として受け入れられていた。

			　……リズって、兄と結婚するのが嫌で逃げてきたんじゃないんですかねぇ。

			　いやまあ、ソフィアの部活って、姉妹としての器量を磨くのが目的みたいだから、入ったからって別に、俺の義妹になるのが確定してる訳じゃないはずだけどさ。

			　そう考えると、ソフィアとリズが仲良くするのは良いこと、なのかな？

			　けど、せっかくクラスメイトの感情が、リズに対して好意的に傾いているのだ。身内だけで完結させるのはもったいない。

			　そんな訳で俺は咳払いを一つ。椅子から立ち上がってみんなを見回した。

			「少し話を聞いてくれ」

			　前置きを一つ。リズが一ヶ月後に帰らなきゃいけないこと。それまでになにも為し遂げられなかったら、確実に望まぬ結婚をさせられることを打ち明けた。

			「選択授業を回ってたのは、そういう理由だったんだ。リズの行動に思うところがある人もいると思うけど、決して軽い気持ちで遊んでたんじゃないって分かって欲しい」

			　俺はそこで一度言葉を切ってみんなを見回す。

			　ここ数日の流れのおかげか、はたまたさっきの件でリズに同情が集まったのか。どちらにしても、皆は好意的な態度で話を聞いてくれているようだ。

			「これから俺達は、リズが望まぬ結婚をしなくて済むように、あれこれする予定だ。もちろん、みんなには極力迷惑をかけないようにする。だから出来る範囲で良い、俺達に協力して欲しいんだ。どうか……頼む」

			　深々と頭を下げる。そんな俺を見たリズが少し慌てた感じで俺の後に続き、よろしくお願いしますと頭を下げた。

			　僅かな沈黙の後、ぱちぱちと数人分の拍手が鳴った。

			　頭を上げて見れば、アリスとソフィア。それにエイミーとアカネ。最後にトレバーの五人が手を叩いてくれていた。

			　そしてその拍手に釣られるように、次第に教室全体に拍手が広がって行く。

			「ありがとう、みんな」

			「みなさん、ありがとうございます。それにリオン様も、わたくしのために、感謝ですわ」

			「乗り掛かった船だからな」

			　と言うか、リズが連れ帰られてバッドエンドとか、どう考えてもアリスやソフィアのトラウマになる。もちろん俺も、な。

			　だから、見捨てるつもりなんてサラサラない。本気で今更だ。

			「ねぇねぇ兄様、リズさんに協力するのはもちろんですけど、具体的にはなにをするつもりなんですか？」

			　おもむろにそんなことを言ったのはエイミーだけど……兄様って誰だよ。いや、もしかしなくても俺のことなんだろうけどさ。

			「取り敢えず、俺のことはリオンと呼べ。話はそれからだ」

			「リオン兄様？」

			　……くっ。なんでこう、俺の周りは人の話を聞かない女の子ばっかりなんだろうな。なんか指摘してる暇があったら、話を進めた方が良い気がしてきたぞ。

			　と言うか、気にせずに話を進めよう。スルーだスルー。

			「色々探してたんだけど、もうあんまり時間がないんだよな」

			　あんまりというか、ほとんどない。三週間で適性を見つけた上で、なにか大きな成果を挙げる。そんなに簡単に出来たら、世の中は成功者ばっかりだ。

			「そうなると、リズさんに適性のあるなにかを、早急に見つける必要があるんですね」

			「エイミーの言うとおりだ。そして俺は、それに一つだけ心当たりがある」

			「――そうなんですの!?」

			　自分の才能の話になって沈んでいたリズが、俺の言葉に飛びついてくる。

			「教えてくださいまし、リオンお兄様」

			「お前もかああぁぁぁぁぁぁぁ」

			「……なにがですの、リオンお兄様」

			　サラッと返しやがって。エイミーをスルーという形で黙認した以上、こっちだけ文句とか言いにくいじゃないか。しかも、止めろと言っても聞きそうにない。

			　あぁもうなんでもいいや。別になんて呼ばれようと、実際に義理の妹になる訳じゃないし、さっさと話を進めよう。

			「リズはアレだよ。精霊魔術がずば抜けてるからな。それを使えば色々と出来るはずだ」

			「精霊魔術ですか？　わたくしは、その……落ちこぼれなんですが？」

			「それは戦闘用としての話だろ。あの持続時間を使えば……っと、先に確認だけど、精霊魔術は、一日に何回くらい使える？」

			「そうですね……一度使うと、一時間くらいは使えないと思います」

			「そう、か……」

			　少し厳しい……けど、回数に関しては訓練でなんとかなるだろう。それより問題は、三日という持続時間についてだ。

			　精霊魔術としては破格の持続時間。だけどミューレから主要な街――例えば王都までは五日かかる。三日の持続時間では届かない。

			　だけど――と、俺はアカネに視線を向ける。

			「なぁ、ナマモノを輸送して売る話はその後、どうなってるんだ？」

			　唐突に問いかけると、アカネは苦笑いを浮かべた。

			「なんやの急に。うちがそんな企業秘密を喋ると思うてるの？」

			「教えてくれれば損はさせないって言ってもか？」

			「それ、グランシェス伯爵としての言葉なんか？」

			「そうだけど……アカネはあんまり驚いてないみたいだな」

			「まぁ……万が一には違う可能性もあるかなぁくらいに思ってたからねぇ」

			　……それ、ほぼ確信してたってことだよな。いやまぁ、気付かないフリをしてくれてるんだろうなぁとは思ってたけどさ。

			「取り敢えず、受けた恩を仇で返すつもりはないよ」

			「分かった、その言葉を信じるよ。……今考えてるのは馬車の改造。それに中継点の設置の二点やね。街道の整備なんてのも有効やと思うけど、うちにはどうにもならへんからねぇ」

			「ふむふむ」

			　馬車については問題ない。異世界の知識をふんだんに使ったうちの馬車を提供すれば、移動速度を上げられるだろう。

			　でもって中継地点って言うのは……途中の村で、疲れた馬を交換するって意味だな。それで休憩時間を減らすことが出来る。

			　それに加えて、街道の整備。これも、グランシェス家がおこなえば問題ない。

			　それでどれくらい短縮出来るかだけど……

			　一般的な街道の場合、馬車の移動速度は時速５～10キロメートルだったはずだ。王都までの道の状態から時速10キロメートルと仮定して、一日六時間で約60キロメートル。

			　王都まで五日かかったので、距離は約３００キロメートル。

			　だけど舗装した道なら時速15～18キロメートルくらい出ると言われてるし、うちの馬車を使えばもう少し速くなるだろう。くわえて途中で馬を交換すれば休憩時間が減る。

			　少し無理をすれば、二日で王都に行くことが可能だ。

			　リズの精霊魔術の持続時間は三日なので、港町の魚や、うちのアイスクリームなどを王都に輸送が可能になる。更に性能の高い保冷箱を作れば、帰りにホーンラビットの肉を持ち帰るのも夢じゃない。交易が一気に活性化するだろう。

			　とは言え、問題もたくさんある。

			　第一に、一国の姫様にそんな役目をさせて大丈夫なのかと言うこと。これは本人に聞いてみるしかないけど……たぶんリズは了承するだろう。

			　次に、リズがその役目を負うとしても、必ずしもミューレの街にいる必要はないと言うこと。結婚した上で、王都でその役目をという選択肢もないとは言い切れない。

			　最後。アカネ視点では莫大な利益に繋がるとはいえ、国家単位で考えた場合に、政略結婚を取りやめるほどの価値があるかどうかってこと。

			　――以上の問題を考えると、あまり良い手段とは言えない。他に良い方法があるのなら、迷わずそっちに飛びつくべきだ。

			　けど、これ以外の方法は、現状では厳しいと言わざるを得ない。

			　俺が――グランシェス家の当主が動いているとアルベルト殿下に知られてしまった以上、なにか新しいモノを作ってもリズの手柄とは認められない可能性が高いからだ。

			　だけど、これは違う。

			　一度の行使で三日も精霊魔術を持続させられるのは、恐らくはこの世界でリズ一人。リズにしか出来ないことだから、間違いなくリズの功績だと認められるはずだ。

			　なので、そう言った利点やリスクを話した上で、俺はどうするとリズに尋ねた。

			「わたくしの精霊魔術でナマモノの輸送、ですか？」

			「ああ。姫様にそんなことをさせるのはどうかとも思うんだけどさ」

			「そのお役目は、わたくしにしか出来ないんですわね？」

			「一つの馬車に付き一人、魔術師か精霊魔術師を付ければ同じことは出来るけど……」

			　俺は意見を求めてアカネを見る。

			「とてもじゃないけど無理やね。魔術師を馬車一台に付き一人なんて雇ったら、それだけで大赤字やわ。そもそも、そんな数の魔術師を用意出来るとは思わへんね」

			「――と言うことらしいから、これはリズにしか無理だな」

			　本来なら、代えの利かない一人に頼る方法自体も問題なんだけどな。今回は代えが利かないことに意味があるから、その問題は後回しだ。

			「だったら、それをわたくしにやらせて頂きたいですわ」

			「良いのか？　姫様がやるような仕事じゃないと思うぞ？」

			「姫と言っても、わたくしは王位継承権十二位のお飾りですから。自分にしか出来ないことがあるのなら、わたくしはそれを為したいですわ」

			　力強く答えるリズの表情に、仕方なくといった感情は見えない。婚約を逃れるためだけではなく、心から自分にしか出来ないことをしたいと願っているんだろう。

			　そういうのを見ると、なにがなんでも応援したくなる。

			「分かった。それじゃそっちの方向で話を進めよう。と言うことで、アカネの商会に協力して欲しいんだけど？」

			「この機会を逃す奴は商人やあらへんよ」

			「……リズが強制的に連れ帰られたりしたら、計画自体が頓(とん)挫(ざ)するんだぞ？」

			「まあ……今は、そういうことにしておいた方が良いんやろうね」

			　にやりと笑われてしまった。どうやら完全にバレているらしい。

			　実は、リズを必要としない輸送方法も思いついているのだ。

			　例えば、保冷箱の高性能化を図り、魔術師を各中継地点――宿場町に配置する。そうして、到着した馬車の荷物を再凍結していく。

			　今すぐ出来ることではないし、リズ一人と比べればコストがかかるけど、実現は可能なレベルだろう。

			　でも、リズにしか出来ないって方がインパクトがあるからな。今のところは秘密にしておく予定なのだ。

			　アカネには……バレバレみたいだけどな。

			　それはともかく、やることは目白押しだ。

			　まずは街道の整備に、馬車の改造と量産。そして保冷箱の開発と、中継点の設置。そして輸送出来る街の割り出しと、商品の目録。

			　商品はソフィアを初めとした生徒達に協力してもらうとしても、やらなきゃいけないことは無数にある。

			　どう考えても――仮にアリスチートの限りを尽くしたとしても、三週間じゃ実行に移すまでには至らない。

			　つまり、プレゼンだけでアルベルト殿下、もしくは国王を味方に付ける必要がある。それを成功させるのは困難だろう。

			　だけど、他に道はない。俺達は全力で前に進むだけだ。

		

	
		
			　

			エピソード　４－４　大切な人達と、大切な人

			　

			　リズの自立を目指しての計画は怒濤の勢いで進んだ。そして、リズがミューレの街に滞在出来る日数も怒濤の勢いで減って行き、猶(ゆう)予(よ)は数日となった。

			　……比率的に考えると、普通のペースでしか計画が進んでない気がする。

			　ま、まあそれはともかく、計画中のモノを発表しよう。

			　まずは街の食べ物系のお店が集まる区画に、大きな地下室を二つ作る予定だ。

			　その室内をアリスの精霊魔術で冷やし、あとはリズの魔術で温度を保つ。そうして各店舗が共同で使える、冷蔵庫と冷凍庫を用意した。

			　これでナマモノの保存や、アイスクリームの生産などが一般にも可能になるだろう。

			　次に輸送時間の短縮について。

			　まずは馬車の改造。既に開発済みの馬車は、ゴムタイヤやサスペンションなどなど、揺れに対する対策をおこなっていた。

			　今回はそれにくわえ、車輪を受ける軸に改造を施して摩擦係数を下げるなど、馬車を引く馬の負担を下げるための対策をおこなった。

			　更には、王都を初めとした主要な街へと向かう街道の整備と、その中継地点の設置を急ピッチで進めている。

			　全てが完了すれば、王都までの移動時間は半分程度の二、三日に短縮されるだろう。

			　――とまぁ色々挙げたけど、あくまで計画段階だ。

			　異世界の知識がある俺やアリスは、これらの完成形が見えている。けど、他者から見れば、現状では机上の空論に過ぎない。

			　だから王家の人間を納得させられるかは分からない。

			　だけど猶(ゆう)予(よ)は残り数日。道中でなにかある可能性を考えると、もう出発しなくてはいけない。と言うことで、俺達は馬車で王都へと旅立つことになった。

			　

			　そうして馬車で揺られること五日。俺達は何事もなく王都へと到着した。

			　到着が遅れたら俺が責任を取るって約束を逆手にとって、道中で妨害工作が……なんて可能性も考えてたんだけど、どうやら違ったらしい。

			　それはともかく、まずはリズが父である国王に事情を説明。謁見の機会を作ってもらい、プレゼンを実行。リズの有用性を伝えて、婚約を考え直してもらう。

			　なんて計画を立ててたんだけど……王城に着くなり、いきなりアルベルト殿下に呼び出しをくらった。

			　そんな訳で、俺達は連れてこられた会議室で待ちぼうけをくらっている。

			　ちなみに、メンバーは俺とリズの二人だけだ。ソフィアやアリスも王城までは一緒だったんだけどな。さすがに同行は許可されず、別室で待機させられている。

			「すみません、リオンお兄様。出来れば先に、お母様に相談したかったんですけど」

			「いや、俺もいきなり連行されるのは予想してなかったから同罪だ。こういう時、クレアねぇがいてくれたら心強いんだけどなぁ……今頃、どこでなにをしてるのやら」

			　クレアねぇは一ヶ月以上、グランシェス領を空けている。

			　ティナ曰く、定期連絡はあるし、こちらの状況も伝えているのだけど……この一件に対する指示はないそうだ。

			　とは言え、クレアねぇの力が借りられないことを嘆いても状況は解決しない。俺がなんとかしないとと、覚悟を決めて待つことしばし。部屋にアルベルト殿下が姿を現した。

			「ご無沙汰しています殿下」

			「お久しぶりです、お兄様」

			　俺達は一度席を立ち、殿下に対しても儀礼をおこなう。それから改めて、俺達は向き直るように席に着いた。

			「どうやら約束を守ったようだな」

			「もちろんです。殿下との約束を違えたりはしません」

			「ふん、見え透いた世辞はよせ。……そう言えば、届いた服は気に入っているぞ」

			「ありがとうございます」

			　言われてみれば、アルベルト殿下が着ているのはアリスブランドの洋服だ。この世界のファッションとは異なるんだけど……俺達のまわりでは普通だから気付かなかった。

			「次は公式の場でも着られる服が欲しい。それに父上達の分も、だ」

			「達とおっしゃいますと、どこまでが対象でしょうか？」

			「親兄弟全て。取り敢えずは二十着ほどだ。もちろん、全て最高級の生地で、だ」

			　シルクがメインで二十着か。蚕は量産が始まってるから、数的にはなんとかなるはずだけど……図らずも、ウェルズさんの仕事を奪ってしまった形になる。

			　とは言え、そっちはもうエイミーと話がついている。エイミーが卒業したら、ウェルズの洋服店でアリスブランドも取り扱ってもらうことになっているのだ。

			　色々と問題はあるけど、エイミーなら上手く折り合いを付けるだろう。

			　それはともかく、

			「二十着ですね。採寸を終えれば、三ヶ月ほどで準備出来ると思います」

			「長いな。二ヶ月でなんとかしろ」

			「……では一ヶ月ごとに、完成した分をお送りすると言うことでいかがでしょうか？　優先順位を付けて頂ければ、その順番でお届けします」

			「良いだろう。ならば、採寸のやり方をうちの侍女に伝えておけ。このあいだの採寸、ずいぶんと測る箇所が多かっただろう？」

			「かしこまりました」

			　恭しく頭を下げる。

			「よし、では話は終わりだ。リズを届ける任、誠に大儀であった」

			「ありがとうございます――っと、お、お待ちください！」

			　アルベルト殿下が立ち上がろうとするのを見て慌てて引き留める。あ、あぶねぇ。すっかり状況に流されてリズを連れて行かれるところだった。

			「なんだ、まだなにか話があるのか？」

			「はい、話というのは他でもありません」

			　俺は前置きを一つ。現在進行中の計画についてのプレゼンを開始。リズにどれだけの可能性が秘められているかを説明した。

			「……なるほどな。リズの精霊魔術は使い物にならんと聞いていたが……その様な使い方があったのか」

			「はい。リーゼロッテ姫殿下のお力があれば、莫大な利益が生まれるでしょう」

			「たしかにそれは素晴らしいな」

			　アルベルト殿下は感心したような視線をリズへと向ける。そして、そんな視線を向けられたリズはどこか嬉しそうだ。

			　その様子を見た俺は、もしかしたらこのまま説得出来るかもなんて思い始めた。だけど、アルベルト殿下は不意に冷めたような表情を浮かべる。

			「――で？　それがなんだというのだ？」

			「え？　ですから、リーゼロッテ様のお力があれば、莫大な利益が生まれると」

			「それは聞いた。だから、それがどうしたのかと聞いているんだ。グランシェス領で莫大な利益が生まれたら、俺になにか得があると言うのか？」

			「それは……」

			　答えは否だ。

			　もちろん、この王都でも魚介類が食べられるようになるとか、アイスクリームが食べられるようになるとか、街の経済が良くはなるだろう。

			　そしてリズは、偉大な成功者としてますます人気を得るだろう。だけど、アルベルト殿下に直接の益があるかと言うとなにもない。

			「……妹君の成功を喜んで頂く訳には？」

			「話にならんな。それに、輸送にリズの魔術が有効というのなら、わざわざミューレの街に置く必要はない。王都で働けば良いではないか」

			「ぐぅ……」

			　図星過ぎてぐうの音しかでねぇ。

			　アカネみたいな商人ならともかく、王子ならすぐには気付かないだろうとか考えてたんだけど、甘かった……

			「どうやら、お前の話とやらはそれで終わりのようだな。もう少し有益な話だと期待したのだが……失望した」

			　アルベルト殿下は立ち上がり、リズへと手を伸ばした。

			「リズ、俺にはお前のように民に愛されるカリスマはない。だからこそ、万人に愛されるお前の存在が必要なのだ」

			「……お兄様、わたくしは……」

			「お前は幼き頃よりずっと、俺の力になりたいと言っていただろう？　それとも、あの言葉は嘘だったのか？」

			「いえ、それは……」

			　リズの深(ふか)紫(むらさき)の瞳が揺れている。

			　リズは兄を慕っているが、恋愛対象とは見ていないと言っていた。助けにはなりたいけど、結婚はしたくないと、そんな風に迷っているのだろう。

			　だから――

			「アルベルト殿下、どうかお考え直しください」

			　困っているリズを見ていられなくて、俺は思わず口を挟んだ。

			「何度考えても答えは同じだ」

			「アルベルト殿下」

			「くどい。俺を納得させるだけの条件を提案出来ぬのなら黙っていろ。それとも、この国の第一王子たる俺に逆らうつもりか？」

			「それは……」

			　――以前、第三者として目の当たりにした状況。

			　あの時のエイミーは、それでも踏みとどまった。

			　だけど、ここで食い下がれば、誇張でもなんでもなく、グランシェス領が潰されるかもしれない。大切なみんなの居場所を失うかもしれない。

			　リズは助けたい。でもそのために、他の全てを犠牲にするなんて俺には出来ない。

			　俺は、一体どうすれば――と、リズを見る。

			　当人であるリズは、俺以上に苦しんでいると思ったからだ。だけど、青みがかった銀髪の彼女は――どこか達観した表情を浮かべていた。

			「ありがとうございます。ですが、もう十分ですわ」

			「……リズ？」

			「今までお世話になりました。どうか……お引き取りを」

			　紫色の瞳に宿るのは、揺るぎのない意思。

			　それを見た俺は理解してしまう。リズは俺にこれ以上の迷惑をかけないように、望まぬ結婚を受け入れようとしている。

			　それが分かるから、助けてあげたいって思う。本当に、心からそう思う。

			　だけど――

			「リオン、お前はもう帰れ。……あぁそれと、リズが婚(こん)姻(いん)の儀に着るドレスもお前に作らせてやる。せいぜいリズを美しく着飾らせる努力をするんだな」

			　俺は言い返せなかった。

			　だって、俺の行動で危険にさらされるのは、リズと同じように大切な人――達。リズ一人のために、天秤にかけることは出来ない。

			　俺にはリズを救えないのかと、諦め掛けたその時――

			「アルベルト殿下。あたしの弟くんをあまりイジメないでくれませんか？」

			　ここにいるはずのない、クレアねぇの声が会議室に凛(りん)と響いた。見れば、会議室の入り口に、クレアねぇが颯爽とたたずんでいた。
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			「クレアねぇ……どうしてここに？」

			「あら、当主代理としてのお仕事で出かけるって言ってあったでしょ？」

			「それはたしかに聞いてたけど……え、お仕事の行き先って王城だったのか？」

			「最初はグランプ侯爵領ね。そしてそのあとが王城よ」

			「……グランプ侯爵領と王城？」

			　と言うか、こんなタイミングで現れたってことは、リズがらみ？　いやそれ以前、王城ってもしかして、アルベルト殿下と？

			　まさかと視線で問いかけると、パチリとウィンクされてしまった。……どうしよう、クレアねぇが凄く頼もしい。

			「さてさてアルベルト殿下。さっきも言いましたけど、あたしの弟くんをあまりイジメないでくれませんか？」

			「なにを言う、お前の弟が頼りないせいだろう」

			「あら、頼りないところがあるから、護ってあげたくなるんじゃないですか。アルベルト殿下ならご理解頂けると思ったんですけど？」

			　リズのことを言ってるのだろうか？　クレアねぇの意味ありげな視線を受けて、アルベルト殿下はフンと鼻を鳴らした。

			　――と言うかクレアねぇ。頼りないところがあるから護ってあげたくなるって酷い。

			　……いやまぁ、自分が隙のない人間だなんて思ったことはないけどさ。クレアねぇには、頼りがいのある弟だと思われてるつもりだったのに。

			　いつの間にそんな風に思われてしまったのか。屋敷に閉じ込められた頃は、すっごい頼りにされてたのになぁ……なんか時の流れを感じる。

			　なんて考えているあいだに、二人の会話は進んでいく。

			「そんな訳でアルベルト殿下。リーゼロッテ様との婚(こん)姻(いん)はなかったことにしてください」

			「それで俺に益はあるのか？」

			「ええ。貴方の思惑通りに」

			「しかしその割に、お前の弟はまるでそんな素振りを見せていないが？」

			「弟くんは天然だから問題ありません。さっき別室で可愛い義妹にも確認済みです。リーゼロッテ姫殿下は乗り気のようですよ」

			「なん、だと……」

			　急にアルベルト殿下の眼光が鋭くなる。そして視線だけで人が殺せるのなら死ねと言わんばかりに俺を睨み付けてくる。

			　……ええっと、なに？　どういうことなの？　可愛い義妹ってソフィアだよな？　ソフィアに確認して。リズが乗り気？

			　意味が分からないと思っていたら、詰め寄って来たアルベルト殿下に胸ぐらを掴まれた。

			「おい貴様っ、一体リズになにをした!?」

			「な、なにをしたって……」

			　ちょっと、ドジっ娘なのをずばずば指摘して落ち込ませてみたり、平民の護衛をさせて危険に晒したくらいで……

			　俺はふいっと視線を逸らす。

			「きーさーまーっ!?」

			「ちょっとアルベルトお兄様!?　リオンお兄様になにをするつもりなんですの!?」

			　今まで黙っていたリズが少し怒ったように声を上げる。それを聞いたアルベルト殿下はピシリと固まった。そして信じられないといった面持ちでリズの顔を見た。

			「リ、リズ。お前、いま、この男を兄と呼んだ、のか……？」

			「え、それはその……えっと。わ、わたくし、リオンお兄様をお兄様だなんて呼んでませんことよ!?」

			　……嘘が下手すぎると、俺は思わず頭を抱えた。

			　第一王子の婚約者を寝取った――と言うと語弊があるけど、そう思われても仕方のない状況。本気で殺されるんじゃないかと心配したんだけど、アルベルト殿下の口から漏れたのは怒りではなく大きなため息だった。

			　そうしてアルベルト殿下はクレアねぇへと視線を向ける。

			「……非常に面白くないが、リズはお前の弟を慕っているようだ」

			「ご満足頂けましたか？」

			「ふんっ、まあ良いだろう。お前の修正プランに乗ってやろう」

			　意味はまったく分からないけど、凄く嫌な予感がする。

			　正直、クレアねぇに任せてここから逃げ出したい気分だけど……恐ろしいことに、二人は揃って俺を見た。

			「さぁ弟くん。お膳立てはしたわ。後は弟くん次第よ」

			「……俺次第って？」

			「弟くんに、リーゼロッテ姫殿下の願いを叶える覚悟があるか否かよ」

			「そんなの、あるに決まってるだろ」

			　最初はアリスやソフィアのためだった。だけど今はそれだけじゃない。一生懸命に前に進もうとするリズを応援してやりたいと思っている。

			　俺に出来ることがあるのなら、努力を惜しむつもりはない。

			「本当に？」

			「ああ。二言はないよ。俺に出来ることならなんだってする」

			「そう。だったら――リーゼロッテ姫殿下をハーレムに加えてあげなさい」

			「おう！　…………………おぉう？　意味が分からないんですが？」

			　勢いで返事をしちゃったけど、クレアねぇは一体なにを言ってるんだ？

			「アルベルト殿下が、リーゼロッテ姫殿下と結婚しようとしてた目的は分かってるわよね？」

			「ええっと……リーゼロッテ姫殿下の名声が欲しいから、だっけ？」

			「正解。だけど、リーゼロッテ姫殿下の名声が欲しいだけなら、別に結婚をする必要ってないのよね。だって二人はもとから、仲が良いことで有名だから」

			「そう言えば……」

			　クレアねぇは、リズが第一王子に可愛がられていると言っていたし、リズ本人も仲の良い兄妹で通っていると言っていた。

			「なら、どうしてリーゼロッテ姫殿下と結婚しようとしたんですか？」

			　俺はアルベルト殿下に向かって尋ねる。正直、全く状況について行けてない。

			「俺がリズと結婚しようとしたのは、その方がリズの人気を利用しやすいからだ。だが同時に、リズが乗り気でないことにも気付いていた」

			「だったらどうして……」

			「鈍い奴だな。リズがお前の経営する学園に逃げ込んだのが、ただの偶然だとでも思っているのか？」

			「……そうじゃないんですか？　ウェルズさんから噂を聞いて、グランプ侯爵のツテに頼ったって聞いてますが？」

			「はんっ」

			　鼻で笑われた。本気で意味が分からない。そう思っていたら、クレアねぇがあのねと助け船を出してくれた。

			「グランプ侯爵様がしたことは、プリンセスの家出幇助よ？　あの侯爵様が、そんな危険で利のないことをすると思う？」

			「支援したのがクレインさんじゃないって言うのか？　俺は、クレインさんから直接頼まれたんだぞ？」

			「疑う部分を間違ってるわ。グランプ侯爵様は、危険がなくて利があると判断したから、リーゼロッテ姫殿下をうちに送り込んだのよ」

			「………それって、まさか！」

			　驚いてアルベルト殿下を見る。すると殿下は満足げに頷いた。

			「そうだ。リズに学園の噂を聞かせるように、ウェルズに指示を出したのは俺。そして、グランプ侯爵が動いたのも、リズが頼んだからじゃない。俺が指示を出したからだ。リズがミューレ学園に行きたいと言い出したら、協力するようにとな」

			「な、なんでそんなことを？」

			「この状況を見れば明らかではないか？　リズはお前の庇(ひ)護(ご)下(か)にある。あのグランシェス伯爵の庇護下だ。そしてそんなリズは、俺を慕っている。それを世間はどう見る？」

			「……グランシェス伯爵は、アルベルト殿下の味方だ、と。そういうことですか？」

			「そういうことだ。もっとも、最初はリズの自由を取引材料に、お前と交渉する予定だったのだが……彼女が乗り込んできてな。若干プランを修正した訳だ」

			「……マ、マジですか」

			　今回の一件、アルベルト殿下の思惑どおりかよ。

			「そういう訳だから、リオン。お前にはリズと結ばれてもらう」

			「えっ、いや、それは……」

			　それは非常に困ると焦る。そんな俺を見て、アルベルト殿下が笑い声を上げた。

			「ふっ、そんなに困った顔をするな。冗談だ」

			「……え？　どこから、ですか？」

			「結婚の話だ。俺のリズがお前と結ばれるなど、想像しただけで腹が立つ。クレアが提案してきたのは、リズをお前の義妹にするって話だ」

			「……ええっと、それって結婚するのと一緒じゃありませんか？」

			　尋ねた瞬間、アルベルト殿下が思いっ切り怪訝な表情を浮かべた。

			「お前はなにを言ってるんだ？　義理の妹にするのと結婚が同じ訳なかろう」

			「……………………はっ!?　そう言えばそうですね！」

			　い、いかん。アリス達に毒されすぎだ。今ちょっと本気で、結婚と義理の妹にするのが同じ意味だと思ってた。

			　……でも、そうか。普通の意味で、義理の妹にするだけか。

			　ただ義理の妹にするだけなら構わないけど……

			「アルベルト殿下にお尋ねします。うちに対して、一体どこまでお求めでしょう？」

			「お前を手駒にするつもりはない。あくまで名声を利用させてもらうだけだ。その点については、クレアと話がついているから心配するな」

			「クレアねぇと？」

			　そうなのかとクレアねぇを見ると、にっこりと微笑まれた。

			　クレアねぇが判断したのなら、信頼出来るのは間違いない。と言うか、普段任せっぱなしなのに、こんな時だけ文句を言う訳にもいかないしな。

			　なにより、他に選択肢はなさそうだ。

			「分かりました。お許し頂けるのなら、リーゼロッテ姫殿下を俺の義妹にさせてください」

			「リオンお兄様、よろしいんですの？」

			「リズが嫌じゃなければな」

			「嫌なはずありませんわ！　ありがとうございます、リオンお兄様！」

			　リズは席から立ち上がって飛びついてくる。俺はそれを慌てて抱き留めた。だけどその直後、ドンと机を叩くような音が響く。

			「……おい、リオン。リズを義妹にしたと言うことは、俺の弟も同然だな」

			「え？　いや、それは違うんじゃないでしょう……か？」

			「ええい、うるさい！　今から義弟のお前に剣術の稽古をしてやる。だからさっさとリズから離れて中庭にまでついてこい」

			「ええええええぇ」

			　体格的にも地位的にも抵抗出来るはずがなく、リズから引っぺがされた俺は、そのまま中庭にまで連れて行かれ、日が暮れるまで剣術でしごかれた。

			　途中から見てたソフィアがお兄ちゃんの仇とか言って参戦し、アルベルト殿下に圧勝してたのは……まぁ別の話である。

		

	
		
			　

			エピソード　４－５　リズの夢

			　

			　リズの問題が解決。その後は穏やかな学園生活を――送れませんでした。

			　……いや、平和かどうかと言えば平和だった。けど、街道の整備を初めとした流通の見直しであれこれ。本当に忙しい毎日を送るハメになってしまったのだ。

			　それもこれも、どこかの殿下が「どうせ街道を整備するなら、全国的にしてくれ」などと言い出したせいだ。

			　結局、アルベルト殿下の要請にグランシェス伯爵が応え、全国的な街道整備の事業に着手するという形で話は進んだ。

			　普通なら、殿下に直々に一大事業を任されたと、権力者達から嫉妬されるところなんだけど……今回に限っては大丈夫だろう。

			　なぜなら、全国の街道整備にかかる費用の多くをうちが出資すると申し出たからだ。

			　内政チートで集まりすぎたお金を還元してるので、感謝こそされ文句を言われるいわれはない。と言うか、他の領主がマネをすれば、確実に破産するだろう。

			　なんにしても、アルベルト殿下の無茶な要請にグランシェス家が応えた。そしてそんな俺のもとに、リーゼロッテ姫が義妹としてやって来た。

			　それにより、グランシェス家とアルベルト殿下は懇意――と、殿下の思惑通りに噂が流れてるみたいだ。

			　実際、殿下はかなり有能な人物らしいので、今後も支援していくことになるだろう。この辺は俺じゃあんまり分からないので、クレアねぇの受け売りだけどな。

			　

			　ともあれ、半年ほど月日が流れて三月。

			　ミューレの街では学生の卒業記念を兼ねたお祭りがおこなわれていた。

			　去年までは基本的に身内だけで行うパーティーだったんだけどな。今年からは他の領地の生徒もいるし、せっかくだから街ぐるみでおこなうことにしたのだ。

			　一番の理由は、王都のお祭りを見た影響だ。なのでリズのアレも、アリスの監修のもと、アレンジを加えて再現してたりする。

			　それが開催されるまであと半刻――ちなみに、この世界に時計は存在しないのでだいたいの体感だけど、一刻が二時間くらいなので、半刻は一時間くらいだ。

			　俺は見回りがてら、ミリィ母さんと露店通りを歩いていた。

			「こうやってミリィ母さんと二人で出歩くなんて久しぶりだな」

			「リオンはいつも忙しそうだものね」

			「もうちょっとノンビリしたいんだけどな。って、ミリィ母さんも、学園の教師役で忙しかったんだろ？」

			「そうねぇ。今年は忙しかったわね。でも来年からは教師も増えるし、私はリオンのお世話係に戻るつもりよ」

			「お世話係って……ミリィ母さんは本来お世話される方のはずなんだけど？」

			「私はそっちの方が良いのよ」

			「ミリィ母さんがそういうのなら良いけどさ」

			　なんて感じでノンビリとした時間を過ごすことしばし。露店通りを歩いていると、不意にどこからともなく声をかけられた。

			「リオン様じゃないですか？」

			　声の方を振り返ると、アリスブランドの洋服に身を包んだリアナがたたずんでいた。誰かと一緒かと思って周囲を見回すけど、他には誰も見当たらない。

			「一人でまわってるのか？」

			「アイシャと来てたんですけど、はぐれてしまったんです」

			　……アイシャか。アルベルト殿下が来た時の騒動で、俺の正体が知られちゃったんだよな。せっかくため口を利いてくれる貴重な存在だったのに、惜しいことをした。

			「そういうリオン様はお一人でなにをしてるんですか？」

			「いや、俺は……」

			　母さんと一緒と言おうと思って振り返ると、その姿はどこにも残っていなかった。もしかして、気を遣ってくれたのだろうか？

			　俺とリアナはそういう関係じゃないんだけどなぁ。

			「リオン様？」

			「あぁいや。俺は広場でのイベントまで時間を潰そうと思って」

			「あぁリズ様の。凄い話題になってるみたいですね」

			「アリスがかなり力を入れてたからなぁ」

			　識字率が低いので、チラシや看板といった宣伝はあまりしていない。けど、各種お店なんかでは、口頭でかなり宣伝をしていた。

			　ミューレの街を訪れた人間で、この一大イベントを知らない者はいないだろう。なんてことを考えていると、いつの間にかリアナの顔が近くにあった。

			「……リアナ？」

			「あの、リオン様。つまり、リオン様は今、お一人なんですよね？」

			「そうだな。ステージが始まるまでは暇かな」

			「だったら、私と、その……一緒に露店を見てまわりませんか？」

			　リアナは少し頬を赤らめ、ややもすれば聞き逃しそうな声で尋ねて来た。

		

	
		
			[image: p287.jpg]
		

	
		
			　リアナは今年で十八歳。最初はあかぬけない女の子といった印象だったけど、今では貴族令嬢も顔負けの美少女に変貌している。

			　あまり期待させる態度は良くないと思うんだけど……リアナは色々頑張ってくれてるからな。一緒に露店をまわるくらいは良いだろうと思ったその時、

			「あ～リアナ先輩、ようやく見つけたっすよ」

			　どこからともなく聞き覚えのある声が聞こえてくる。声の方を見ると、アイシャが駆けよってくるところだった。

			「ア、アイシャ。――どこ行ってたのよ、捜したじゃない」

			「なに言ってるっすか。それはこっちのセリフっすよ。急に走り出すから、捜すのに苦労したんっすよ？」

			「そ、そそっそうだったかな!?」

			　慌てるリアナ。

			　これはあれか。俺を見つけて思わず追いかけてきたと、そういう感じかな。思わずニヤニヤしてしまいそうだけど、可哀想だから聞かなかったフリをして立ち去ろう。

			　そう思ったんだけど、アイシャに気付かれてしまった。

			「あれ、そこにいるのはリオくん――じゃなくて、リオン様じゃないっすか」

			「リオくんで良いって言ってるのに」

			「そうはいかないっす。リオン様はみんなを救ってくれた恩人っすから」

			　恩があるなら、言うとおりにため口で喋ってくれて良いと思うんだけど……やっぱり難しいんだろうなぁ。

			　ホント、残念なことをした。

			「それで、二人がどうして一緒に……あ、もしかしてお邪魔だったっすか？」

			「――そんなことないよ！　ねぇそうですよね、リオン様!?」

			「お、おう？」

			「という訳だから、行きましょうアイシャ。それじゃリオン様、また今度と言うことで」

			「あぁ、うん」

			　リアナの勢いに押されて思わず頷いてしまう。せっかくだから、時間を潰すのに三人でって思ったんだけど……まぁ良いか。

			　という訳で、俺はリアナに引きずられていくアイシャを見送った。

			　

			　それからしばらく、俺は仕方なく一人で露店を見て回った。

			　そうして丁度良い時間となり、周囲の人も会場へと流れていく。俺もそろそろ向かおうかと踵(きびす)を返した時、不意に声をかけられた。

			「ふっ、なかなか盛況のようではないか」

			「みんなが頑張ってくれてるおかげです――って、でん――っ!?」

			　大声で殿下と呼びそうになって慌てて口を押さえる。

			　って言うか、なんでアルベルト殿下がここに？　お祭りをするって連絡は入れなかったはずなのに、まさかどこからか情報を仕入れてきたのか？

			「な、なぜアルベルト殿下がミューレの街にいらっしゃるんですか？」

			「祭りを見に来たに決まってるだろう」

			　――ぐっ。どこから情報が漏れたんだ。いや、そんな原因究明は後でも良い。今はとにかく逃げないと。

			「ま、まあアルベルト殿下もせっかく来られたんですから、お祭りを存分に楽しんでください。学生の成果発表を兼ねた学園の食堂がお勧めですよ。と言うことで、俺は行くところがあるのでこれで失礼します！」

			　言いながら全力で離脱にかかる。

			「――待て」

			　しかし回り込まれてしまった。

			「な、なんでしょう？」

			「これから広場でコンサートがあるのだろう？」

			　いやああああああああ、知られてるううううううううっ!?　と内心で悲鳴を上げるが、俺は必死にそれを表に出さないように取り繕う。

			「な、ななっなんのことでしょう？」

			「リズのコンサートだ。リズの精霊魔術を使って、広場全体に声を届かせるのであろう？」

			「あ、あぁ！　ありましたね。たしか明後日くらいじゃなかったですか!?」

			「このお祭りは今日までだと記憶しているが？」

			　…………ダメだ。ごまかせる気がしない。

			「そ、そう言えば今日、今からですね。見に行かれるんですか？　それなら、関係者用の席があるので、そちらへどうぞ。これ、割り符です」

			　と言って割り符を差し出す。そうして流れるように逃げようと思ったのだけど、アルベルト殿下が掴んだのは割り符ではなく、俺の腕だった。

			「リオン、まさか可愛い義妹のコンサートを見ないつもりではないだろうな？」

			「…………そんなまさか」

			　結局、俺は殿下と一緒に広場に行くことになった。

			　たどり着いたのは、ミューレの街の中心にある大きな広場。建物の壁を背に、大きな特設ステージが存在感を示している。

			「リズはあのステージで歌うのか？　随分観客と距離が近いが……危険はないのか？」

			「ステージの周囲には警備を配置しています。それにステージ上では、アリスとソフィアが伴奏を兼ねて護衛しますのでご安心を」

			「ソフィア……あの少女か」

			　苦虫をかみつぶしたような顔。

			　幼いソフィアに手も足も出なかったのがトラウマになってるんだろう。恩恵が回復してきてるせいもあると思うけど、最近のソフィアの戦闘能力はちょっとおかしいと思う。

			　まあそんな訳で、警備は万全。

			　ステージ上の彼女達を傷付けられる人間なんていないだろう。だけど問題はそんなことじゃない。このままじゃ俺が殺される。

			「あれ、弟くんじゃない。それと……アルベルト殿下!?」

			　リズ達のコンサートを見に来ていたのだろう。クレアねぇが俺達を見つけ――その顔を思いっきり引きつらせた。

			「ちょっと、ちょっと。弟くん？　どうしてここにアルベルト殿下がいるのよ？」

			　クレアねぇは俺に顔を寄せ、小声で耳打ちしてくる。俺は自分からも顔を寄せ、クレアねぇに囁(ささや)きを返す。

			「それは俺が聞きたい」

			「……分かってるの？　このままじゃ殺されるわよ？」

			「分かってるから逃げようとしてるんだよっ」

			「そう。あたしは先に逃げるけど、弟くんもちゃんと逃げなさいよ？」

			「……え？」

			　言うが早いか、クレアねぇはアルベルト殿下に「あたしは警備の確認があるので席を離れますが、ごゆっくりお楽しみください」と言って逃げていった。

			　クレアねぇズルイ！

			　俺もついていけば良かったと思うけど後の祭り。

			　どうにかして逃げなきゃと隙をうかがっていたその時、不意に広場の人間から一斉に歓声が上がった。――お、遅かった。

			　恐る恐る目を向ければ、ステージに華やかな三人の美少女が降り立っていた。

			「みなさーんっ！　今日は、わたくしのコンサートに来てくれて、ありがとーですわ！　最後まで、楽しんでいってください、ですの――っ！」

			　右手を大きく振るリズが身に纏(まと)うのは、シースルーの布地を重ねたフリフリのミニスカートに、胸元を強調した露出が高いアイドル衣装。

			　レーザー級の効果が刻まれているからパンチラはないはずだけど、ダークネスの紋様魔術が刻まれた服を着てる俺からはちらちら見えている。

			　見せパン的なものだとは思うけど……それくらい大胆な衣装だ。

			「伴奏を務める、アリスでーすっ」

			「同じく、ソフィアだよ～」

			　高らかに名乗ったアリスとソフィアが身に纏(まと)うのはゴシック調の衣装。二人は背中合わせにポーズを決めると、タイミングを合わせてリュートをかき鳴らした。

			　――瞬間、会場に流れるのはなにやらアニソンっぽい伴奏。リュートからギターとかベースなんかの音が聞こえるのは……今更だろう。

			　そして、

			「それじゃ、みんな。いっくよ――っ」

			　二人の伴奏に合わせてリズが飛び跳ねながら歌い始めた。精霊魔術で音の増幅は問題なし。その光景を見れば、日本のコンサートと変わらぬような状況。

			　ただし――

			「なっ、ななななっ、なぁっ!?」

			　俺の横で、妹の晴れ姿……いや、痴(ち)態(たい)？　に、〝な〟を連呼しているのは、この国の第一王子。俺はコッソリと距離を取る。

			「――おいリオン、これはどういうことだ！」

			「どうもこうも、見ての通り、リズのコンサートですよ」

			「あの露出の高い恰好でコンサートだと!?」

			「アルベルト殿下。このコンサートをリズは楽しみにしていたんです。なのに大きな声を上げると、リズの邪魔になりますよっ」

			「むぐっ！」

			　アルベルト殿下が怯むその隙に、俺は更に距離を取った。

			　そうして心の中で、『リズ、ようやく夢を叶えられたな、おめでとう』とエールを送って、良い話風に纏(まと)めつつ逃げだした。

		

	
		
			　

			エピローグ　リオンの決意

			　

			　婚約は内々の話だったので、そのまま立ち消え。精霊魔術をもちいて流通の要となり、ちゃんとみんなに聞こえるような場所でのコンサートも開催した。

			　リズの夢は叶ったといっても過言じゃないだろう。

			　ソフィアも着々と成長して友達を増やしているし、クレアねぇはついに国を相手取って手腕を示した。みんな着実に、自由に生きて、幸せになるという目標を叶え始めている。

			　だけど俺の今回の目的は、アリスに学園で得られる青春をプレゼントすること。

			　途中からは、アリス達の学園生活を守るためにリズに協力し、いつしかリズ自身を守ることへと目的が変化していった。

			　けど、最初の目的を忘れた訳じゃない。

			　俺がリズの問題に振り回されていても文句一つ言わず、俺と行動を共にしてくれたアリス。そんなアリスの精いっぱいのメッセージを、俺は既に受け取っている。

			　だから俺はその想いに応えるために、コンサートが終わったら来て欲しいと、アリスを校舎裏へと呼び出した。

			　

			　そんな訳で、世界樹の木の下。

			　少しの緊張と共にアリスを待っていると、一つの足音が近づいてきた。

			「……はぁっ、はあ。お待たせ」

			　夕焼けに照らされた世界樹の下、桜色の髪を風になびかせながらアリスが姿を現した。

			　ステージが終わって走ってきたのだろう。ゴシック調の衣装に身を包んだアリスの息は荒い。けど、頬がほのかに赤いのは、きっとそれだけが理由じゃないはずだ。

			「リオン、こんなところに呼び出して、どうしたの……？」

			　その問いに答えず、俺は無言でアリスの顔を覗き込む。出会った頃は見上げなきゃいけなかったけど、今ではほとんど同じ。俺の方が少し見下ろすくらいになった。

			　俺は無言でアリスの髪に手を伸ばし、シルバーの髪飾りを取り払った。

			　紋様魔術による偽装が解けてあらわになった、虹(こう)彩(さい)の異なる左右の瞳が、少しの戸惑いを持って俺を見つめる。

			　俺はそんなアリスの瞳を覗き返し――

			「――好きだよ、アリス。この世界で会った時から、ずっと」

			　前置きなんて要らない。ただ真っ直ぐに、自分の思いを伝えた。

			「……リオ、ン。……本当に？」

			　アリスの瞳が驚きに見開かれる。

			「こんなこと、冗談で言ったりしないよ」

			「……でも、私の前世は妹なんだよ？」

			「そんなの今更だろ」

			　今は血が繋がってないし、クレアねぇをけしかけた奴が言うセリフじゃない。それになにより、ここまで惚(ほ)れさせておいてから言われても、な。

			「それは、そうだけど……ホントに良いの？　私はエルフだよ？　リオンがお爺ちゃんになっても、私はずっと若いままなんだよ？」

			「それに関しては俺の方が聞きたいな」

			　大切な人を残して死んでいく者と、大切な人に先立たれた者。

			　どっちが辛いかは……一概には決められないだろう。だけど残された人間は、その後もずっと悲しみ続ける。

			　それは……俺自身がよく知っているから。

			「俺はいつかきっと、アリスを残して死んでしまう。それでも、良いのか？」

			「……良くないよ。リオンがいつか先に死んじゃう。そう考えるだけで泣きそうになる」

			　アリスは整った顔を哀しげに歪(ゆが)ませた。

			「だったら――っ」

			　同じくらい長生きのエルフの相手を探すべきだ。そう続けようとした口が、アリスの唇によって塞がれた。

			　左右で虹(こう)彩(さい)の異なる瞳の中に、驚く俺の姿が映り込んでいる。だけど、それはほんの僅かな時間だけ。アリスはゆっくりと俺から距離を取った。

			「…………アリス？」

			「リオンは――裕(ゆう)弥(や)兄さんは、私が死の病を患っていても、最後まで私の側にいてくれた。私も、リオンがいつか先に死ぬとしても、最後までリオンの側にいるよ」

			「そう、か……」

			　側にいると言われて嬉しい。

			　とは言え、手放しに喜ぶことは出来ない。俺はいつか、アリスを残して死んでいくということに他ならないのだから。

			　……いつか俺が死んでも、アリスが悲しまないような環境を作ってやらないとな。

			　なんて、湿っぽくなりすぎか。

			　アリスより先に死ぬとは言え、それはまだ何十年も先の話。今から心配なんてしていられない。これから少しずつ考えていけば良いだろう。

			「アリス、これからも俺と一緒にいてくれ」

			「……うん。大好きだよ、リオン」

			「ああ、俺もだ」

			　もう一度、触れるような口づけを交わす。そうしてゆっくりと顔を離すと、アリスが悪戯(いたずら)っぽい笑みを浮かべた。

			「なら――これからは、私だけを見てくれる？」

			「もちろん――って言ったら喜ぶのか？　二人を焚きつけたのは、アリス自身だろ？」

			　アリスのイジワルに、俺もイジワルで返す。とたん、アリスは拗(す)ねるように唇を尖らせた。

			「分かってるよぉ。でも、私だけ見て欲しいって気持ちもあるの。そういう乙女心は理解して欲しいなぁ」

			　はいはいと、俺は苦笑いを浮かべる。

			「俺はアリスのことが好きだけど、クレアねぇやソフィアを放っておけない。だから、アリスだけを見るのは……たぶん、無理だよ」

			「酷いセリフだなぁ……」

			　アリスがため息まじりにこぼす。

			「俺もそう思うよ。でも、それが偽らざる俺の本音だ」

			　現時点ではハーレムを考えている訳じゃない。

			　だけど、俺と付き合うために、アリスが二人をけしかけたようなものだ。それなのに、目的を果たしたから、二人はもう必要ない――なんて、言えるはずない。

			　どんな形になるかは分からないけど、二人のことも真剣に考えるつもりだ。

			「それでも、アリスは――」

			「それでも、私はリオンが大好きだよ。前世からずっと、ね」

			　揺るぎない眼差し。どこまでも本気で言ってるんだろう。だから、俺も覚悟を決める。

			「もう一度言うぞ。俺はアリスだけを見ることは出来ないかもしれない。だけど、俺がアリスを好きな気持ちは本物だ。だから――」

			　俺はそこで言葉を切り、アリスの華(きや)奢(しや)な体をもう一度抱きしめた。

			「一緒に幸せになろう。アリス、これからもずっと、俺と共に歩んでくれ」

			「うん、よろこんで」

			　夕焼けに染まる世界樹の下。俺達は誓いの口づけを交わした。

		

	
		
			　

			番外編　自重するクレアリディル

			　

			　アリスティアとリオンが学園に通うことになる少し前。

			　四期生の卒業記念パーティーの最中に、リオン経由でグランプ侯爵の要望が届けられた。それは、学園に生徒を一人、追加で通わせたいというもの。

			　それを聞いたクレアリディルは、グランプ侯爵のもとを訪れていた。

			「それで、なにを企んでいらっしゃるんですか？」

			　普段とは少し違う、貴族令嬢にふさわしい立ち居振る舞いをしつつも――クレアリディルは、グランプ侯爵に疑いの眼差しを向けていた。

			「……藪から棒に企むなどとは人聞きの悪い。なんの話だ？」

			「学園に一人、生徒を通わせたいとの許可を求められた――と、弟くんから聞きました」

			「む、そのことか……」

			「そのことか、じゃありませんわ。グランプ侯爵様の枠はおよその人数。一人増える程度で、わざわざご自分で許可を取る必要なんて有りませんわよ？」

			　クレアリディルは、言うまでもなくご存じですわよね？　と言った眼差しを向ける。

			「許可を取るのが誠意だと思ったからだが？」

			「はぁ、誰がその言葉を信じるって言うんですか」

			「おいおい、失礼な……」

			「あたし達の言(げん)質(ち)を取りたかったのでしょう？」

			　クレアリディルがズバリと切り込むと、グランプ侯爵は思わずといった感じで沈黙。やがて、満足げに頷いた。

			「ふっ、さすがはリオンの姉と言ったところか」

			「認めるんですわね？」

			「ああ、その通りだ。黙っていれば厄介事になるのは目に見えているからな。彼女の入学を、お前達から許可をもらっておきたかったのだ」

			「言っておきますが、弟くんに害を為すつもりなら……」

			　クレアリディルは、恐らくは今まで誰にも見せたことのないような冷たい表情を浮かべた。

			「そう恐い顔をするな。俺がリオンに感謝しているのは本当だ。グランプ侯爵家の名誉に誓って、グランシェス家に害を為すことなど絶対にありえん」

			「……そうですか。では、通う予定の生徒というのは？」

			「リーゼロッテ・フォン・リゼルヘイム」

			「あぁ……お姫様ですか。なるほど、それは言質を取りたくもなりますわね」

			「そうだが……驚かないのだな？」

			「これでも驚いていますわ。ただ、弟くん達の非常識っぷりに比べれば、お姫様が学園に通いに来るくらい、たいしたことじゃありませんもの」

			「それは……たしかにな」

			　クレアリディルとグランプ侯爵が揃ってため息をつく。

			　リオンの持つ知識は頼もしいが、同時にあまりの非常識っぷりに、振り回されることになる。それをもっとも実感しているのがこの二人だった。

			「ところで、どうしてグランプ侯爵様が、お姫様が学園に通う許可を？」

			「話せば長くなるのだが……第一王子の要望だ」

			「……第一王子、ですか」

			　なにやら、非常にめんどくさそうな話だ――なんて、リオンが言いそうなことを考える。

			「うむ、話すと長くなるのだが――」

			　グランプ侯爵は、会場の奥を見て口を閉ざした。クレアリディルがその視線をたどると、ばつの悪そうな表情でこちらをうかがっているリオンの姿が目に入った。

			「どうやら、自分も学園に通いたいと、お願いに来たみたいですわね」

			「……リオンが学園に通うのか？」

			　グランプ侯爵は意味が分からないといった表情を浮かべる。

			　だけど無理もない。

			　グランシェス領の技術の全ては、ハイエルフであるアリスティアがもたらしたもの――と、グランプ侯爵には伝えてあるのだから。そのアリスティアと共にいるリオンが、わざわざ学園に通う意味がないと思ったのだろう。

			「アリスも通うみたいですよ」

			「ますますもって意味が分からん」

			「一緒に学園生活を楽しみたいそうですわ」

			　少し――うぅん、すごく羨ましい。なんて思ったが、その想いを心の内に留め、クレアリディルは淡々と告げた。

			「……ふむ。よく分からんが、それなら都合が良い」

			「そうですね。護衛を紛れ込ませるにも限界はありますし、あの二人なら安心でしょう」

			「もちろんそれもあるが、他にも目的があってな」

			「目的ですか？　それは――」

			　クレアリディルは詳しく話を聞こうとするが、こちらの会話が終わるのを待っているのか、そわそわしているリオンを見て口を閉ざした。

			　クレアリディルにとっては、お姫様がどうのこうのよりも、愛すべき弟のお願いを叶える方がよほど重要だったからだ。

			「すみません、詳しい話は後日と言うことで」

			「そうだな。ここでは誰に聞かれるかも分からん。その方が良いだろう。必要なときに、我が領地まで来るが良い」

			「はい。それでは、失礼いたしますわ」

			　グランプ侯爵に約束を取り付けたクレアリディルは、いまだにこちらをチラチラと見ているリオンのもとへと駆け寄っていった。

			　だけど――このときに、グランプ侯爵から詳しい事情を聞かなかったことを、クレアは少しだけ後悔することになる。

			　新学期が始まったある日。自分のもとを訪ねてきたリーゼロッテ姫殿下が、自分は家出をしてきたと打ち明けたからだ。

			　

			　

			「――グランプ侯爵様、話が違います」

			　リーゼロッテが失敗を繰り返し、他の生徒からひんしゅくを買っていた頃、クレアリディルはグランプ侯爵領を訪れていた。

			「なんだ、藪から棒に。人聞きの悪い……と、前にもこんなことがあったな。わざわざクレア嬢がやって来たのは、リーゼロッテ姫殿下のことか？」

			「ええ。お姫様を学園に通わせて欲しいと言うから受け入れたんです。なのに、本人は家出をしてきたというし、騎士が迎えに来るし……話が違いすぎじゃないですか？」

			　クレアリディルはジト目でグランプ侯爵を睨みつけた。

			「ふむ……少し誤解があるようだな」

			「誤解、ですか？」

			「リーゼロッテ姫殿下が学園に通うように仕向けたのは、アルベルト殿下で間違いない」

			「だったら、どうして家出だとか、連れ戻しに来ただとかって話になるんですか？」

			「アルベルト殿下が仕向けたのは事実だが、リーゼロッテ姫殿下が学園に通うことを認めたわけではない、ということだ」

			　その言葉を聞いたクレアリディルはわずかに眉をひそめ――そして、再びジトッとした目でグランプ侯爵を見つめる。

			「それはつまり、パトリックの暴走を知りながらも放置し、問題が発生後に介入することで利益を得ようとした、どこかの侯爵様と同じことを企んでいる――と言うことですか？」

			　容赦のないクレアリディルに対し、グランプ侯爵は無言で視線を逸らした。それを見たクレアリディルは、「そうなんですね……」と、思いっきりため息をつく。

			「別に隠すつもりはなかったのだがな……」

			　なにか言いたげな表情。

			　クレアリディルは、あのとき話を打ち切ったのは自分の方だったことを思い出す。

			「事情は分かりましたわ。ですが、重要な案件なら教えて頂きたかったです。手遅れになったら、グランプ侯爵様だって困るでしょう？」

			「問題が起きて困るのは事実だが、心配せずともそのような事態にはならない」

			「……なぜ言い切れるのですか？」

			「アルベルト殿下の目的が、おおむねクレア嬢の言ったとおり。俺のときと同じだからだ」

			　グランプ侯爵は、パトリックが恥を掻かされたと泣きついてきたことを利用し、グランシェス領の利権に食い込もうとした。

			　それと同じ。

			「それはつまり、アルベルト殿下の目的は、グランシェス領の利権、だと？」

			「そうだ」

			「では、リーゼロッテ姫殿下は、そのための布石と言うことですか？」

			　リーゼロッテ姫殿下をリオンのもとに送り込み、それを切っ掛けにリオンの弱みを作り出して交渉。なんてことを考え、クレアリディルは表情を険しくしたのだが、グランプ侯爵は「それはどちらかと言えば建前だな」と言い放った。

			「……建前、ですか？」

			　逆ではないのかと首を傾げる。

			「アルベルト殿下は、リーゼロッテ姫殿下を溺愛しているからな。手段と見せかけた方こそが、本当の目的だといえるだろう」

			　つまりは、妹に学園生活を送らせてあげることこそがメインの目的で、利権がどうのという方がついでと言うこと。

			　妹が可愛くて仕方がないのなら、特におかしなことではないわね――と、弟を溺愛しているクレアリディルは納得した。

			「……でも、困りましたね」

			「なにを困ることがある？　俺の時と同じように、技術の数々を積み上げ、アルベルト殿下を味方に引き込めば済む話ではないか？」

			「でもそうすると、うちの力が大きくなりすぎてしまいますよね？」

			「……贅沢な悩みだな。いっそ、この国の権力を掌握してしまえば良いのではないか？」

			　ややもすれば、国に対する反逆ともとられかねないようなセリフを冗談じみた様子で言い放つ。そんなグランプ侯爵に対して、クレアリディルは心底不満げな表情を浮かべた。

			「嫌ですわ。弟くんがめんどくさがるじゃないですか」

			「……リオンがめんどくさがらなければ、権力を掌握するのか？」

			「弟くんが望むのなら、それはもちろんですわ」

			　なぜそんな当たり前のことを聞かれるのか分からない。とでも言いたげなクレアリディルを目の当たりに、グランプ侯爵は絶句した。

			　――とんでもないのはリオンとエルフの娘だけだと思っていたが、それこそとんでもない勘違いだった。本当にとんでもないのはクレア嬢だ。

			　なんて感じでグランプ侯爵は戦慄していたのだが、もちろんクレアリディルは気付かない。

			　それどころか、「弟くんは、あたしと違って規格外ですからね。自分がすごいって自覚がないんですよね」などと、無自覚なことを呟いている。

			　もしもクレアリディルが当主の座についていたら、弟を甘やかす環境を作るためだけに、この大陸を支配していたかもしれない。

			　グランプ侯爵は、グランシェス領の領主がクレアリディルではないことに心から安(あん)堵(ど)した。

			「それで……クレア嬢。困ったというのは、一体なにが困ったというのだ？」

			「え？　あぁ、今後の展開が予想できてしまったので」

			「どういうことだ？」

			「弟くんは、リーゼロッテ姫殿下に肩入れしています。そうすると、アルベルト殿下はそれを利用して、弟くんに技術提供を迫りますよね？」

			「そうだな。だが、技術提供ならなんの問題もないのではないか？」

			「そうですね。弟くんが、無難な技術提供をしてくれれば、問題はないでしょうね」

			「……あいつは、またとんでもないことを考えているのか？」

			「リゼルガルムにあるお肉を、グランシェス領で食べたいと言っていました。アリスも乗り気だったから、そのうち実現するでしょうね」

			「それは、また……」

			　今まで、ナマモノを遠くに運ぶという発想はないも同然だった。

			　だから、港町などはほとんど栄えていない。海の向こうとはほとんど交易がなく、海で採れた魚介類は、その町で消費するのがせいぜいだったからだ。

			　だけど、ナマモノを輸送するという概念が生まれれば、そういった状況は一変する。

			　ましてや、もし仮に、物流の速度を上げたのなら――

			　例えば、グランシェス領から、王都まで五日。これを一日でも削ることが出来れば、流通だけでなく、情報の伝達速度や精度も向上する。

			　そして、移動時間の短縮であれば、全国に適用することが出来る。それによって生み出される利益は、莫大なものになるだろう。

			「もし、リーゼロッテ姫殿下の身柄と引き換えに、弟くんがそんなものを提示したら……」

			「俺の二の舞どころの騒ぎではないな」

			　最初は、その変化に気付くものは少ないだろう。

			　だが――この国で絶大な人気を誇るリーゼロッテ姫殿下を庇護し、この国に革命的な変化をもたらし、民に多くの富をもたらす。

			　その一つだけであれば、アルベルト殿下の手柄と言うことで収まるかもしれない。

			　だが、リオンは今後も、次々と新しい技術を生み出し、周囲のものを味方に引き入れていくのは分かりきっている。

			　そのとき、リーゼロッテ姫殿下を護るために、アルベルト殿下と敵対していたという事実がどんな結果をもたらすか……それは、想像に難くない。

			「もちろん、可能性の話ですけど……弟くんならやりかねません」

			「そうだな。ましてや、クレア嬢が後ろ盾となっているのだ。冗談ではすまぬだろう」

			「いえ、あたしは弟くんのサポートくらいしか出来ない普通の小娘ですけれど」

			「はあ？　あの規格外の行動を予想する時点で……いや、なんでもない」

			　グランプ侯爵は、なにやら悟ったような表情で息を吐いた。

			「それで、クレア嬢はこれからどうするつもりだ？」

			「そうですね。これから王都に出向いて、アルベルト殿下の手助けをしてきます。そうしないと、バランスが取れないと思いますから」

			「……うむ。まあ……好きにするが良い。アルベルト殿下にお目にかかりたいのなら、俺が紹介状を書いてやろう」

			　考えるのがバカらしくなったグランプ侯爵に対し、クレアリディルはやはり気にした風もなく、ありがとうございますと微笑んだ。

			　

			　

			　その後、クレアリディルはリゼルヘイム国の王城にやって来たのだが――中庭にあるテラス席で頬杖をつきつつ、ため息を吐いていた。

			　アルベルト殿下と入れ違いになってしまったからだ。

			　弟くんに会いたいのを我慢して、王都リゼルガルムまでやって来たのに、こんなことならグランシェス領へ戻れば良かったわ――なんて考える。

			　でも、今から戻っては二度目の入れ違いが発生するのは分かりきっているから我慢――と、クレアリディルは王城で殿下の帰りを待っていた。

			「申し訳ありません」

			　おもむろに響いたのは、凛(りん)とした音色。クレアリディルが声の方へと振り向けば、日の光の下、金髪ツインテールのメイドがたたずんでいた。

			「なにを謝っているの？」

			「先ほど、ため息をついてらっしゃいました。お茶菓子もあまり召しあがっていらっしゃらないようですし、もしかしてお口に合わなかったのかと思いまして」

			　それを聞いたクレアリディルは、あぁとこぼした。

			　クレアリディルは侯爵の紹介状を持ち、第一王子を訪ねてきた客人。その客人がため息なんてこぼしていたら、メイドとしては気が気でないだろう。

			「心配させてしまったのならごめんなさい。貴方が心配することはなにもないわよ」

			「そうですか？　ですが、ミューレの街にあるお菓子や紅茶は、王都のものとは比べものにならないほど美味しいと聞きますが」

			　メイドの言葉に、クレアリディルは軽い驚きを覚えた。ただのメイドが、ミューレの街の情報を持っていることが意外だったからだ。

			　さすが王城で働くメイドと言ったところかしらね――と、クレアリディルはメイドに対して少しだけ興味を抱く。

			「……貴方は？」

			「申し遅れました。私はクレアリディル様が滞在中のお世話役を仰せつかった、メイドのクラリーチェと申します」

			「クラリーチェね。あたしはクレアリディルよ。貴方はミューレの街に興味があるの？」

			「はい、噂には聞いているので、とても興味があります。厚かましいお願いですが、もしよろしければ、お話を伺わせて頂けませんでしょうか？」

			「かまわないわよ。それじゃ、話してあげるから向かいに座りなさい」

			「…………よろしいのですか？」

			　クラリーチェは目を見開いた。

			　たしかに、王子の客人であり伯爵家の当主代理。そんなクレアリディルに対して、一介のメイドが話をせがむなんて、普通ではありえないことだ。

			　だけど――他ならぬクラリーチェ自身が言い出したこと。それなのに驚くなんて……と、クレアリディルは少しだけ不思議に思った。

			　だけど、この退屈をしのげるのならどうでも良いと思い直す。

			「あたしの育ての親もメイドなのよ。それに、あたしの弟くんが身分なんて関係なく接するから、あたしもそれに慣れちゃった。という訳で、向かいの席にどうぞ？」

			「……では、お言葉に甘えまして」

			　クラリーチェが優雅な仕草で向かいの席に座る。

			「それで、なにを聞きたいの？」

			「……では、ミューレの街で流行のプリンに必要な材料を」

			「ええっと……卵に牛乳、後は砂糖なんかね。牛乳は生クリームにする必要があるし、良ければ、厨房で作ってみせてあげましょうか？」

			　クレアリディルは「実は弟くんに作ってあげるために、コッソリ練習中なのよね」なんて笑ってみせる。

			「……あの、プリンと言えば、ミューレの街の特産品ですよね？　私が言うのもなんですが、人に軽々しく教えるべきではないのではないですか？」

			「あら、ミューレ学園に通えば、誰でも習うことが出来るのよ？」

			「噂は存じてます。グランシェス家に味方すれば、様々な知識を得ることが出来ると」

			「……味方すれば、ね」

			　グランシェス家が保有する技術の数々は、どれも莫大な価値を秘めている。それは、グランプ侯爵のかつての反応を見ても明らかだ。

			　にもかかわらず、リオンはその技術の全てを、ミューレ学園で学べるようにして、学園に通う生徒を全国から募集した。

			　その理由は、数多くの技術を無数に抱えていて独占する必要すらなく、周囲にばらまいた方が平和だから――なんて、ちょっと考えられない理由だ。

			　弟のリオンを愛してやまないクレアリディルですら、最初は正気を疑ったほど。全国の貴族が、ただの善意であるなどと言われて鵜呑みにするはずがない。

			　

			　予想どおりの噂が流れていると知り、クレアリディルは肩をすくめてみせた。

			「……違うとおっしゃるのですか？　実際、ミューレ学園に生徒を送り込むには、グランシェス家にお願いする必要があると思うのですが」

			「まあ、そうね。実際のところ、過剰な贈り物を持ってきた貴族もいたし、うちに恭順を誓おうとした商人もいたわね。全部、丁重にお断りしたけど」

			「では、なにが目的だというのですか？」

			「……この国の平和だって言ったら信じる？」

			　クレアリディルはイタズラっぽい笑みを浮かべて問いかける。それを、クラリーチェは冗談でごまかされたと思ったのだろう。少しだけむっとした表情を浮かべた。

			「真面目に答えてください」

			「やっぱり、そういう反応をするのね。国のために尽くすのがそんなに不思議かしら？」

			「貴族が第一に考えるのは自分の利益――とは申しませんが、自領の――領民の利益を放棄して、国のためと言われても、信じられないのは当然ではないですか？」

			「それは誤解よ。あたし達は、十分すぎるほどに利益を得ているわ」

			「……なにを、言って」

			　クラリーチェはセリフを途中で飲み込んだ。クレアリディルがドレスに仕込んでいたポケットから、折りたたまれた紙を取り出し、クラリーチェに差し出したからだ。

			「……なんですか、これは」

			「レシピね。プリンに必要な材料や、その作り方が纏(まと)めてあるわ」

			「……レシピ。いえ、それよりも、これは……羊皮紙、なのですか？」

			「いいえ。植物の繊維で作った、羊皮紙の代わりになる紙というものよ」

			　それを聞いたクラリーチェは額に手を当て、なんともいえない表情を浮かべた。

			「……あの、なんだか今、革命が起きそうな技術の秘密を、さらっと聞かされた気がするのですが、気のせいなのでしょうか？」

			「気のせいじゃないから安心して大丈夫よ？」

			「――少しも安心できませんがっ!?」

			　思わずといった感じで声を荒らげる。そんなクラリーチェに向かって、クレアリディルは「それが素の貴方なのね」と微笑んだ。

			　その瞬間、クラリーチェが真っ赤になって俯く。

			「し、失礼しました」

			「怒ってないから気にしなくて良いわ。それに、紙の作り方だって、ミューレ学園に通えば習える技術だから、秘密を知ってしまった――みたいに、心配する必要はないわよ」

			「そう、なのですか？」

			「驚いた顔をしているけど、貴方、初めから知っていたでしょ？」

			　クレアリディルがなんでもないことのように呟く。その瞬間、クラリーチェは一瞬だけ、頬を引きつらせた。

			「……どうしてそう思われるのですか？」

			「あたしが口にしたレシピが本物かどうか疑わなかったし、そもそも、王城にいるメイドが、客人に話をせがむなんておかしいじゃない」

			「そのおかしな状況を、あっさり受け入れられたのはクレアリディル様だと思うのですが」

			「退屈だったのよ。……で、貴方の目的は？」

			「噂のグランシェス家の当主代理が、王城に乗り込んできた目的を探ることです」

			　逡(しゆん)巡(じゆん)したのは一瞬、クラリーチェはきっぱりと答えた。

			「意外ね。もっとあれこれ、言い逃れを口にすると思ったわ」

			「クレアリディル様には正直に話した方が良いと判断しました」

			「それは、あたしを信用してくれたってことなのかしら？」

			「……白状すると、クレアリディル様の噂を聞いて、密かに憧れていました」

			「あら、過去形なの？」

			「ええ。噂に違わぬ美貌に、相手の身分で差別することのない優しい性格。更には、その優れた慧眼。あたしは今後、密かに――ではなく、公然と憧れます。クレアお姉様っ！」

			　そう言って満面の笑みを浮かべる。

			　そんなクラリーチェを見て、あれ、この子ちょっと、ヤバイ感じ？　なんて、クレアリディルは思ったのだが、それは既に手遅れであった。

			「ええっと。と、取り敢えず、あたしを信用してくれるということで良いのかしら？」

			「ええ、もちろんですわ、クレアお姉様。全面的に信用いたします！」

			「あたしは貴方のお姉様になった記憶はないのだけど……と言うか、全面的に信用は早すぎると思うのだけど……？」

			　クラリーチェの口調や一人称が、自分のマネになっていることに少し引く。だが、クラリーチェは気にした風もなく、ぐいぐいとテーブル越しに身を乗り出してきた。

			「クレアお姉様の目的がなんであれ、あたしは絶対にクレアお姉様に味方いたします！　だから、なんの問題もありませんわ！」

			「いや、あの……あたしが、貴方のご主人様に味方するとも限らないのよ？」

			「それこそ些(さ)細(さい)な問題ですわ！」

			「……問題しかないと思うのだけど」

			　クレアリディルはそんな風に口にしつつも、自分はアルベルト殿下に味方するために来たわけだし、これはこれで都合が良いかもしれないわね。なんて思った。

			　そして――

			「分かったわ。貴方があたしを信じてくれるというのなら、あたしも貴方を信じて、ここに来た目的を打ち明けてあげる」

			　前置きを一つ、クレアリディルはアルベルト殿下のために来たという事情を余さず伝えた。

			　

			　そしてそれから数日。

			　王城に帰還したアルベルト殿下が面会に応じ、驚くほどあっさりとクレアリディルの提案を受け入れることになるのだが……

			　このときのクレアリディルは、その本当の理由に気付いていなかった。

			　

			　――なお、余談ではあるが、リオンがアルベルト殿下に提示したのは、王都からグランシェスまでの移動時間を、五日から四日に減らす――どころではなく、二日に減らすという、常識外れな技術。

			　後にアルベルト殿下は「あのときは肝が冷えた。事前に話を聞いていなければ、演技が続くはずもない。その場でみっともなく取り乱していたぞ」と語った。

			　お姫様一人の身柄どころか、国を掌握してしまうほどの技術を提示し、その価値に対してあまりにも無頓着。そんなリオンに戦慄するのは当然の反応だったのだが――

			　そんなアルベルト殿下に対し、クレアリディルは微笑みを一つ。

			「あたしの弟くん、可愛いですよね？」

			　まるで、溺愛する弟の自慢をするお姉ちゃん――実際その通りなのだが、国を揺るがすほどの事件に対し、そんな無邪気な反応を示す。

			　その場に居合わせた全員が、似たもの姉弟であることを実感し――心底戦慄したらしい。

		

	
		
			　

			あとがき

			　

			　俺の異世界姉妹が自重しない！　三巻を手に取って頂き、ありがとうございます。皆様のおかげで、無事に三巻を出すことができました。

			　著者の緋色の雨でございます。

			　

			　異世界姉妹の三巻は学園編で、舞台はミューレ学園。教え子が教師をしている学園に、リオン達が普通の生徒として紛れ込みます。

			　そうして出会うのは、表紙を飾る女の子。自重しなくなってきたリオンと、相変わらず自重しない姉妹の物語。楽しんで頂けたら幸いです。

			　

			　今後の予定ですが、初春には双葉社Ｍノベルスから、新シリーズの刊行を予定しております。もしよろしければ、そちらも手にとっていただけると嬉しいです。

		

	
		
			　

			　　　謝意

			　

			　まずは、担当の荒田様。色々とお力を貸してくださってありがとうございました。相手を安心させる細やかなお気遣い、とてもありがたかったです。

			　また新担当の工藤様。校正のご指摘など、非常に分かりやすかったです。新シリーズと合わせて、今後ともよろしくお願いします。

			　そして、イラストレーターの原人様、デザインの青木様、鷗(おう)来(らい)堂(どう)の校正者様、異世界姉妹を手に取ってくださった皆様、緋色を支えてくださった皆様。

			　出版に関わった皆々様。本当にありがとうございます。

			　

			　そして、病院で眠り続けるお母様。三巻が書店に並ぶ頃、貴方が脳卒中で倒れてちょうど二年となりますね。貴方がずっと見守っていてくれたから、ここまで来ることが出来ました。

			　たくさん心配掛けてごめんなさい。だけど――もう大丈夫だからね。

			　

			二〇一七年 　十一月　某日　緋色の雨

		

	
		
			緋色の雨（ひいろのあめ）

			大阪在住のライトノベル作家。緋色の雨は、夕焼けに染まる雨をイメージした名前です。決して、血の雨をイメージしたわけじゃありません。……ホントですよ？（二〇一七年十二月現在）

			　

			イラストレーション

			原人（げんじん）

			一月五日生まれ、千葉県柏市出身。絵を描く以前は、飯を食うことも忘れるほどのネットゲーマーでした。今でも、外に出るより家で引きこもってネットゲームしてる方が幸せな引きこもり者です。（二〇一七年十二月現在）
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			発行人：稲垣潔
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